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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「運命ってのはなあ、宗そう太た。顔だ、顔。不景気な面つらしてると不景気が寄ってくる。楽しい人生送りたかったら、無理してでも笑え。そのうち無理しなくても笑える運命が向こうからやってくる」

　じじいはそう言って、ガハハと景気よく笑った。

「いいか？　金で笑えるのなんて一いつ瞬しゆんだぞ。なによりいいのは一いつ緒しよに笑える伴はん侶りよを得ることだ。美人の伴侶を得ておまけに可愛かわいい息子むすこまでついてくるなんて、わしゃ笑いが止まらん」

　いつも笑え顔がおの茶ちや目めっ気じじいは、自分より二十歳も若い嫁よめを得て、ちょっと新しん婚こん旅行に行ってくると世界一周に旅立ち、二度と帰ってこなかった。

　おまけの息子には金が遺のこされた。それは一生食うに困らないであろう大金。無理をしなくても笑いが込み上げてくるほどの大金だ。

　でも、じじいの言った通り、金で笑えたのは最初だけだった。

　手に入れて、湯水のごとく使って、貸してと言われたからたくさんの人に貸したけど、それで幸せになれた人を見ていない。

　結局、金というのは代だい償しようでなくてはならないのだ。なにかを失って手に入れる、なにかを得るために支し払はらう、そういうもの。降って湧わいたものをただ消費するだけの毎日は空むなしかった。

　金を人生の主役にしてはならない。手持ちのアイテムをいかに巧うまく使いこなすかで運命は変わる。

　笑顔は無料にして最強のアイテム、という意見には宗太も同意だった。

「一億出せば、無傷で帰してやるぞ？」

　品のない顔が自分を見下ろしながら言った。下げ卑びたニヤニヤ笑いは笑顔には含ふくまれない。

　金さえ手に入れば楽しく暮らせると思っている者は多い。かくいう自分も、生まれて二十年以上そう思って生きていた。

　金かな谷や宗太、二十五歳。貧びん乏ぼう歴二十二年、金持ち歴三年。大きな目と左だけの八や重え歯ば、引き締しまった腹筋がチャームポイント。だが、本人的には前の二つはウイークポイントだった。そしてもうひとつ、最大のウイークポイントが身長。

　自分が年相応に見られないのは、それらのせいだと思っている。

　百六十五センチは中三男子の平均身長らしいが、だからといって、中学生に間ま違ちがわれるのは受け入れられない。

　知り合いのスタイリストにどうにかならないか相談してみたところ、キンキンに脱だつ色しよくしていた髪かみは栗くり色いろ程度に戻もどされ、トリートメントなども施ほどこされ、少しだけウェービーな大人のショートカットに生まれ変わった。その結果、中学生と言われることはなくなった。が、高校生はまだある。可愛いと言われることは前よりも増えた。

「俺の玉の肌はだを護まもるために一億円？　まあ妥だ当とうかな……って、出すかよ、バーカ」

　ニヤニヤ顔に向かって宗太は言い返した。

　両手両足を縛しばられて、床ゆかの上に座らされ、周りを人相の悪い男どもに囲まれているという絶体絶命の状じよう況きようでも、口は通常運転。

「バーカはおまえだろう。状況判断ができねえのか？　んん？」

　目の前にナイフが現れる。刃は渡わたり十センチ以上。銃じゆう刀とう法ほう違い反はんだが、取り締まってくれる人などここにはいない。

　大きな神かみ棚だなに奉たてまつられた神様は、無言でこの状況を見下ろすだけ。神棚の下には刀が二振ふり飾かざられていた。本物ではないと思うが、場所が場所なので絶対違ちがうとも断言できない。

「賢かしこかったら、そもそもヤクザの組事務所に忍しのび込んだりしねえか。ゴキブリみたいにコソコソと」

「ゴキブリはそっちだろ、世間的に」

　言い返して睨にらまれる。ナイフの切っ先が目と目の間に迫せまり、思わず後ろに避よければ背中がなにかにぶつかった。

　お上にどんなに締め付けられても、ゴキブリのごとき生命力で生き続ける暴力団という組織。地元ではそこそこの勢力を誇ほこる笠かさ原はら組という暴力団の巣のひとつがここだ。

　表向き貿易会社を名乗っている小さな事務所だが、隠かくし扉とびらの奥には窓のない隠し部屋があった。神棚、刀、額に入った代だい紋もん。いかにもヤクザの組事務所らしい装そう飾しよくがなされた、隠さなくてはならない部屋。

　ニヤニヤ笑う若い男が、この事務所の権力者である笠原怜れい治じだということは調査済みだ。中肉中背、顔はわりと普ふ通つうの青年っぽいのだが、とにかく目つきが悪い。そして態度がでかい。笠原の両側に、四十歳前後くらいのスーツを着き崩くずした男が二人、スケさんカクさんのごとく立っている。そして宗太の背後、ぶつかったのは壁かべではなく若い男だった。

　見上げれば、黒いパンツのスラリと長い足。派手なオレンジの柄がらシャツの上に乗った顔は、ちょっとないくらいの男前だった。

　秀ひいでた額、しっかりした眉まゆと鼻筋。引き結ばれた厚い唇くちびる。うつむき気味で、長めの黒くろ髪かみが頰ほおを覆おおい、陰かげのある男という感じが女性にモテそうだった。

　背が高くて胸むな板いたも厚く、チンピラっぽい服装もファッション雑誌に載のっている流りゆう行こうの服のように見える。

　自分との共通点は、髪に少しばかりウェーブがかかっていることと、性別が男だということくらいか。同じといっても、ワイルドウェーブとお洒落しやれウェーブ、印象はまったく違う。

　惜おしむらくはその表情。とにかく暗い。そしてまったく動かない。夜の海のような深い黒の瞳ひとみは、なにも映していなかった。

　この世のすべてに興味はない、そんなふうに見える。

　実にもったいない。

「おまえ、なにしにここへ来た？　言わないとその可愛い顔に傷が入るぞ」

　視線を笠原に戻す。

「傷が入れば可愛いとか言われなくていいかもな」

　なにしに来たのかを言う気はない。可愛いなんて言葉は聞き飽あきた。

「その程度で済むと思ってるのか？　さっさと吐はけ」

　眉み間けんのナイフが動いてチリッと痛みが走った。

「迷ったんだよ。トイレを借りようとウロウロしてたらさあ……」

　笠原の後ろに大きな金庫が見える。探し物はきっとあの中だ。捕つかまらなければこの隠し部屋には気づけなかっただろう。が、この状態ではあの中を探さぐれない。

「おまえは馬ば鹿かだろ。死にたいのか？」

　ツンツンと眉間をナイフでつつかれる。

「確かに俺は馬鹿だけど、高校ん時の成績はあんたよりずいぶんいいらしいよ、笠原の坊ぼつちゃん」

「なんだと？」

「あんた、この辺じゃけっこう有名人だからな。学校の成績がかなり悲ひ惨さんだったってこともわりと有名だぜ。まあ、社会に出たら学校の成績なんてあんまり関係ないし、気にすんなよ」

　慰なぐさめるように言えば、胸むなぐらを摑つかまれた。

「俺は気にしてねえよ！　なんでてめえが上から目線なんだ、クソチビが」

「ああ？　チビってなんだよ!?　俺はこれでも百六十五センチあるんだ。チビってのは百六十五センチ未満のことをいうって法律で決まってんだよ！」

　身長は宗太の最大のコンプレックス。いつ何時もそれを言われたら放置できない。

「聞いたことねえよ、どこの法律だ、そりゃ!?」

「俺の法律だよ！　勉強しとけ、クソ馬鹿がっ」

　小学生の口げんかレベルの応おう酬しゆう。だが、やることは小学生レベルではすまない。腹に強きよう烈れつな蹴けりを受けてむせる。

「馬鹿はおまえだ。俺は優やさしい男だから選ばせてやる。一、指を一本折られる。二、歯を一本抜ぬかれる。三、裸はだかに剝むかれてケツに突つっ込まれる。さあどれがいい？　なに、どれも死にはしない。すべて実証済みだ」

「なんの選せん択たく肢しだよ、どれも嫌いやに決まってんだろ」

「そりゃそうだろ。どれかひとつで解放してやるって言ってんだよ。選ばないならフルコースだ」

「なんだよそれ……あー、じゃあ一」

　指を詰つめるのではなく折るのなら、治れば元に戻るだろう。

「へえ。普通は三を選ぶんだぜ。ホモは好んでするんだから、なんとかなるんじゃねえかって思うんだよ。いわば俺の温情、サービス選択肢だっていうのに、それを選ばないってことは、たいがい嫌なんだなぁ？」

　頭は悪くても、人が嫌がることを嗅かぎ分ける嗅きゆう覚かくは鋭するどいらしい。さすがは組長の息子むすこ。ヤクザＤＮＡのなせるわざか。

　まさしくそれが宗太の一番苦手とするところだった。自分の肌に他人ひとが触ふれること。いやらしい目で見られること。性的な行こう為い全ぜん般ぱん。

「嫌なんじゃねえよ、俺のケツは運命の人に捧ささげるって決めてあるんだよ。てめえらの汚きたねえ手なんか触れられない高貴なケツなの！」

　でたらめの理由をこじつけて強がる。

「つまり嫌だってことだろ。おい、脱ぬがせろ。その高貴なケツとやらを拝んでやる」

　笠原の指示に、スケさんカクさんがニヤニヤ笑いながら歩み寄ってくる。自由のきかない身体からだをうつぶせに引っ繰くり返され、はいていたワークパンツを下ろされた。つるんと高貴なケツが露あらわになる。

「て、てめっ──」

「まあまあきれいなケツだが、どこら辺が高貴なんだ？　見えない中の方か？」

　笠原はしゃがみ込んで、ぷりんとした尻しりをペチペチ叩たたき、尻たぶを摑んで両側に広げた。そこにあるのはきゅっと締まった入り口の穴。いや出口の穴。

「見ようによっちゃ菊きくの御ご紋もんにも見えるか？」

　笠原は自分の冗じよう談だんに笑う。

「うまいこと言ったつもりかよ。ちっともうまくねえよ！　放しやがれ、変態！」

　触さわられただけでゾッとした。しかし今はまだ人体実験みたいな乾かわいた手つきなのでいい。これがねっとり湿しめり気を帯びてくると駄だ目めなのだ。

　じりじりと逃にげれば、さっき背後にいた黒い男の足で行き止まりになる。

「高貴なものに泥どろを塗ぬるのもヤクザの仕事なんだよ」

　ニヤニヤ笑いながら笠原は、手下の男にそれを持ってくるよう命じた。男が神棚の下にある戸と棚だなから取り出したのは、男性器の形をしたグロテスクなもの。

「罰ばち当たるぞ」

　スイッチらしきものが入れられ、それはくねくねと妙みような動きを始める。

「な、なんでそんなの持ってんだよ!?　趣しゆ味みだろ？　実は自分が突っ込まれたいんだろ!?　おまえの使用後とか冗談じゃねえぞ！」

　さらに前に逃げれば、男の足に頰ほおを寄せ、すがるような格好になった。その足に危害を加えられるとはなぜか思わなかった。

「ごちゃごちゃうるせえな。心配しなくてもこれはリンチ用で、どっかのおっさんの尻に突っ込んだ後だ」

「はあ!?　待て。それは待て」

「俺は優しい男だと言っただろ。まずはきれいにさせてやるよ。松まつ田だ、上の口に突っ込んでやれ」

　松田と呼ばれた男は、宗太のシャツの襟えり元もとを摑んで引き起こし、その口の中に直径三センチほどの棒をねじ込んだ。

　それが入ってきた途と端たん、吐き気が込み上げた。ぎゅうっと強く目を瞑つぶり、胃の腑ふから上がってくるものを抑おさえ込もうと唾つばを飲めば、さらに気持ち悪くなる。激しい拒きよ否ひ反応。

　潔けつ癖ぺき症しようでなくてもこれは耐たえがたい。いや、おっさんに突っ込んだなんてきっと噓うそだ、ただの嫌がらせに違ちがいない、と思ってみても気休めにもならなかった。

　宗太にとって一番問題なのはそこではない。

　まずその形。男性器なんて自分も持っているわけだが、それが外から自分の方に向けられると、途端に嫌けん悪おの対象になる。気持ち悪い。女性器ならいいかというと、それも同じようなもので、男性器より恐きよう怖ふが若じやつ干かん減って、気持ち悪いがちょっと増える程度。どちらにしろ、自分がそういう対象とされることが嫌でしょうがない。

　こんなふうだから二十五歳になる現在まで、誰だれとも一度も性交をしたことがない。したいと思ったこともない。

　世間的にはそれが恥はずかしいこととなっているのは知っているから、チャレンジしてみたことはある。が、あえなく敗走した。

　それ以来、開き直った。してもちっとも楽しくないことなら、しなければいい。世の中には他ほかにも楽しいことがたくさんある。将来温かな家庭を作りたいという願望があるなら、多少無理しても頑がん張ばるべきなのかもしれないが、そんな願望はなかった。

「いい顔だ。俺は人の嫌がる顔を見るのが大好きなんだよ」

　笠原の楽しげな声が聞こえる。そこは同じだが、同じだとは思いたくない。しかし同類だからこそわかってしまう。

　人の嫌がる顔が好き、なんていう人間は、だいたい自分のそれは見られたくなくて、見られたくないと思っている奴やつの嫌がる顔を見るのがなにより楽しいのだ。

　わかるから見せたくない。

　この状じよう況きようから逃のがれるすべがないなら、頭の中を切り替かえる。

　口の中のこれはキャンディーバーだ。ちょっとばかりおかしな形で、工業製品的な味がするが。動くのはあれだ、ちゅっぱちゅっぱ舐なめなくていいように勝手にぐるぐる回ってくれる飴あめがあったはず。その進化形。

　目を閉じて必死で脳内映像を切り替かえる。これはまずい飴、動くまずい飴……。

「志し賀が、おまえがやれ」

　笠原の声も聞こえぬほど集中していた。喉のどに当たるほど深く入っていたのがちょっと浅くなり、舐めているという感じになったおかげで、キャンディーバーへの脳内変へん換かんが成功した。

　こんなの全然余よ裕ゆうだぜ、とばかりに口の端はしを上げ、目を開ける。

　笠原よりも先に目に入ったのは、キャンディーバーを持つ男だった。目を閉じる前に持っていたおじさんから、無表情な男前に代わっている。宗太が強がって浮うかべた笑えみは、その冷たい真っ黒な瞳ひとみに吸い込まれた。

　きれいな目だ。でも、なにも見ていない。

　その瞳に映りたいと思った。そして、笑った顔が見てみたいと思う。この顔が笑って自分を見てくれたら……と夢想して、なぜかドキドキした。

　昔から、つまらなそうな人を見るとどうにかしたくなる性しよう分ぶんだった。これほどつまらなそうな人間は初めて見たというくらいの素材を前にして、どうやら興こう奮ふんしているらしい。

　その顔をじっと見つめる。目力にはわりと自信がある。視線を感じたらしい男がこっちを見た瞬しゆん間かんにニッと笑ってみせた。もちろんキャンディーバーは咥くわえたまま。

　ほんの一いつ瞬しゆん、その暗い水面が波立った。ように見えたが、表情はまるで動いておらず、見み間ま違ちがえだったかと落らく胆たんする。

「志賀ぁ、甘いんだよおまえは。もっとグリグリ突っ込めよ、窒ちつ息そくするくらいによぉ」

　笠原はプレジデントチェアに座ってふんぞり返り、偉えらそうに指示する。

「こんなのなにが面おも白しろい？」

　志賀が初めて口を開いた。抑よく揚ようのない低い声は、その容姿によく合っている。

「ああ？　てめえは考える必要なんかねえんだよ！　黙だまって言われたことをしろ！」

　笠原は志賀の太ももあたりを蹴ったが、志賀はビクともしなかった。ハエがたかったかという程度の一いち瞥べつをくれただけ。

　それだけで二人の関係がわかる。

　傲ごう慢まんな上司とできる部下。劣れつ等とう感ゆえの八つ当たりと、諦てい観かん漂ただよう服従。ワケありの主従関係。

　笠原は手て応ごたえのない志賀の相手を早々に切り上げ、宗太に向かう。

「てめえはここでなに探さぐってた？　誰になにを頼たのまれた？　さっさと吐はけよ」

　と言われても、口にめいっぱい頰ほお張ばっている状態では答えられない。たぶん志賀もそれがわかっていて、あえてディルドを突つっ込んだままでいるのだろう。二人で無視していると、

「おいこら、ヤクザ舐めてんじゃねえぞ！」

　焦じれた笠原が宗太の脇わき腹ばらに蹴けりを入れた。

　宗太はグフッとディルドを吐き出して横向きに倒たおれる。

　笠原は馬ば鹿かな上に、短気で短たん慮りよ。才があるのは嫌いやがらせに関することだけのようだ。これでは組長の息子でも跡あとを継つぐのは無理だろう。

　シャツを握にぎられ、手て荒あらに引き起こされると思ったら、存外優やさしく抱だき起こされて驚おどろいた。目の前に黒い瞳。背中に当てられた手のひらを温かく感じた自分に戸と惑まどう。

　人に触られるのはあまり好きではないのに……。

「お兄さん、優しいね」

　間近に見上げてニッと笑えば、志賀は困こん惑わくしたのか眉まゆを寄せた。それだけの表情でも動かせたことに喜びを感じる。

「しかもおっとこまえ。なんでヤクザやってんの？」

　興味を引けたことに気をよくして問いかければ、さらに険しい顔になった。とても迷めい惑わくそうな顔。

「そいつに話しかけても無む駄だだ。それは俺の命令を聞くためだけに存在してる男だからな」

　笠原が自じ慢まんげに言うのが気に入らない。

「んなわけあるかよ。人はなあ、お日さんの下で笑うために存在してんだよ」

　宗太は堂々と持論でもって反論した。賛同は得られなくてもかまわない。

「へえ。じゃあ二度と太陽の下で笑うことのできない身体からだにしてやるよ」

「どんな身体になっても俺は笑うっちゅうの」

　たとえディルドを突っ込まれても、顔に傷をつけられても、絶対に笑う。笑ってみせる。

　笠原は立ち上がると、言葉もなく宗太の腹に爪つま先さきを蹴り入れた。

「グッ……ウェ……ッ……」

　一瞬息が詰つまって腹を押さえ、盛大に咳せき込む。

「どうした？　笑えよ」

　見上げれば、笠原の冷れい酷こくな微び笑しようが自分を見下ろしていた。宗太は意地になって笑ってみせたが、笠原ではなく目の前にいた志賀に声を掛かける。　>>>♥

「お兄さんさ、この仕事楽しくないでしょ？　転職しない？　たぶんうちの方が労働条件も給料もいいよ」

　現在の雇やとい主を前にスカウトする。志賀はまた眉を寄せ、無視された笠原は宗太の脇腹に蹴りを入れた。

「クッ……」

　どうやら本気で怒おこらせたらしい。宗太は床ゆかに倒れ、あばらが折れたかという痛みにもんどり打つ。それを一瞥して笠原はどこかに歩いていった。

「おまえ、俺が怖こわくないのか？」

　頭上からの声に、痛みを堪こらえて顔を上げれば、志賀が自分を見下ろしていた。

「怖い？　いや。……でも、もったいないと思う」

「もったいない……？」

　志賀は眉を顰ひそめた。どうやら感情を表現するのは眉だけらしい。せっかくの顔をまったく有意義に使えていない。

「お兄さんはさ、ちょっと笑っただけで周りの人を楽しくできちゃうと思うんだよね。試ためしに笑ってみてよ、ほらスマーイル」

　宗太は手本とばかりに笑ってみせるが、痛みに顔が歪ゆがんだ。志賀はにこりともせず、ただじっと宗太の無む理り矢や理り浮かべた笑顔を見つめる。珍めずらしいものでも見るかのように。

　そこに、笠原が戻もどってきた。

「おまえには俺が手ずから特別サービスしてやる」

　笠原の手には変なものが握られていた。ディルドのようなわかりやすい玩がん具ぐではない。銀色に光る指揮棒のようなもの。なにに使うのかわからないのに、すごく嫌な予感がする。

「これをやると、恐きよう怖ふと快感で俺に逆らえなくなる。なんでも喋しやべりたくなるぞ」

　笠原は丸い棒の先を舐め、宗太を見下ろしてニヤニヤ笑う。

「な、なにする気だよ？」

「笑顔はどうした？　笑顔は。楽しいことするんだよ、笑えよ」

　楽しくて仕方がないという顔で笠原は言って、志賀に宗太を羽は交がい締じめにするよう命じた。

　志賀は逆らうのも面めん倒どうだ、というように唯い々い諾だく々だくと従う。宗太の身体を起こして背後に回り、脇わきの下から腕うでを入れて羽交い締めにする。

　背中に志賀の体温や身体の凹おう凸とつを感じて、ゾッと身体に緊きん張ちようが走った。逞たくましい腕と大胸筋。これが豊かな柔やわらかい胸であっても苦手なことには変わりなかった。

「尻しりが冷たいんだよ」

　身体をもぞもぞと動かす言い訳をして、背中の志賀から少しでも離はなれようとする。

　実際、床の上に直接座らされて尻は冷たかった。足首の縄なわは切られたものの、中ちゆう途と半はん端ぱに下ろされたワークパンツと下着が膝ひざの辺りにわだかまっている。

　縄を切ったのが脚あしを開かせるためなら、パンツはきっと脱ぬがされる。逃げるならそれからだ。

　ぴったり脚を揃そろえて笠原を見上げれば、その指の間を銀の棒がくるくる回る。いったいあれをどう使うのか。どう使われても楽しいことにはならないだろう。

　本当はここから持ち去りたいものがあるのだが、この状況では諦あきらめるしかない。未練がましく金庫へと目を向けた時、耳元に囁ささやかれた。

「正面のドアを出て右だ。非常口から外に出られる」

　宗太はハッと後ろを振ふり返ろうとして、やめた。今の声は笠原には聞こえていない。

　言葉の真しん偽ぎを疑ったのは一瞬。直感で信じると決めた。

　足からパンツを抜ぬき取られ、膝を両側に大きく開かされて、顔から火を噴ふきそうなほど恥はずかしかった。脚の間にしゃがみ込んだ笠原を蹴り飛ばしたかったが、今は辛しん抱ぼうして時を待つ。

「さっきまでの威い勢せいのよさはどうした？　怖くて動けないか？　それとも、期待してるのか？　いるんだよ、嫌だ嫌だって言いながら、やってほしくてたまらないって奴やつ」

　笠原の手が太ももに触ふれてゾッと鳥とり肌はだが立った。股こ間かんにねっとりした視線が絡からみつく。気持ち悪い。早く逃にげたい。

　しかしまだ、志賀の腕にはしっかり力が入っている。まだだ、ということだろう。

「あーあ、元から小さいのが縮んじゃって」

　笠原は楽しげに宗太の縮こまっているものを銀の棒でつついた。

「な、なにをする気だ？」

「わからないのか。これをこの先っぽから突っ込むんだ」

「はあ？」

　あまりにしおらしいのも疑われるかと問いかけてみたのだが、思わぬ答えに動どう揺ようする。

「最初はちょっと痛いが、そのうち快感になる。ケツにも太いのをぶち込まれて、もっとしてーって、泣いてよがるようになる」

「な、なるわけねえ……」

「なるんだよ。てめえの笑え顔がおなんか一銭の価値もないが、泣きわめく姿はよさそうだ。せいぜい俺を笑わせてくれよ。……おまえら、暴れないようにしっかり押さえろ」

　笠原は宗太の両足を押さえつけるよう、他ほかの二人に命じた。両側からごつい手が、細い足首へと伸のびる。その時、志賀の腕が緩ゆるんだ。

　待ってましたと宗太は反応し、志賀に体重を預けて両足を振り上げた。右の男の顎あごと、左の男の目の辺りにヒットして、完全に油断していた男たちが怯ひるむ。

「て、てめえっ」

　宗太は跳はねるように立ち上がり、志賀に教えられたドアの方へ走り出した。腕は縛しばられたままだが、ドアくらいは開けられる。

　しかしすぐにドンドンッと激しくドアを叩たたく音がして、思わず足を止めた。目指すドアとは違ちがう、事務所に続く方のドアが開いて、ヤクザ者がひとり飛び込んできた。

「若、サツが踏ふみ込んで来やした！　逮たい捕ほ監かん禁きんの容疑だとか言って……」

　勢いよく入ってきた男は、下半身むき出しで立っている宗太を見て、不利を悟さとったようだ。ここに踏み込まれたら言い訳のしようもない。

「チッ、仲間がいやがったか。裏から出るぞ！」

　笠原が先頭に立って、宗太が目指していたドアへと向かう。

「こいつ、置いていくんですか!?」

　舎しや弟ていが宗太を指さして問いかけた。

「放っとけ！　いいか、てめえ、俺の名前を出したら殺すからな。おまえはここで志賀と遊んでいただけだ。志賀、おまえは残ってそう言え」

　そんなふうに言い含ふくめて笠原は出て行った。志賀の言った通り、その先には出口があるらしい。こういう時のための非常口なのだろう。

　志賀と宗太だけが残った部屋に、警察官がドドッと入ってきた。ヤクザの組事務所ということで人数を揃えてきたようだ。十人ほどもいるだろうか。そんなことをしていたから時間がかかったのに違いない。

　残っていた志賀が取り押さえられ、宗太はパンツをはきながら叫さけぶ。

「他の奴ら、あそこのドアから逃げました！」

　志賀ひとりしかいない状じよう況きように安あん堵どしたようだった警官たちが慌あわてて追いかけるが、たぶんもう遅おそい。

「宗太！」

「大だい丈じよう夫ぶか、宗太！」

　警官たちの後ろから宗太のよく知る顔が走り込んできた。

「大丈夫だ。貞てい操そうは守った」

　置き去りにされたキャンディーバーと銀の棒が床の上に転がっている。

「そ、そうか。よかったな」

　二人は安堵した顔をしながらも、手を口元に当てて笑いを堪えている。

　笠原はあんな脅おどしが本当に宗太に効くと思ったのだろうか。危機的状況でもあれだけ反はん抗こう的だったというのに。なかったことになんてしてやるものか。

「なあ、遊んでたことにした方がいいか？」

　一応、志賀に問いかけてみる。笠原を見み逃のがしたくはないが、志賀がどうしてもと頼たのむなら考えてみないでもない。

「いや。あんたの好きにしろ」

　志賀はなんら抵てい抗こうすることなくおとなしく警察に連行されていった。そんな姿さえさまになる男だ。

　飼い主に売られ、見放された捨て犬──なのだが、惨みじめさはなかった。ふてぶてしく虚きよ勢せいを張ることもなく、萎い縮しゆくするでもなく、ただ淡たん々たんとしている。

　運命には逆らわない。流されるまま生きる。その姿勢が諦めによるものなのか、達観なのかはわからないが、笠原といるより刑けい務む所しよの方がマシだという考えなら止める気にはなれない。

　そしてハッと思い出す。ここに忍しのび込んだ目的を。

「あ、ねえお兄さん！　金庫の鍵かぎ、持ってないかなー？　俺の大事なものがあの中に入ってるんだけど」

　連行される背中に問いかけた。すると志賀は足を止め、

「そこの二段目の引き出しの奥に手を突つっ込め。上に貼はり付けてある」

　と言った。その通りにすると、確かに鍵はそこにあった。

「２、７、６、２、５と回せ。あんたの大事なものは二段目の右にある」

　なにを探していたのかなんて言ってない。笠原はまるでわかっていなかったが、この男は宗太の目的を察していたのか。そこにあったのは確かに宗太の欲しいものだった。

　志賀が言ってくれたおかげで、「これは俺のだから返してもらう」という主張がわりとすんなり通った。

　事情聴ちよう取しゆのために行った警察署の廊ろう下かで、宗太は志賀とすれ違う。

「ねえ、なんでヤクザやってんの？」

　思わず問いかけた。しかし志賀は答えない。ただじっと宗太の顔を見つめる。

「刑務所から出てきたら、自由になれるのか？」

「さあ」

　志賀はどうでもいいことのように言って、警察官に促うながされるまま歩き出した。

　薄うす暗ぐらい廊下を奥へと歩いていく姿が、暗い闇やみへ一歩一歩踏み込んでいくように見えて、よくわからない焦しよう燥そう感かんに駆かられる。

「禊みそぎが済んだらうちに来いよ、待ってるから」

　その背に向かって叫んだが、反応はなかった。

　志賀はたぶん優ゆう秀しゆうな男だ。助けようとしてくれたくらいだから根っから悪い男ではないはず。笠原に忠誠を誓ちかう気はまったくなさそうだった。いったいどんな事情でヤクザなんてやっているのか。

　人材としてもったいないと思う。だけど別に自分にどうしても必要な人材というわけではない。関係ないと放っておいても問題はない。

　だけど、なぜか気になるのだ。闇へ、暗い方へと歩いていかないでほしい。

　警察には監禁、暴行の主犯は笠原であり、直接手を出したのも笠原だけ、志賀は逃がそうとしてくれたし、尻しりぬぐいを押しつけられたのだ、と訴うつたえた。

　しかし志賀も暴力団の構成員。従犯であり、情状酌しやく量りようの余地があったとしても実じつ刑けいは免まぬかれないだろう。前科があればさらに量りよう刑けいは重くなる。

　願わくは、これが組織から抜けるきっかけになってほしい。

　それからしばらくの間、なにかと志賀の黒い瞳ひとみが思い出されたが、時が経たつにつれてそれもなくなっていった。







　　　　◇







　話は少し遡さかのぼる。

　繁はん華か街がいの中にある雑居ビルの一室。西日差す室内は、事務所というよりカフェといった雰ふん囲い気きだった。キャビネットや事務机など、家具や備品がほとんど木製で揃そろえられているためだ。応接ソファも手すり部分が木製で、座面と背もたれが黄色とオレンジのストライプの布張り。シンプルだがお洒落しやれなデザインで、なおかつ温ぬくもりが感じられる。

　それらはすべて、宗太が潰つぶれかけていた木工所に作らせたものだった。本当は金を貸してほしいと言われたのだが、ちょうど家具を入れ替かえたいからとすべて作らせて、代金というには高すぎる額を支し払はらった。今その木工所は、オフィス家具に温もりを、というキャッチコピーで機能的な木製家具を売り出し、業績も持ち直している。

　そのソファに今、ひとりの女性が座っている。白いブラウスにラベンダー色のプリーツスカート。少しカールしたセミロングの髪かみ。足を斜ななめに揃えて座る姿はとても清せい楚そに見える。

「宗ちゃん……私もう、どうしたらいいのかわからなくて……とりあえずお金貸してくれない？」

　女性は悲ひ嘆たんに暮れつつ、現実的なことを言った。

　年ねん齢れいはそろそろ三十に手が届くかというところだが、ナチュラルに見えるしっかりメイクが五歳は若く見せている。コンプレックスである小さな目を、己おのれのメイクアップ技術でチャームポイントに変えていた。

　見た目通りの深窓の令れい嬢じようなどではない。したたかにたくましく生きて、夢の玉の輿こしをゲットした雑草魂だましいに溢あふれる女性だ。

　資産家の跡あと取とり息子むすこと結けつ婚こんしたのは一年ほど前。品のいい奥様になる前は、キラキラのドレスを着た売れっ子ホステスだった。

「なにがあったんですか、由ゆ紀きさん。念願のセレブ生活でしょ？」

　宗太が由紀と出会ったのは、今から四年くらい前のことだ。

　宗太は高校を卒業してから、夜の街で便利屋のようなことをしていた。客は主に水商売の女性たち。母子家庭で母親がホステスだった宗太は、小さい頃から周りに水商売の女性が多く、その手伝いをしては小こ銭ぜにを稼かせいでいた。それをそのまま仕事にしたのだ。

　高校の時からの仲間二人と一いつ緒しよに、子供にはできない危険な仕事やヤバい仕事も請うけ負うようになり、プロとして仕事のクオリティにもこだわった。少しずつ信しん頼らいを得て、それなりに商売は順調だった。

　三年前に突とつ然ぜん大金が転がり込んできて、貸金業に移行したが、便利屋は今も続けている。

「セレブ生活も楽じゃないのよ？　でもそれはいいの。私は彼を愛しているから、どんな嫌いや味みも涼すずしい顔で聞き流せる。たとえ彼が無一文になったって愛し抜ぬく自信があるわ。でもね……別れるのは嫌なの。絶対。捨てられたくないの」

　由紀は入ってきた時から涙なみだ目だったが、強い眼まな差ざしでそう訴えてくる。

「旦だん那なさんに浮うわ気きされちゃったとか？」

　無ぶ遠えん慮りよに訊きいたのは、宗太の仕事仲間のひとり、苑その浦うら秀ひで典のり。細身に黒の長なが袖そでＴシャツを着て、長い髪を後ろでまとめている。顔立ちはわりときれいなのだが、口元には人を小こ馬ば鹿かにしたような笑えみが浮うかんでいて、取っつきやすいタイプではない。

　お茶を出す苑浦を由紀はキッと睨にらんだ。

「違ちがうわよ！　浮気なんて、男の人の習性みたいなものじゃない。そんなことくらいでオロオロしないわ」

　由紀は堂々と言い切った。苑浦はお盆ぼんを持ったまま宗太の横に座る。

「由紀さん、今は専業主婦だよね？　お金って、旦那さんの事業がうまくいってないとか？」

「違うわ。彼は堅けん実じつで、男としてはちょっとどうなのって思うくらい冒ぼう険けんしない人だもの。事業は可もなく不可もなくって感じ。私のことも大事にしてくれる。退たい屈くつだけど幸せなの。壊こわされたくないのよ。……私、脅されてるの」

「脅されてる？　誰だれに？　なにを？」

「私、二十歳はたちくらいの時に、身体からだを売ってたことがあるの」

「え？　あ、ああ……そう」

　いきなりで動どう揺ようしてしまったが、この界かい隈わいでは特に珍めずらしい話ではない。憧あこがれてホステスやキャバ嬢じようになるなんて女もいるが、やむにやまれぬ事情で水商売に身を落とす女も依い然ぜんとして多い。金のために身を売ったなんてよく聞く話だ。

「私はあの頃、頼たよれる人が誰もいなかったの。田舎いなかから出てきて、男に騙だまされて、借金背負わされて……。借金取り立てのヤクザにいい仕事があるって唆そそのかされて、生きるためにはやるしかなかったの。自分がたったひとつ持っていたものを売ったのよ！　悪い!?」

　最後はややヒステリックに叫さけんで同意を求める。自分でもいいことをしたとは思っていない、後ろめたく思っているからこそ必死になって自分を正当化しようとしている。

「わかってるよ。喜んで身体を売る女なんていない」

　生きるために……。

　宗太の脳のう裏りに古い情景がフラッシュバックした。襖ふすまの向こう、裸はだかで交わる男女。強きよう烈れつに心に刻まれて、どうしても消し去ることができない記き憶おく。

　身体を売るしかない……そういう状じよう況きようがあることは理解している。頭では。

「ごく稀まれに一石二鳥とか言ってるスキモノの女いるけどね」

　苑浦が軽い調子で言った。

「いない！　そんな女は」

　宗太は反射的に強く否定していた。苑浦も由紀も驚おどろいた顔になる。

「どうした？　宗太がそんな強く言うの珍しいな」

「ん？　ああ……俺が知ってる女性はみんなそうじゃないから、つい」

　宗太自身、自分の声に驚いてしまった。熱くなった自分に戸と惑まどい、適当に言葉を濁にごす。

「宗ちゃんはお水の女の味方よね。優やさしいもの」

「別にそんなんじゃないけど……。で、誰に脅おどされてるの？」

「身体を売ればって持ちかけてきたヤクザよ。どこかで私が玉の輿に乗ったって聞きつけて家まで来たの。旦那に過去をばらされたくなかったら、口止め料を払はらえって。でも私、最初は突つっぱねたのよ。あいつらに一度屈くつしたら、ずっと食い物にされるってわかってたから。私がしてないって言えば、彼は信じてくれるわって強気に出たんだけど……。あいつ、私がのってる風ふう俗ぞく雑誌とその写真のデータを持ってたの。指名を取るための写真だから、男を誘さそう顔をしてて、雑誌にはスリーサイズとかどんな体位が好きだとか書いてあるの。見た瞬しゆん間かんに、これは駄だ目めだと思ったわ。愛あい想そ尽つかされちゃうって」

「ふーん。僕はそういうの平気っていうか、業ごうを背負ってそうなところがさらにいいってくらいなんだけど……旦那さんって清せい廉れん潔けつ白ぱくな乙女おとめが好きな人？」

　苑浦はさらりと自分の性せい癖へきを告白した。宗太は平然としていられる自信がなかった。好きな人のそういう姿を見たら絶対に動揺する。

「彼は苦労知らずの生きつ粋すいのお坊ぼつちゃんだから……。身体を売っていた女なんて受け入れられないと思う。ホステスをしてたことは知ってるけど、それだって本当は今でも嫌いやみたい。両親には隠かくしてるし、その頃の話は絶対にしないもの」

「そっか……。じゃあ払うの？」

「実はもう払ったの。百万で全部買い取るって話だったのに、一つずつしか渡わたしてくれなくて。もう三回払ったけど、まだ持ってるのよ」

「三回って……三百万ってこと？」

「そう。それで私個人の貯金はなくなっちゃった。でもそれはいいの。自分が過去にしたことのツケだと思えば、諦あきらめがつく。だけどこれ以上は……。彼のお金には絶対に手を付けたくないの。ねえ宗ちゃん、私はどうしたらいいのかしら……。歯を食いしばって生きてきて、やっと手に入れた幸せなのよ。なにより、彼には迷めい惑わくをかけたくない、不快な思いもさせたくない。だからお金、貸してくれる？」

　そんな由紀の事情や心情にヤクザが配はい慮りよしてくれるわけもない。付け入る隙すきを見つけたとほくそ笑むだけだろう。由紀個人の貯金がなくなっても、旦那の大きな財さい布ふがあることはわかっている。引き出せるだけ引き出そうとするに違いない。

　生殺しのように搾しぼり取られ、夫ふう婦ふが破は綻たんするまでそれは続くだろう。

「わかった。でもこれ、金貸しじゃなくて便利屋の方で請け負うよ。とりあえずそのヤクザの素す性じようを教えて。調べてみる。その間は向こうがなにか言ってきても、適当に躱かわしといて。払う気があるって顔をしてれば、そう簡単にばらしはしないから。大だい丈じよう夫ぶ」

　払えばつけ上がらせるだけ。泣いてる人を踏ふみ潰して笑っている、そういう輩やからは許せない。

　横を見れば苑浦が、そう言うだろうと思った、という顔をしていた。

「ありがとう、宗ちゃん。ごめんね、こんな危ないこと……」

「平気、平気。お代はしっかりもらうからね。それに俺、ヤクザって嫌きらいだし、由紀さんが頑がん張ばってたの、よく知ってるし。取り返しのつかないことになる前に来てくれてよかったよ」

　ニッと笑えば、由紀は泣きそうな顔で微笑ほほえんだ。

「やっぱり宗ちゃんは美み波なみさんの息子よねえ。優しくて強くて、小さいけど頼りになる」

「小さい、はいらなくない？」

「あら、ごめんなさい。宗ちゃんがもう少し大きかったら、モテてモテて大変だっただろうなあ、と思うと、つい」

「今でもモテてますけど!?　男の価値を身長で計るの悪い癖くせだよ、由紀さん」

　美波というのは宗太の母の名前だ。姉あね御ご肌はだで面めん倒どう見みがよくて、なにかと人に頼られていた。人のために飛び回って、時に騙されたりもして、よく泣いてよく笑って、やっと自分の幸せを手に入れた矢先に事故死してしまった。結けつ婚こん相手の大金持ちのじじいと一緒に。

　その遺産で宗太は『金谷スマイルサービス』という金貸しをやっている。便利屋の頃は街の名前とスマイルサービスだった。じじいの名字である「金谷」を入れたのは、金を受け継つぐなら名前も受け継ぐのが礼れい儀ぎかと思ったから。じじいは天てん涯がい孤こ独どくで、息子むすこができたととても喜んでいた。

「あのさー由紀さん。ひとつ訊いていい？」

「なあに？」

「……いや、やっぱいいや」

　あまりに無神経なことを訊こうとしていた自分に気づき、質問を引っ込める。

「いいわよ。特別にどんな答えにくいことでも答えてあげる。遠えん慮りよしないで訊いて」

「え……じゃあ。あの、お金で買われた相手でも、感じるものなのかなって、思って」

「なんだ、そんなこと。そうねえ……感じるといえば感じるけど、好きな人とは比べものにならないわ。感じてみせてあげなきゃっていう義務感で、感じてるふりはするけど。一応、仕事だから」

「芝しば居いするってこと？」

「私はね。相手がよっぽどテクニシャンならあれだけど、初対面の相手なんて普ふ通つうに気持ち悪いでしょ。男なら誰でもいいっていう淫いん乱らんでない限り。なあに？　宗ちゃんが女を買ったってわけじゃないわよね？」

「俺はないよ。知り合いの人が……嫌いや々いやのはずなのに、気持ちよさそうな顔してたから」

「あら、見ちゃったの？　男って、わざと騙されてるのかと思ってたんだけど、そういうの見分ける能力ないのかしら。神様が男を気の毒がってつけなかったのかもねえ」

「ハハ……そうかも」

　男なら誰でもいい淫乱、という言葉が妙みように胸に残っていた。そうじゃない、そうじゃないと必死で繰くり返している自分がいる。

　由紀を送り出し、もうひとりの仲間である段だん田だが出先から帰ってきて、白木の丸テーブルを三人で囲んで作戦会議を行う。

「まずはこの男を調べる。和わ田だ芳よし雄お。笠原組の組長の息子、の舎しや弟ていらしい。チンピラだな」

　笠原組はこの辺りにも縄なわ張ばりを持つヤクザなのである程度は知っている。常盤ときわ会かいという広域暴力団の傘さん下かで、レベルも規模も中ちゆう堅けんクラス。組長は昔むかし気かた質ぎの任にん俠きようタイプだが、息子は使えない馬ば鹿かだ、と噂うわさで聞いた。その舎弟なら、立派な三下だ。

「チンピラだから、せこくてしつこいんだよ。ヤクザは資金源がどんどんなくなってるから、金づるを見つけたら食くらいついて離はなれない。骨までしゃぶる勢いだ。由紀さんは気の毒だけど、貯金も年金も搾り取られる老人に比べれば、悲ひ惨さん度は低いかな」

　苑浦はノートパソコンを開いて冷静に言った。なにを見ているのかよくわからない細い目は、人や物事を冷静に観察し、分ぶん析せきしている。時々、この世ならざるものも見えるらしい。

　高校一年生の時、そういうところを気味悪がられて、同級生にいじめられていた。それを宗太が助けて以来懐なつかれて、一いつ緒しよに行動しているうちにかなりふてぶてしくなった。

　今の苑浦ならどこででもしたたかに生きていけるだろう。

「悲惨の度合いなんて関係ない。悪いのはヤクザだ。ぶっ潰つぶす」

　段田は巌いわおのごとき顔と体型で、握にぎった太い拳こぶしを手のひらに叩たたきつけた。短たん髪ぱつに太い眉まゆ。血気盛んで攻こう撃げき的に見えるが、段田は本来心優しい男だ。しかし、義ぎ憤ふんに駆かられて暴走し、やりすぎて少年院に入ったことがある。それで箔はくがつき、段田の暴走を止める人間がいなくなった。

　宗太はそれを止めたことがきっかけで仲よくなった。

　二人とも、普通の就職は無理だから、と言って、便利屋から金貸しになっても一緒にいる。

「だよなー。必要悪ってのもあるけど、弱い者からむしり取るようなやり方は許せない。由紀さんがやっと手に入れた幸せを壊こわす権利なんかない。誰だれだって、どんな過去があったって、幸せになる権利はある」

　宗太の脳裏に浮うかんだのは自分の母親の顔だった。苦労して女手一つで息子を育て上げ、やっと自分の幸せを手に入れた途と端たんに亡なくなってしまった。私、結婚しようと思うの、と言った時のちょっと照れくさそうな笑え顔がおが忘れられない。とても可愛かわいくてきれいだった。

　由紀には母の分も長く幸せでいてほしい。みんな幸せになってほしい。

「でも、ヤクザ相手に仕し掛かければ、またなにかと嫌がらせされたり、危険な目に遭あったりするだろう。おまえらは嫌ならやめてもいいんだぞ」

「本気で言ってるのか？　自分はやめる気ないくせに」

「愚ぐ問もんだよ、宗太。僕たち一緒にどれだけ危ない橋を渡ってきたの。ひとりでなんてやらせないよ」

　段田も苑浦もまったく引く気はないようだ。

「だよな。そう言うと思ったけど、一応意思確かく認にんはしておかないと。ほら俺、一応社長だし？　責任ってやつがあるからな。……しかしおまえら、本当に物好きだな」

「宗太もね」

　三人それぞれに企たくらむような笑みを浮かべる。

　安全とか普通とかそういうものを好む性格なら、今ここにはいないだろう。

　元々やっていた便利屋も、主な客が水商売の人間である以上、ヤクザを避さけては通れなかった。亡くなった義父はこの繁はん華か街がいにいくつもビルを持っていて、ヤクザとは対立したり和解したりして、それなりにうまくやっていたらしい。

　ここで貸金業を始めることは、ヤクザに喧けん嘩かを売るようなものだった。さすがにちょっと躊ちゆう躇ちよしたのだが、背中を押したのはこの二人だった。

「どうせぶつかるんだから、やりたいようにやっちゃえばいいよ」

「俺たちが逃にげる必要はない。不都合が起きたらその時にまた考えよう」

　二人とも決して好戦的なわけではないのだが、正義感が強く、上から押さえつける暴力に屈くつするのがなにより嫌いという共通点がある。

　それは宗太もだ。そしてたぶん一番好戦的なのは宗太だろう。

　平和な道を選ぶことはできる。実際、遺産を手に入れてから一年近く、三人で海外をふらふらしていた。南の島のコテージを借りて二ヶ月くらいのんびり過ごしたこともある。

　それはそれで楽しかったのだが、ある時、日本人観光客がバッグをひったくられる場面に遭そう遇ぐうした。なんら示し合わせることなくその犯人を追い、観光客のあまり行かない物ぶつ騒そうな場所に足を踏み入れ、連れん携けいして追い詰つめてバッグを取り戻もどした。

　その時の方が断然楽しかった。生き生きしていた。多少危険なことに足を突つっ込んで、誰かのために動く、それが性に合っているらしい。のんびりしていると半分死んでいるような気分になるのだ。

　帰国して、歓かん楽らく街がいの真ん中に『金谷スマイルサービス』を開業した。闇やみ金きんではなく、正規の登録をした貸金業者だ。闇金業者やヤクザになにかと嫌いやがらせされるが、隣となりが交番という立地にだいぶ助けられている。

　歓楽街は人の欲よく望ぼう渦うず巻まく揉もめ事の宝庫。餌えさは豊富にある。今回みたいに「お金貸して」の依い頼らいが便利屋の仕事に変わるのもよくあることだった。

　由紀を脅おどしていたチンピラ、和田の情報収集をする。和田は四十四歳。若い頃ころから笠原組にいるが、兄貴分に見捨てられて行き場もなく、今は組長の息子の事務所で使いっ走りをしている。まったくうだつの上がらない男のようだ。

　鋭するどい男なら近づくのは危険だが、どうやらその心配はないようだと、本人に直接探さぐりを入れることにする。こういう役目はいつも一番警けい戒かいされない容姿の宗太が請うけ負う。

　飲み屋で偶ぐう然ぜんを装って知り合いになり、ちょっと持ち上げてやったらすぐに気に入ってもらえた。馬鹿な男ほど、相手を見た目で見定める傾けい向こうにある。油断してもらった方がいいのだが、腹立たしい。

　和田の現在の収入源はなにか、深く探りを入れなくてもあっさり喋しやべってくれた。

「女の不幸は金になる」それが和田の持論らしい。女を不幸にして上前をはねる、正しよう真しん正しよう銘めいのクズだ。

　脅しているネタが見たいと言ったら、それは事務所に保管してあるから駄だ目めだと言われた。

「へえ、厳重なんですね」

「俺はすぐなくすからって、若が……じゃない、俺は若に特別に目を掛かけてもらってるから、金庫も自由に使えるんだ」

「すごいな。じゃあ金庫の鍵かぎも持ってるんですか？」

「それは……若が管理してるから」

　鍵を持たせないのは賢けん明めいな判断だが、上司も抜ぬけていてくれれば好都合だった。

　これはなかなかの難関だ。ヤクザの組事務所なんて忍しのび込むだけでも難しいが、そこにある金庫の鍵を開けて、中のものを持ち出すなんてどうやったらできるのか。

　警察を動かそうと思ったら、事情を話す必要がある。由紀が脅されている理由は話せない。

　証しよう拠こ品を和田自身に取ってこさせて奪うばい取ればいい。悪党に対して正せい攻こう法ほうで挑いどむ必要はない。なにかうまいことを言って騙だまして……などと考えていたら、

「おい、和田が傷害で捕つかまったぞ。飲み屋で店員をぶん殴なぐったらしい」

　和田の行動監かん視しをしていた段田がそんな情報を持ち込んできた。

「えー。なんだよ、これで終わりなの？　締しまらないなあ」

　苑浦が気の抜けた声で言い、宗太も正直そう思った。

　これでとりあえず由紀はホッとするだろう。しかしそれは期限付きだ。刑けい務む所しよから出てくることを考えるたびに不安になる。いつかまた……と怯おびえながら暮らさなくてはならない。

「根本を解決しないと、由紀さんは心から笑えない」

「あー。言うと思った。じゃあ、やっぱりやるの？　かなり危険だよ」

　苑浦はパソコンの画面を宗太と段田の方に向けた。そこには笠原怜治の個人データと根こん拠きよのあるなしを問わない噂が集められていた。

「笠原怜治の性格をざっくり言うと、残ざん酷こくで浅はか。プライドが高くて、自分を馬鹿にする奴やつや逆らう奴は許さない。でも頭が切れるわけじゃなくて、父親が優ゆう秀しゆうな奴を下につけてやってるらしい。尻しりぬぐい係かな。ヤクザの甘やかされたお坊ぼつちゃんなんて、最低だよねえ。しかも趣しゆ味みがＳＭ。ゲイだって噂もある。捕まったらどうなるか……わかるよな？」

　苑浦の細い目がじっと宗太を見る。感情の読めない目だが、心配してくれているのは感じ取れた。

「わかる。でもだからこそ、すぐには殺さないだろ？　じわじわじりじりいたぶられてる間に警察連れてきてよ」

　軽い調子で返す。わかるとは言ったものの、具体的になにをされるかはわからない。わかりたくもない。

「宗太はそういうの駄目だろ、俺が行く」

　段田が眉み間けんに皺しわを寄せて申し出る。

　宗太が性的なことを嫌けん悪おし、敬遠しているということを二人はなんとなく察していた。しかしその原因を知ろうとはせず、ただ護まもろうとしてくれる。そういうのはなんだかくすぐったい。でもお互たがい様だ。天てん涯がい孤こ独どくの宗太にとって、二人は家族以上の存在だった。

「段田じゃ金庫開けられないじゃん。それに、俺くらいチャーミングじゃないと、いたぶりがいがなくて、すぐに殺されちゃうかもしれないだろ」

「ゲイにマッチョ好きは多いけど、若様はどうも違ちがうみたいだしなあ」

　ピッキングは宗太の特技のひとつだ。たいがいのものは開けられる。

「とにかく俺が行く。あの事務所自体はたいしたセキュリティじゃないみたいだし、忍び込めるとは思うんだけど、金庫がなあ……。最新型とかじゃないといいんだけど」

　下準備もそれなりにやって、覚かく悟ごも決め、決行した。

　その日は笠原組の総会があるという話で、笠原たちは不在のはずだった。事務所に主に出入りする六人全員が出で払はらうのを見届けて、忍び込んだ。

　予定外だったのは、拗すねた息子むすこが総会をすっぽかして帰ってきたこと。表を見張っていた段田から連れん絡らくを受けて逃げようとしたが、間に合わなかった。

「なんだ？　おまえ。ここでなにをしてる」

　笠原に見つかって、万ばん事じ休す。

　その顔に浮うかんだ楽しげで歪ゆがんだ笑えみに、自分が獲え物ものとなったことを知った。







　　　　◇







　結局、逃げた笠原たちは捕まらなかった。志賀はおとなしく送検され、宗太は警察から帰ってきた途と端たんに熱を出した。

　子供が知ち恵え熱ねつを出したようでなんとも情けないが、裸はだかになるのも、口に突っ込まれるのも、股こ間かんを触さわられるのも、宗太の許容範はん囲いを超こえていた。

　されている時は気が張っていたが、家に帰ってきたらダメージが一気に押し寄せてきた。もしも中に入れられていたら……と想像しただけで、吐はき気が込み上げて気分が悪くなる。

　朝が来て、まだ本調子とはいえなかったが、心配を掛けたくないし、なによりそんなことでダメージを受けていると知られたくなくて、いつも通りに出勤した。

　出勤といっても、階段を一階分下りるだけ。雑居ビルの四階が事務所、五階が宗太の住居になっている。一階は花屋、二階にイタリアンレストラン、三階はバーとスナック。隣が交番ということもあって、入っているのは健全な店ばかりだ。

　宗太はいつも通りの自分を心がけ、いつもと同じように事務所のソファに座っていた。

「宗太、アイス食うか？」

　苑浦が宗太の好きな苺いちごアイスを買ってきた。

「これ、季節外れだけど、下の花屋できれいだったから……」

　段田はひまわりを花か瓶びんに挿さして、丸テーブルの真ん中に飾かざった。ひまわりは宗太の一番好きな花だ。

　どうやら具合が悪いのも無理して隠かくそうとしているのもバレバレのようだ。

「気持ち悪いんだよ。苺アイスにひまわりって……乙女おとめか、俺は」

　思わずぶすくれて吐き捨てる。

「乙女だろ？」

　段田は即そく答とうし、ハッと口を押さえた。わざとらしいが、この男は天然なのだ。深く考えずに思ったことを口にしてしまう癖くせがある。

「おまえは減給一ヶ月！」

　段田を指さして通告する。小さい会社の社長権限は大きい。

「お、乙女っていうのは心が清らかって意味であって……」

「やめとけ、段田」

　墓ぼ穴けつを掘ほり下げる段田を、苑浦はクスクス笑いながら止めた。が、もう遅おそい。

「はい、減給二ヶ月」

　無む慈じ悲ひに宣告すれば、段田は口をへの字に曲げて「暴君」と吐き捨てた。

　宗太はニッと笑う。乙女より暴君の方が百倍マシだ。

　元気づけようとしてくれる気持ちは嬉うれしいのだが、苺アイスとひまわりでは素す直なおに礼が言えない。それが好きなのは事実なのだが。

　その時、ノックもなくドアがバンッと開いて、由紀が飛び込んできた。

「宗ちゃーん、ありがとう！　本当にありがとー!!」

　泣きながら抱だきつかれる。触られるにしてもこれは嫌いやじゃない。感謝の気持ちがしがみつく腕うでの力強さから伝わってくる。しかしできれば大きな胸を押しつけるのは勘かん弁べんしてほしい。

「危ないことしてくれたんだって？　大だい丈じよう夫ぶなの？　本当にごめんね。本当にありがとう」

　泣き笑いのような顔を見れば、落ち込んでいた気分も浮ふ上じようする。

　やっぱり人が喜んでいる顔はいい。嫌がる顔も好きだが、そちらはただの娯ご楽らくだ。嬉しそうな顔を見れば魂たましいが救われる気がする。心が安らぐ。

　そこが欲求不満で当たり散らしている笠原とは違うところだ。

　笠原の顔を思い出した途端に吐き気が込み上げてきたが、それをグッと吞のみ込んで、由紀の憂うれいが一式入った封ふう筒とうを差し出した。

「これでもう、和田が出所してきてもあなたを脅おどす材料はない」

「ありがとう」

　受け取った由紀はそれをぎゅうっと握にぎり潰つぶした。己おのれの過去を消してしまおうとするかのように。

「旦だん那なさんには、ばれなかった？」

「うん、大丈夫。私、頑がん張ばったもの。いつもと同じでいるように。秘密は墓の中まで持っていくって決めたの。それが彼のためでもあると思うから」

「それがいい。本気で好きならなんでも許せる、なんて幻げん想そうだ。心はそんなに単純じゃない。許したいのに許せないって、すごく苦しいから……。知らない方がいいこともある。言わないのは辛つらいだろうけど、由紀さんは強いね。旦那さんは幸せな人だ」

　知らなければよかった──何度そう思ったかわからない。

　大好きな人だから頭では許している。でも、心がついてきてくれない。いつまでもわだかまっている自分が小さな人間に思えて、どんどん自分が嫌きらいになっていく。

「不思議ね、宗ちゃんは。いっつも私の心を軽くしてくれる言葉をくれるの。似てるのかしら？」

「どうだろ。俺は由紀さんほどハンターじゃねえけど」

「ハンター？　まあね、狙ねらった獲物は逃のがさないわ。んでもって、一生食くらいついて離はなれないんだから。宗ちゃんもそういう相手に出会ったらきっと変わるわよ。どうしてもこいつが欲しい、なくしたくないって女に巡めぐり会ったら……。あらヤダ、なんかその女がすっごく羨うらやましくて妬ねたましいんだけど」

「じゃ、そういう相手ができても由紀さんには紹しよう介かいしない。いじめられそうだから」

「えー、そんなことしないわよ。……たぶん」

　由紀がにっこり笑えば、宗太も無理なく笑い返すことができた。具合の悪さもどこかに飛んでいってしまった。

　喜んでもらえただけで飛んでいく程度のトラウマなんてたいしたことじゃない。

　我が慢まんして最後までやってみたら、案外いけるのかもしれない。とは思ったが、誰だれかと肌はだを合わせることを考えただけで気分が落ち込む。自じ慢まんではないが、女性には頻ひん繁ぱんに誘さそわれる。抱こうと思いさえすれば、相手には不自由しない。しかし、生まれてこの方、ただの一度も女性を抱きたいと思ったことがない。

　どうしてもこいつが欲しい、なんて思う日が来るのだろうか。今は遠い遠い夢物語にしか思えなかった。

「じゃあ由紀さん、お代はこれね。分割でもいいからきっちり払はらって」

「もちろん。え、これだけでいいの？」

「便利屋の仕事は人数と時間、そして諸経費だから」

　それでも一いつ般ぱん的な便利屋の仕事に比べれば、割さいた時間が多いだけに金額も高い。

「危険料とか取っていいのよ？　まあ、払はらうのは分割でお願いしたいけど」

「じゃあ、俺がなにかお願いした時には率そつ先せんして動いて。ただ働きで」

「それはもちろん。旦那様を裏切らないことならなんでも宗ちゃんの言うこと聞くわ」

「じゃ、そういうことで」

「いやーん、宗ちゃん好き好き。食べちゃいたい」

　由紀がまたくっついてこようとするから、それは両手を伸のばして阻そ止しした。

「あー、出ちゃった、宗ちゃんの女嫌ぎらい。男がいいなら極ごく上じようの男を紹介するわよ？」

「それもけっこうです」

　由紀は軽い足取りで帰っていった。

　性せい欲よくの高まりがない分なのか、なにかをしたいという欲は強い。とりあえず手っ取り早く仕事で埋うめることにする。

「よーし、元気出た！　働くぜ。なんか面おも白しろいのある？」

「面白いの、ねえ。おまえが面白いと思うと、だいたい相手は気の毒なことになるよな。必死なだけに憐あわれというか」

「必死じゃないと貸さないし。楽に金を借りて、立て直せた奴やつなんていなかった。だろ？」

「まあな。己を変える覚かく悟ごがなければ状じよう況きようは変えられない。それは確かだった」

　貸金業を始めた当初は、本当に困っている人には誰にでも貸していた。金利も安く設定し、貧びん乏ぼう人の味方を気取っていた。

　しかしそれでは誰も救えなかった。

　金を借りて、その場を凌しのいでもすぐに立ちゆかなくなって、また借りに来る。借りる人はみな必ずと言っていいほど、必ず返す、これを越こえればなんとかなるから、と言う。だけどそれは現実逃とう避ひでしかない。

　抜ばつ本ぽん的に見直さなくてはなにも変わらない。過去はこれでうまくいっていたと、いくら昔の話をしても、未来に過去と同じ状況がやってくることはない。

　その日、貸し付け審しん査さを行ったのは古着屋だった。店主は三十代半ばの黒くろ縁ぶち眼鏡を掛かけた、アロハシャツにチノパン姿のちょっとお洒落しやれ風な男。しかし表情が暗い。だいたい金を借りに来る人というのは、うつむき加減で声も小さい。

　金がないとどんどん自分に自信がなくなっていくのだ。それは宗太も身に染しみてよくわかっている。貧乏な時はうまくいかないことばっかりで、稼かせいだ金はその日の暮らしに消えていき、未来に向けて投資するなんて金持ちにしかできないことだと思っていた。

　しかし、ずっと貧乏だったはずの母はいつも明るかった。「いつかは……」が口くち癖ぐせだった。

「いつかお金の心配のない暮らしをさせてあげるからね」

　それが一番聞いた母の言葉かもしれない。

　苦しい時も笑っていた母は夢を実現させ、大金持ちのじじいは無理をしてでも笑えと言った。それならもう笑うしかないじゃないか。

　宗太は笑え顔がおで暗い顔の店主の話を聞き、帳ちよう簿ぼなどを見て、苑浦と共に店を見に行った。裏通りだが、駅からそれほど遠くなく、立地は悪くない。木造の家をリノベーションした店てん舗ぽは洒落ていたが、いかにもこだわってますという感じが敷しき居いを高くしていた。

「なんか……中は雑然としてますね。これ全部古着なんですかー？」

「そ、そうです。仕入れ値の安いものも高いものもあります。こっちはビンテージのジーンズで、七十万円したんです」

　そう言った時だけちょっと自慢げな笑みが浮うかんだ。

「へえ。こっちの三百円のＴシャツは？」

「それはほぼタダで手に入れたやつです。おまけみたいな感じで」

「なるほど。なんか、特とく徴ちようがないっていうか、面白くないなあ……。この辺、こういう店多いでしょ？」

　宗太が正直な感想を漏もらすと、店主は明らかにムッとしていた。

「それは、そうですけど。古着屋っていったらこんな感じで。こういうのが好きな人が買いに来るから、あんまり変な雰ふん囲い気きにするわけにはいかなくて」

「うちに借りに来たってことは、銀行では断られたんですよね。まあ、このまま投資しても回収見込めそうにないですもんねえ」

「もう店を畳たたんだ方がいいんじゃない？」

　それまで黙だまっていた苑浦がズバリ言った。

「え、でも、やっとの思いで持った店で、まだ借金もあるし……」

「このままやってても、借金増えるばっかりだと思うけど？」

「それは……」

「うちの貸し付け条件、ご存じですよね？　けっこうえぐいけど、本当に貸してほしい？」

「はい。あと一年。どうしても続けたいんです。そしたら絶対、持ち直すはずなんです」

「なぜ一年？　どうやって持ち直すの？」

「そ、それは、周りの店の調査をしたり、研究したりして……」

「それ、今までやらなかったの？　もう三年も店やってるんですよね？　ほとんど利益の出ない店を、貯金を切り崩くずしながら……。道楽ですか」

「そんなことは……」

　宗太が畳みかければ、店主の声はどんどん小さくなっていく。

　金谷スマイルサービスが安い金利で貸し付けているにもかかわらず、最後の砦とりでみたいに言われているのは、貸し付ける際の条件がえげつないからだ。

「あ、コスプレみたいのもあるんだ。これってセーラー服？」

「それはコスプレっていうか……本物のセーラー服です。高校を卒業していらなくなったのとかを買い取って。別にいやらしいことに使うわけじゃない、はずです」

　目を逸そらしながら言っても説得力に欠ける。

「買っていくのは水商売の人？　おっさん？　女子高生？」

「……いろいろです」

「いろいろって、そんなに売れてるの？　なるほどこれが一番の売れ筋なんだ。……あ、閃ひらめいちゃった。一ヶ月、このセーラー服を着て接客してください。それができたらお金貸します」

　宗太がにっこり笑顔で言えば、苑浦は苦く笑しようし、店主はポカンとした。

「え？　女の子を雇やとって、ですか？」

「いえ、あなたが」

「……私が!?」

「もちろん店の奥にいたんじゃ駄だ目めですよ？　店の前に出て、笑顔で接客してください」

「そ、それって……変態じゃないですか」

「街を歩けばそうなっちゃうけど、商品着て接客するのは普ふ通つうのことでしょ。店長さん細身だし、わりと男前だし、いけるんじゃないかなあ」

「は？　は？　冗じよう談だんじゃない。弱い立場の人間をからかってなにが楽しい!?　敬語も喋しやべれない若造が！　もういい、帰ってくれ！」

　店主は激げき怒どした。こういう反応はいつものこと。わざと生意気で無礼な態度を取っている。そんな若造に頭を下げてでも借りたい、借りなくてはならない。忍にん耐たい力を試ためし、無理難題を突つきつけて覚悟のほどを知る。

「あ、そう。俺はマジで言ったんだけど。このまま同じ経営を続けるなら、一年……保もつかなあ。でもやっぱ、男は金よりプライドですよね。じゃ、頑がん張ばってください」

　実際、怒いかり心頭に発し、奮起して持ち直す場合もある。それならそれでいい。

「俺、コスプレとかけっこう詳くわしいんで、相談のりますよ？」

　苑浦は店主の怒りをものともせず、そんなことを言ってニタッと笑った。

「出て行け！」

　塩でもまかれそうな勢いで追い出された。

「ひどいよなあ。そっちから頼たのんできといて、宗太がちびっ子暴君だからって切れるなよなあ」

「誰だれがちびっ子だ」

「おまえって本当、相手の嫌いやがるだろうことを見み抜ぬくのうまいよな。あれって直感？」

「直感といえば直感だけど。嫌がらせっていうか、変わるきっかけになると思ったんだよ。商品やディスプレイにあれだけこだわってたら、女子の制服なんて置かないだろ、いくら売れるからって……。本当はああいうのも好きなんだよ。でも格好つけでプライドが高いんだ。それをぶっ壊こわしたら面白くなる気がした、だけ」

「なるほどな。欲よく望ぼう見み抜ぬかれちゃった、みたいな焦あせり方だったよなあ。セーラー服着るって聞いた時、オーラが明めい滅めつしたもん。開き直って着ちゃえばよかったのに」

「その程度の覚悟だったんだろ。格好つけたままで立ち直れるならそれに越したことはないさ。俺は捨て身の人にしか貸さないって決めたんだ」

　金は魔ま物ものだ。人を変える。堕だ落らくさせる。人助けだと思って安易に金を貸して、たくさん失敗した。いっぱいあるからと無造作に使ってしまった。

　義父と母が遺のこしてくれた大事なお金だというのに。

　たぶん自分も堕落しかけていた。今のやり方がいいのかどうかなんてわからない。ただ、ひとつひとつ慎しん重ちように検討して大事に使うと決めた。

　たくさんの人に楽しく生きてもらうために。

　傲ごう慢まんな考え方なのかもしれないけど、これが試し行こう錯さく誤ごの末に辿たどり着いたやり方だ。

「次はどこ？」

「次はお菓か子し屋さん。二十五歳の女性。宗太は女嫌ぎらいなくせに女に優やさしいよな。男にはえげつないのに」

「別に嫌いじゃないし優しくもない。ただ、女の方が強いんだよ。なんでもやるから、無理難題の吹ふっかけがいがないんだよ」

　身体からだを売るというのは最終手段だろう。女の人はそれをして、相手のために演技までするという。

　はたして母のあれは演技だったのか。今となってはもうわからない。




　小学四年生の残暑が厳しい日だった。宗太はその日、具合が悪くなって学校を早引けした。

　夜の仕事をしていた母の貴重な睡すい眠みん時じ間かんを削けずりたくなくて、迎むかえに来てもらわずにひとりで帰った。前日にバス旅行の積立金を自分だけが払はらっていないと、母を責めてしまって気まずかったのもある。母は「旅行には絶対行かせてあげるから」と言ってくれたが、わがままを言って母を困らせたことを後こう悔かいしていた。

　自分がこんな時間に帰ってきたら、きっと母は驚おどろいて起きてくるだろう。「どうしたの？　具合が悪いの？」と、優しく迎えてくれると疑ってもいなかった。

　だけど、アパートの玄げん関かんドアを開けたら、中から声が聞こえたのだ。

　最初に聞き慣れない男の人の声。そして、たぶん母の声。

　お客さんかとドアをそっと開けて中を覗のぞき込んだ。入ってすぐのキッチンと食しよく卓たくがある部屋には誰もいなかった。その向こうの居間に続く襖ふすまが十センチくらい開いていた。

　近づいて、覗き込んで……そこに絡からみ合う裸はだかの男女を見た。

　生暖かいような、湿しめった空気。荒あらい息づかいと聞いたことのない母の声。

　嫌がっているように見えたなら、飛び込んで邪じや魔まをしていたかもしれない。でもその声は確かに求めていた。相手を呼んでいた。甘えたように。

　母の顔に見たことのない恍こう惚こつとした笑みが浮かんで、それを見た瞬しゆん間かんに逃にげ出していた。

　それがどういう行こう為いなのかという知識はすでにあった。

　主に好き合った男女が行うこと。時にそうじゃない男女もするが、その場合は金銭が絡むことが多いということ。もちろん見たのは初めてだった。

　誰もいないところまで走っていって、草むらに吐はいた。それが、元々具合が悪かったせいなのか、今見たもののせいなのかはわからなかった。

　その光景は脳のう裏りに焼き付いて離はなれず、しばらく母の顔をまともに見ることができなかった。

　バス旅行の積立金は納付され、無事にバス旅行に行くことができた。本当はもう行きたくもなかったが、行かなくては母が悲しむと思った。

　母があんなことをしていたのは、きっと自分のためなのだ。そう思っても尚なお、嫌けん悪お感かんが拭ぬぐえなかった。どうしようもなく気持ち悪かった。




　多感な時期だったから、それも無理からぬことだったと思う。しかし未いまだに、こんないい歳になっても引きずっている。思い出すと胸がムカムカして気分が悪くなって駄目なのだ。

　──いったいいつまでガキなんだ……。

　母だって女だ。男に甘えたいことだってあっただろう。金のためだったなら自分のため。母を責める気はまったくない。なのになぜ、気持ち悪さだけが消えないのか──。

「宗太？」

　物思いに沈しずんでいた宗太を、苑浦が不思議そうな顔で見る。

「ん、ああ。お菓子屋さんなら商品開発とか真っ当な立て直し案でいけるかもな」

「だといいけど」

　性的なことをしなくても人生は楽しい。自分は幸せだ。そう思っている。

　でも、笑う時にまったく無理がないとは言い切れない。いつも心の隅すみにわだかまっているけど、突とつ破ぱ口こうが見つからない。

　だからこそ、無理をしてでも笑う。いつかそれが無理でなくなる日が来ると信じて。







　　　　◇







　四季は巡めぐり、また夏が終わりに近づく。一年はあっという間に過ぎて、自分に成長があったのかもわからない。はっきりしているのは身長が一ミリも伸のびていないということだけだ。

　貸金業の収支はトントンというところ。便利屋の方は、たまに危ない橋を渡わたり、たまに人に感謝され、それなりに楽しんだ。ヤクザとの小こ競ぜり合いはあっても、三人とも今のところ五体満足で生きている。

　宗太を監かん禁きんし怪け我がを負わせた笠原は、監かん禁きん致ち傷しようの罪で指名手配されているが、未だ捕つかまっていない。自分の名前を出したら殺す、と脅おどされていたが、この一年命を狙ねらわれていると感じたことはなかった。

　笠原が逃げている間に、笠原組内部で抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしたのだ。ナンバー２の反乱で組は二つに割れ、ここで功を上げれば次期組長を狙えると、笠原も戻もどってきて参戦したようだが、完全に出で遅おくれた。宗太をかまう暇ひまなどなかったのだろう。

　宗太にとっては実に都合にいいタイミングで起こった抗争だったが、笠原にとっては最悪のタイミングだったに違ちがいない。

　ヤクザなんて分裂して消滅してしまえばいいのに、と思いながら、宗太は駐ちゆう車しや場から事務所の入っているビルへと歩いていた。ビルの前まできたところで、人ひと影かげがヌッと現れて、ビクッと足を止める。

　自分から仕し掛かける時には威い勢せいがいいが、わりとビビりなので仕掛けられると弱い。

　しかしその顔を見て、なぜかホッとした。相変わらず男前で無ぶ愛あい想そうで、親しみやすさなど欠片かけらもないが、自然に笑え顔がおになる。

「出てきたのか？」

　問いかければ、男は無言でうなずいた。

「いつ？」

「一昨日おととい」

　やっと声が聞けたが、それ以上の言葉はない。吸い込まれそうな黒い瞳ひとみでただじっと見つめられる。

　半はん袖そでのシャツとブラックデニムというラフな服装。刑けい務む所しよで切られたのか、髪かみは記き憶おくよりかなり短くなっている。やさぐれ感が減ってシャープさが増し、更こう生せいして出てきました、という雰ふん囲い気きはあるものの、好青年にはほど遠い。

　身に染しみついた危険がじわじわと漏もれ出していて、どうやったってドーベルマンは柴しば犬いぬにはなれないのだと思わせる。

　だけど目の前に立たれても恐きよう怖ふ心も危機感も湧わいてこなかった。

「えーと、名前なんだっけ？」

　覚えていたが、聞いてみる。

「志賀だ」

「そうそう志賀さん。ちゃんとお勤めしてきた？」

　おとなしく送検されていったから服ふく役えきしているだろうとは思っていたが、判決までは追っていなかった。

「ああ」

「で、俺になんの用？」

　お礼参りならきっともう殴なぐられている。自分が待っていると言ったことを宗太は覚えていたが、志賀が覚えているかは謎なぞだ。

「一千万円、貸してほしい」

　思わぬ言葉に一いつ瞬しゆんポカンとする。

「んん？　えーと、なかなかの大金だけど、なんで？」

　あまり喋しやべらない男だということはわかっていたが、いくらなんでも端折はしよりすぎだろう。

「組長に足を洗うと言ったら、一千万の上納ができたら認めると言われた。それくらいしなけりゃ他ほかに示しがつかないそうだ」

「なるほど」

「あんた、金貸しだろう？」

「そうだけど。ムショ帰りのなんにもない奴やつに一千万……貸すと思う？」

　宗太は真顔で訊きいた。世の中そんなに甘くないことくらい、ヤクザに身を置いていたならわかるはず。組長も用意できないだろう額を言ったのではないか。一千万円は志賀の価値。それくらい手放したくないということ。そもそも組長に直じか談だん判ぱんするというのは、ただの下っ端ぱじゃありえない。

「一生かけても必ず返す。あんたあの時、俺を誘さそったよな？」

「うん、誘った。じゃあ、うちで働きながら一千万返すっていう計画？」

「ああ」

「ああって。簡単に言うなあ。意外に楽観的なの？」

　顔に似合わず頭の中はおめでたいのだろうか。

「あんな状じよう況きようでも、あの時のあんたの言葉に噓うそはなかった。今はもう駄だ目めか？」

「駄目っていうか……。なんで噓がなかったなんてわかる？　切せつ羽ぱ詰つまってたから、気に入られようと噓をついたかもしれないだろ？　俺、そんなに素す直なおないい奴じゃないぞ」

「俺は、噓とか冗じよう談だんとか聞けばすぐわかる」

　真顔でそんなことを言う。宗太にはそれが本音なのか冗談なのかまったくわからない。

「なに、もしかしてエスパーとか？　心が読めちゃうの!?」

　おどけて胸の前で腕うでを交差させてみたが、志賀はまるで表情を変えなかった。

「ムショの中でずっと考えていた。生まれて初めて、どう生きるかってことを。極ごく道どうじゃない生き方なんて考えたこともなかった。だから俺はあんたに賭かけることにしたんだ。言ったことの責任は取ってもらう」

　完全なる上から目線で、人にものを頼たのむ態度とも思えない。

　でも、断る気にはなれなかった。生まれて初めてなんて言われて、しかも人生預けるみたいなことを言われて、逃げるわけにはいかないだろう。

　その仏ぶつ頂ちよう面づらを笑顔に変えられたらきっと自分も楽しい。今は笑顔なんて想像もできないけど。

　自分を見つめてくる威い圧あつ的な黒い瞳が、だんだん捨て犬の心細そうな瞳に見えてきて、思わず笑ってしまう。

「責任取れ、なんて野や郎ろうに言われるとは……人生なにが起こるかわからなくてホント、楽しいよな」

　宗太は心底楽しげに志賀を見たが、志賀はただ宗太をじっと見つめるばかり。

「いいぜ。俺はこれでも面めん倒どう見みはいい方だし、俺に賭けてくれるなら損はさせない。雇やとってやるけど、けっこうこき使うぞ？」

「ああ」

「金も貸す。それできっぱり極道とは縁えんを切って、二度と戻るな」

「わかった」

　なんだろう、自分にはなんの得もないはずなのに、ワクワクしている。

　子供の頃ころ、ボロアパート住まいで動物が飼えなかった。本当は犬が飼いたかったのだ。でもそれは、耳のピンと張ったつぶらな瞳のチワワだ。片手でも摑つかみ上げられるくらいの。

　ちょっと大きすぎるし、まったく癒いやしは感じないけど、志賀はなんだか犬っぽくていい。

「じゃあ、上に来て。みんないると思うし、金も用意する」

　エレベーターで四階に上がり事務所に入ると、苑浦はパソコンに向かい、段田は昼ひる寝ねしていた。

「なに言ってんの、宗太。雇う？　一千万？　いやいやいや……だってそいつ、笠原組だったんだろ？　あの時の奴なんだろ？　加害者じゃん」

　二人にたった今決めたことを報告すれば、苑浦から速そつ攻こうでブーイングを食くらった。

「そうなんだけど。あの時、あんまりつまらなそうに仕事してたから気になってさ。俺がスカウトしたの。この顔、笑わせたくならない？」

「ならないよ！　スカウトとかなに余よ裕ゆうぶってんだよ。あの後、熱出したくせに」

　苑浦に言い返されて宗太はカッと頰ほおに血を上らせた。

「ね、熱なんて出してねえよ、全然余裕だったんだよ！」

　強がる宗太と不ふ機き嫌げんな苑浦。そこに段田が割って入る。

「はいはい。宗太はなんでも直感で決めちゃうからソノは心配してるんだろ。とりあえずちゃんと話をしよう。採用するかは面接で決めるものだ」

　いかつい男はゆるい笑みを浮うかべて、志賀にソファに座るよう勧すすめた。

　志賀が座った向かいのソファに苑浦と宗太が座り、横のスツールに段田が腰こしかけ、三人から見定めるような視線を向けられても、志賀はまったく萎い縮しゆくする様子もなかった。　>>>♥

「履り歴れき書……とか持ってきてないよね？」

　段田はにこにこ笑いながら問いかける。

「書いた方がいいなら書くが、特に書くようなことはない。五歳の時に笠原組の組長に引き取られて、高校まで行かせてもらって、そのまま組に就職。そしてムショに一年。それだけだ」

「それだけって……簡潔にヘビーな人生だな」

　志賀はなんでもないことのように言ったが、今まで聞いてきた中でもかなり特とく殊しゆな生おい立ちに入る。つまり笠原怜治とは子供の頃から一いつ緒しよに育ったということだろう。

「親はどうしたんだ？」

「父親が笠原組長の右みぎ腕うでだった。それが死んで、母親ごと組の厄やつ介かいになったが、母もすぐに死んで俺だけが残った。息子むすこの右腕になるようにと育てられたが、息子は右腕が必要なほどの器うつわじゃなかった」

　志賀は淡たん々たんと説明する。

「まあなあ、あの馬ば鹿か息子むすこじゃ組の頭には立てないな」

　それは誰だれの目にも明らかだろう。極道を率いてこのご時世を生き抜ぬくだけの才覚や器量があの男にあるとはとても思えない。数時間一緒にいただけでもそれはわかった。

「親おや馬ば鹿かだと息子の馬鹿さも見えなくなるらしい」

「え、親おや父じも駄目な人なのか？」

「組長としては優すぐれた人だが、怜治の母親にべた惚ぼれで……忘れ形見を跡あと継つぎにしたくていろいろやっていたが、さすがに諦あきらめたようだ」

　笠原組内で抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしたのはその辺にも理由があったのかもしれない。近々組長も交代するという噂うわさだが、後こう継けい者しやと目されているのは怜治ではない。

　志賀の短い言葉の端はし々ばしに怜治への軽視がにじむ。それでも仕えていたのは組長への恩返しだったのか。

「それで、世話係もお役やく御ご免めんってこと？」

「怜治が嫌いやなら他の役につかせると言われたが、断った」

「で、足を洗うのに一千万必要で、ここで働きたいっていうのか？　胡う散さんくさすぎる。一千万持って消えるとか、笠原のスパイで内情探さぐりに来たとか、いろいろ考えられるだろ。雇うとかありえない」

　突つっかかるのは苑浦だ。しかしその懸け念ねんは当然のものだ。

「そんなことはしない」

「はいそうですかって信じる馬鹿は宗太くらいだよ。ヤクザ者の言うことなんて普ふ通つうは信じないの！」

「馬鹿っておまえなあ!?　それに、元ヤクザだ、やめたんだから」

「だから、やめてないかもしれないって言ってんだろ!?　こいつ、背負ってるもんが黒いんだよ、暗雲はべらせてる感じなんだよ。なに考えてんのかわかんなくて、油断ならないんだよ！」

「おまえはそう感じるのかもしれないけど、俺はとりあえず笠原が嫌いだってところに噓はないと思うし、ヤクザなんて戻もどらないに越こしたことはない。いいじゃん、面おも白しろそうだし」

「はあ？　おまえって本当に馬鹿なのな。なにされたのか忘れたのかよ。襲おそわれるぞ!?」

「まさか。それにこいつはそういうことしてないし」

　苑浦がどんなに失礼なことを言っても、志賀は眉まゆひとつ動かさない。なにを考えているのかまったく読めないが、気持ち悪いものは感じない。そういう直感を宗太は信じる。

「まあまあまあ、えーと、志賀くん。下の名前はなんていうの？」

　段田が面接らしく、きわめて基本的なことを問いかけた。

「志賀、和かず隆たか」

「何歳？」

「二十二」

　それを聞いて、宗太と苑浦は驚おどろいた。

「二十二!?　三つも歳下かよ。老ふけてんなあ。俺、二十七、八かと思ってた」

　宗太の言葉に苑浦もうなずく。

「歳上だと思ってたわりに失礼な口のきき方だったぞ、おまえら。まあ、いつもそうっていえば、そうなんだけど。俺はちゃんと、若いなって思ってたよ、志賀くん」

　段田はそうフォローしたけれど、志賀は小さく頭を動かしただけ。歳下らしさも可愛かわいげも見当たらない。

　宗太も時と場所と相手によっては敬語を使うこともある。が、基本的には面めん倒どうくさくて、特に不都合が生じそうにない相手には使わない。わざと使わないこともある。

「あんたはタメくらいかと思ってた」

　志賀は宗太を指さして言った。

「はあ!?　なんで俺だけだよ。こいつら同級生だからなっ」

　宗太は前のめりに文句を言ったが、志賀はじっと宗太の顔を見て、チラッと両側の二人を見て、なにも言わなかった。

「おい、黙だまるな！」

「なにを言えば？」

　志賀の返しを聞いて、両りよう脇わきの二人が噴ふき出した。

「宗太、これはしょうがない。言わない優やさしさだと思ってやれ。高校の時だって、一緒に遊んでて中学生が交ざってるとか言われてたじゃないか」

「中学生はいい方だった気がするぞ」

「うるさい！　歳下なら心置きなく下僕扱あつかいができるってもんだ。俺のことは金谷さんと呼べ。こっちは苑浦、こっちが段田。キツネとクマとか適当に呼べばいい」

「わかった」

「いやいやわかるなよ。キツネとか呼んだら、しばくからな！　そもそも僕はおまえを認めてない」

「かまわない。これまでも人に認められようと思ったことはないし、認められていると感じたこともない」

　志賀は苑浦を真っ直すぐに見て言った。苑浦が少し気け圧おされたように身体からだを起こす。

「認められてたから、笠原ジュニアを任されてたんじゃないのか？」

「腕うでは認められていたが、人間としてはずっと否定され続けてきた」

　五歳の時から十七年間、ずっとそうだったのなら、その忍にん耐たい力は筋金入りだ。段田は露ろ骨こつに気の毒そうな顔になり、苑浦も攻こう撃げき的だった姿勢が若じやつ干かんトーンダウンする。

「おまえ、なんで組にいたんだ？　育ててもらった恩とかそんなの？」

「それもあるが、どこに行っても似たようなものだと思っていた。死ぬまで生きるだけ、場所なんてどこでもいい。俺に笑えなんて言ったのはあんたが初めてだったし、待ってると言われたのも初めてだった」

　そんなにも人は思考を停止して生きられるものなのか。どれだけ絶望したら未来を諦めてしまえるのか。希望を抱いだかずに生きられるのは、強さなのか、弱さなのか。

　ほんの少しでも志賀のことを認めるヤクザ以外の人がいれば、志賀の進む道は変わっていたのかもしれない。初めて会った宗太がかけた言葉だけで、違ちがう道を進むことを考えられたのならば──。

「俺は変わるつもりでここに来た」

　志賀は真っ直ぐに人を見る。底なしの沼ぬまのような瞳ひとみは心の奥に隠かくしているものまで見み透すかすようで、ヤクザでは敬遠されたに違いない。

　宗太はその視線を受け止め、ニッと笑った。そして両側の二人を見る。こいつ、いいだろ？　と、賛同を求めるように。しかし、

「あんたは小さくて危なっかしいから俺が護まもる」

　真顔で付け加えられた一言に宗太は憤ふん慨がいし、逆に二人は噴き出した。

「てめえ、今度小さいって言ったら跳とび蹴げり食くらわすからな！」

「ま、まあ……そこだけは同意。小さ……いや、危なっかしいよな」

　苑浦は笑いながらうなずき、

「俺は、宗太には腕の立つボディーガードをつけた方がいいと思ってたんだよ」

　段田も笑いながらそんなことを言った。

「俺は別に護ってもらわなくても大だい丈じよう夫ぶなんだよ」

　むかついてせっかく二人が同意に傾かたむいたのに覆くつがえそうとしてしまう。

「笠原組の抗争が決着すれば、怜治は暇ひまになって、あんたになにか仕し掛かけてくるだろう。笠原組で俺より強いのは一人か二人。その人たちは怜治の言うことなんて聞かない。それに怜治の考えることなら俺が一番よくわかる。俺は使える」

　志賀が饒じよう舌ぜつに自分を売り込んできた。

「なんだ、けっこうちゃんと喋しやべれるんじゃないか」

「今まであまり喋る必要を感じることがなかっただけで、喋れないわけじゃない」

　本当にただひたすら無気力だった、ということらしい。

「じゃあまあ……採用ってことでいいか？」

　宗太は二人に訊たずねたが、もう腹は決まっている。

「俺はいいよ」

　段田があっさり言った。

「どうせ宗太は引かないんだ。でも僕は全っ然信用してないから。仲間として認める気はないけど、宗太が飼う犬としてなら置いてもいい」

　苑浦は志賀を睨にらみながら言った。

「犬ってひでえな」

　宗太は庇かばうように言ったが、自分もさっき犬を連想したばかりだった。苑浦はちょいちょい人の心を読んだような鋭するどいことを言う。

「別に犬でいい」

　志賀はあっさりそれを受け入れた。どういうつもりなのかはわからない。

「じゃあ、お犬様に一千万円貸してやるよ。ソノ、契けい約やく書しよ作って。それと、うちは金利以外にも貸し付けの条件がある。そうだな、志賀は……『笑うこと』にするか」

　その人にとって一番難しそうなこと。そして、それをすれば変われそうなことをさせるのが金を貸す条件。志賀ならそれは笑うこと以外にない。普通の人なら実に容易たやすい条件だ。

「笑う……？」

　しかし志賀は眉まゆ根ねを寄せて難しい顔をしている。

「そう。ほら、笑ってみ？　はい、スマイル」

　ピッと眉み間けんを指さして命じれば、志賀はしばらくして、ぎこちなく表情筋を動かした。

「怖こわっ……。今、こいつが背負ってる背後の暗雲がもやっとうごめいたぞ」

　苑浦は頰ほおを引きつらせて志賀の背後を見ている。宗太にはなにも見えないが、その表情が怖いというのには同意だ。

「うーん、これは……難なん儀ぎそうだな」

　段田は苦く笑しようして、頑がん張ばれと志賀の肩かたを叩たたいた。

「仕事は俺が教える。質問や意見は受け付けるが、基本的に俺の言うことには絶対服従。まずはトイレ掃そう除じから始めてもらおうか」

　宗太はニヤッと笑って、事務所の隅すみにあるドアを指さした。

　志賀は特に表情も変えずに立ち上がり、そちらへと向かう。

「なんか……いじめがいがない」

　嫌いやがりそうなことを言う時は、嫌がる顔が見たい時だ。無表情では張り合いがない。従順は、苛いら立だちの向こうにあってほしい。

　志賀は足を止め、振ふり返った。

「怜治も同じことを言ってた。似てるのか？」

「あ!?　やめろ」

　宗太が心底嫌がって渋じゆう面めんを作ると、志賀の口の端はしがほんの少し上がった。

「あいつ絶対、性格悪いぞ」

　トイレに向かう志賀の背中を見ながら、苑浦がボソッと言った。宗太も段田も無言で肯こう定ていする。無口で従順でも腹の中までそうとは限らない。でも悪い奴やつではない。はずだ。

「ぶ、武士に二言はないぜ。俺は信じてる」

　苦し紛まぎれのような宗太のつぶやきに、苑浦も段田もツッコミは入れなかった。







　　　　◇







　その日、事務所にやってきたのは、一年前に融ゆう資しを申し込んでおきながら断った男だった。

「恥はじを忍しのんでお願いします！　なんでもします。お金を貸してください」

　古着屋の店主は深々と頭を下げた。

　頭を下げられるのにもすっかり慣れてしまったが、それを見てもなんら楽しい気分にはならない。優ゆう越えつ感に浸ひたることもない。

　事務所の中にいるのは宗太と志賀だけで、苑浦がいれば、それ見たことか、という顔をしたかもしれない。

「へえ、一年もったんだ。俺は半年がいいところだと思ってたんだけど」

　とりあえず店主をソファに座らせ、話を聞くことにする。店主が持ってきた帳ちよう簿ぼや資料に目を通せば、記き憶おくがよみがえってきた。

「半年前、いよいよどうしようもなくなって、知人に泣きついて金を貸してもらいました。でも商売は立て直せないまま……最近、その知人が病気になったと聞きました。お世話になった人なので、すぐにでも金を返したいけど、手元にはもう残ってない。でも今返さないと意味がないんです。あの条件はまだ有効ですか!?」

「あの条件って、セーラー服？　うーん、そうだなあ。今さらって気もするけど……セーラー服、まだ売ってるの？」

「あ、はい。……近ちか頃ごろはもうそれしか売れないと言ってもいいくらいで」

　志賀がお茶を出すと、店主は少し驚おどろいたようだった。志賀が無言で宗太の背後に立つと、チラチラと目をやる。気になっているというよりは、怖がっているという感じ。

「ふむ、それは古着屋っていうか、風ふう俗ぞく店てんに片足突つっ込んじゃってるような……。いっそ、方向転てん換かんしちゃったら？」

「それでもいいです。なんとか……なんとかしたいんです。あの後、知り合いからこちらが経営の立て直しでも成果を上げられていると聞きました。どうか、よろしくお願いします」

　その瞳からは一年前にあった甘さが消えていた。どうやら本気で覚かく悟ごを決めたらしい。

「うん、いい顔だ。俺、義ぎ理り堅がたい人は好きですよ。じゃあ本気で先のこと、考えましょうか」

　宗太は真しん剣けんな顔で店主と向き合い、まずは現在の店の様子を見に行くことになった。

　志賀の今の仕事は、お茶くみや掃除などの雑用、運転手、そしてボディーガード。

　志賀の運転はスムーズで、変なタクシー運転手より道も知っている。聞けば免めん許きよを取ってからずっと怜治の運転手をしていたというので、きっと否いや応おうなく運転技術は向上し、地理にも詳くわしくなったのだろう。

　一千万を貸すと志賀はすぐに組長に渡わたしに行った。組長はやはり志賀には用意できまいと思って言ったらしく、驚いて引き留めようとしたが、志賀の意志は固かった。最終的には「今まであの馬ば鹿かのお守もりをよくやってくれた。これからは好きに生きなさい」と送り出してくれたが、金はしっかり受け取ったらしい。そこはやっぱりヤクザだ。

　それから一週間、仕事は見て覚えろと宗太に言われた志賀は、宗太の背後にぴったり張り付いている。どう見ても見習い社員ではなく番犬。喋らないが存在感は半はん端ぱなく、みんなチラチラと目をやる。ビビっているのは男が多く、女のチラチラには媚こびが混じっている。

　モテる男だということはよくわかった。

　今までのところ、なにをやらせても完かん璧ぺきだ。トイレ掃除も車の運転も、パソコンも人並み以上に使える。愛あし想そがないことを除けば、かなり優ゆう秀しゆうな人材だった。

　古着屋に着いて、店の今の状じよう況きようを見て回る。建物は変わっていないが、中身はかなり変わっていた。ご自じ慢まんの高い商品がごっそり減って、一枚三百円の投げ売り品が店頭のワゴンに積まれていた。そして以前は隠かくすように売られていた制服関係の中古品が、店の半分ほどを占しめるに至っている。

「カオス、だな……」

　右半分はお洒落しやれな古着屋、左半分はコスプレ用品店。そして店頭は安さが売りの洋品店。

「努力の跡あととも言えるけど、完全に迷めい走そうしてるな。利益はどれが一番出てるの？」

「それはやっぱり……これ、です。独自の仕入れルートを持ってるんで利益率も高くて。利益の約半分が制服です」

　店主がセーラー服を手に取った。

「その中で、真っ当に女子高生に着せる目的の客と、プレイに使うのであろう客の比率は、主観でいいからどれくらい？」

「それは……四対六、ですかね」

「本当に？　この辺ってあんまり学校ないし、すぐそこがピンク街だよねえ？」

「娘むすめのだ、というのが言い訳だとすると、二対八か……ヘタしたら一対九、かも」

「なるほど。それくらいの娘がいるようなおっさん客が多いわけだ。ホームページはあくまでも正統派の古着屋押しのままだから、ほぼ口コミってことか……。やっぱこれ押しで行くっきゃないよねえ」

　宗太がニィッと笑うと、店主は顔を引きつらせた。

「私がこれを着て、なにかメリットがあるんでしょうか？　それとも、私を試ためしてるだけですか？」

　店主も一年の間にいろいろと考えたようだ。

「うーん、メリットになるかどうかはわからないけど、試してるってのはその通り。それくらいの覚悟もない人に大事な金は貸せない。セーラー服を着るのなんて、マグロ漁船に乗るより全然楽だと思うし、客の中にはホッとする人もいるかもだし、とりあえず話題にはなる」

「……わかりました。着ます」

「いいね、腹が決まった感じ。まあ任せてよ、悪いようにはしないから」

　宗太はウインクをしてみせる。

「着る？　これを、この人が？」

　ずっと黙だまって立っていた志賀が、セーラー服と店主を見比べて、質問を投げてきた。

「そう。わりといけると思うんだよね」

「金谷さんって、そういう趣しゆ味み……」

「は？　俺の趣味じゃねえよ。てか、どういう趣味だよそれ。セーラー服のおっさんを愛めでる趣味？　いるのか、んな奴」

「怜治はよく男にメイド服とか着せて、なんかしてた」

「だから俺とあいつを一いつ緒しよにすんな！　あいつ、マジ変態か。まさかおまえも一緒に楽しんでたんじゃ……」

「一ミリも反応しない」

「……あっそう」

　なにが、なんて野や暮ぼなことは訊きかない。自分がされている時も志賀は、なにが面おも白しろいのか、という冷めた顔をしていた。そういう趣味はないのだろう。

「ねえ、店長さん。サイズのでっかい制服ないの？　もちろん女子のやつで」

「大きいというと、どれくらい……」

「この男が着られるくらい」

　宗太は志賀を指さした。店主はギョッとした顔になり、志賀は無表情のまま。しかし若じやつ干かんきつくなった視線が宗太を突き刺さした。










「宗ちゃーん、来てあげたわよー！」

　翌日、古着屋にやってきたのは由紀だった。

「ああ、忙いそがしいところすみません、由紀さん」

「忙しくなんてないし、宗ちゃんに呼ばれたらどこにだって飛んでいくって約束じゃない。さあ、私のメイクアップ技術を必要としているのはだぁれ？」

　宗太は由紀の前に、顔を引きつらせている三十代細身のセーラー服男を差し出した。

「えー、なに、おっさんなの？　しかもセーラー服って。んー……。まあ、あんまり特とく徴ちようのない顔だし、頰ほおの肉付きもそこそこあるし……いけるかもね。でも私は宗ちゃんにメイクしたかったわ」

「は？」

「あ、僕も似合うと思う」

　賛同したのは、今日は一緒に来た苑浦だ。その後頭部をわりと本気で叩たたく。

「痛い！」

「俺は小さいけど女顔じゃない。似合うかバーカ」

「あら、女顔じゃなくていいのよ。こういうのは、似合うか、笑えるか、愛でられるか。どれかひとつでも該がい当とうすればいいんだけど、宗ちゃんは似合って笑えて愛でられる、希け有うの女装能力の持ち主だと思うのよねえ」

「由紀さん、わけわかんない」

「まあいいわ。はいはい、おじさん、私が別人にしてあげるわよ。楽しみましょーねー」

　そう言って裏に引っ込んだ由紀が、キャーッと奇き声せいを上げた。「怖こわい怖い、笑えないから」と聞こえてきて、宗太はクククッと笑う。

　裏には百八十を超こえる無表情な強面こわもて女子高生がいる。正確にはリボン付きの白いブラウスと黒いプリーツスカートを着た元ヤクザの男だ。セーラー服は残念ながら手に入らなかった。

　店主が探してきたそれを、宗太は「着ろ」と志賀に差し出した。志賀はしばしそれをじっと見つめて、なにも言わずに受け取った。

「おお、おまえ、着るのか!?」

　苑浦が驚いて訊いた。その時は段田もいて、目を丸くしていた。

「基本的に絶対服従だと言われた。これを着るくらいはたいしたことじゃない。が、やる意味はわからない」

「やる意味は、俺がめっちゃ楽しいから」

　宗太が言うと、「それならいい」と志賀はあっさりそれを身につけた。

　その破は壊かい力たるや。男前でいい身体からだをしているだけに悲ひ惨さんだった。制服の元の持ち主はかなり巨きよ体たいだったのだろうが、やっぱりそこは女子なので、肩かたがぱっつんぱっつん。しかしウエストには余よ裕ゆうがあって、スカートをキュッと締しめたら、立派な胸むな板いたが浮うき上がって見えた。　>>>♥

　違い和わ感かんしかない。笑えるというより怖い。しかし、無表情で手持ち無ぶ沙さ汰たな様子の志賀がなにやら可愛かわいく見えてきて、徐じよ々じよに笑いが込み上げ、噴ふき出した。

「いやいや、これは笑えねえって」

　苑浦は顔を引きつらせ、段田も曖あい昧まいな笑えみを顔に浮かべていた。宗太だけが全開で笑う。

「いや、だって、ここまで似合わない奴やつ、初めて見た。しかもすっげー男前。顔だけいつも通り。おまえすげーな、志賀」

　涙なみだ目になりながら笑っている宗太の頰に、志賀は大きな手を添そえた。何事かとその顔を見れば、じっと見つめ返される。怒おこっているのかと笑いを収めようとしたが、止まらない。

　志賀は宗太の頭に手を置き、ポンポンと叩いた。まるで子供にするように。

「は？　なんだよそりゃ」

　女装をしても男っぷりでは志賀の方が上。それを如によ実じつに感じさせる仕草で、宗太はムッとしたが、苑浦と段田は笑い出した。

「案外、いいコンビかもな」

　段田が言った。

　それから志賀は文句も言わず女子高生の制服を着て待機している。志賀に関しては、メイクはしない方がいいだろうと意見が一いつ致ちした。メイクなんてしたら、もうホラーでしかない。

　店主は由紀の腕うでのおかげか、素材がよかったのか、わりと女装が似合っていた。男だということはすぐにわかるのだが、けっこうきれい系で見られる。

「じゃ、笑顔で明るく接客してくださいね。たぶん古着屋に来た客は逃にげるだろうけど、めげないで。とにかくにこやかに。ただいまキャンペーン中です、って言って、このチラシ渡わたして。十パーセントオフ券がついてるから。志賀は……ちょっと笑ってみ？　あー、やっぱ笑わなくていい。おまえはとりあえず立ってろ」

　店の奥に用心棒のごとく立たせる。

「とりあえず、これで一週間。後はまた考えるから。頑がん張ばって」

「え、この人だけ置いてくんですか？」

　志賀と二人だけにされるのかと店主は心細そうな顔になった。

「大だい丈じよう夫ぶ。無害だから。置物だと思って」

　そうして一週間が過ぎ、古着屋は「おかしな店」として話題になっていた。元々、女子高生の制服が買える店としてマニアの間では有名だったが、そこに女装店長が現れ、男前の女装マネキンもいるとなれば、それなら見にいってみよう、という人も現れる。ネットから噂うわさは広がって、本物の女子高生も怖い物見たさで訪おとずれるらしい。

「志賀さんがすごく人気で……女子高生に。にこりともしないんだけど、それがいいって。で、私も……なぜか一緒に写真を撮とってくださいとか言われて。人が来ると楽しくなっちゃって。正直、あんまり売れてはいないんですけどね……」

　店主の表情が目に見えて明るくなった。売れてないと言いながら、終始笑顔。

「じゃ、とりあえず志賀は引き上げさせるから。店長はそのまま最低でも一ヶ月は頑張ってみて。お金は口座に振ふり込んでおきます」

「あ、ありがとうございます！」

　契約書はすでに取り交かわしていて、それには一ヶ月後に振り込むとなっていた。しかし、今の顔を見て、もう振り込んでもいいと判断した。

「じゃあお疲つかれさま」

　お金が入れば女装をやめる可能性はあるが、そこはさして重要ではない。

　今まで店主にとって一番大事だったのは自分のこだわりで、それが支持されないことに不満を抱いだいていた。売れないのはセンスのいい客が来ないからで、自分を変える気はなかった。

　でも、こだわりもプライドも捨てて、客が喜ぶ顔を見た。それを嬉うれしいと感じた。きっとこれからは、どうすれば客が喜んでくれるのかを考えられるようになるはずだ。

　やっと商売の第一歩。趣味でやってることに利益を伴ともなわせようとしたって、そうそううまくいくものではない。

　宗太は幼い頃ころから近くで水商売の人たちを見てきた。二十二歳までどうやったら稼かせげるかばかりを考えていた。自分が稼いで母を楽にさせてやりたかった。

　しかし母は自分で夢を叶かなえ、遺のこしてもらった金で、今では自分が趣味で仕事をやっているような身分だ。

「金があるって、わりとつまんねえよな……」

　ボソッと言った独り言に、私服に着き替がえて出てきた志賀が反応する。

「寄付でもすればいい」

　まるっきりどうでもいいことのように言った。一千万借金している奴の発言とも思えない。それなら俺の借金をチャラにしろ、くらい言うのが普ふ通つうじゃないだろうか。

「どっかの誰だれかに寄付するくらいなら、自分でやりたいんだよ。基本的に人を信用してないっていうか、ケチなんだよ、俺は。貧びん乏ぼう性しようで、ちっちぇえ男なの。あ、背のことじゃねえぞ！」

「背が小さいより人間が小さい方がまずいだろう」

　店の裏口のドアを開け、屈かがみながら外に出た志賀を睨にらむ。宗太は一度だって、框かまちに頭をぶつける心配なんてしたことはない。

「おまえはでかいからそう言えるんだよ。俺は人間が小さいのは認められても、背が小さいのは認めない！　という小さい人間なんだ。今まで何度も、金さえあれば……って悔くやしい思いをしてきたから、貧乏性が身に染しみついてる。金は大事に有意義に使う。宵よい越ごしの金は持たねえぜ、とか格好つけて言う奴いるけど、それのなにが格好いいのか俺にはさっぱりわからない」

　そういうポリシーもありだとは思うが、格好いいとは思えない。

「それは俺にもわからないが、金の大事さもいまいちわからない」

　裏口を出た暗い路地で立ち止まり、志賀を見上げる。

「ああ？　金がないと死んじまうんだぞ？　大事だろ」

　組長の馬ば鹿か息子むすこのお守もり役は、自由はないが、金は潤じゆん沢たくに与あたえられていたのか。不足したことがないから執しゆう着ちやくがないのか。

「それで死ぬなら、死ねばいい」

　身も蓋ふたもない。生そのものに執着がないなら、金なんて確かにどうでもいいだろう。

「おまえさ、せっかくヤクザやめたんだし、もうちょっとこう、生きたい！　みたいな感じねえの？　これがやりたい！　とか、欲しい！　とか」

　生きようと思ったから自分のところに来たはずなのに、未いまだ志賀から生気を感じない。

「……あるといえば、ある」

「お!?　なんだよそれ」

　宗太はちょっと嬉しくなって、笑顔で志賀に詰つめ寄った。

　遠くの街灯がほのかに志賀の顔を照らす。しかしその表情を見たところで、読み取れるものはない。無言のまま見つめ合う。答える気があるのかないのかもよくわからない。

　宗太が焦じれて口を開こうとしたところで、ドアが開いて明かりが差し込んだ。

「あ、まだいた、志賀さん！」

　店主が出てきて、笑顔で志賀に店の袋ふくろを差し出す。

「これ、志賀さんに似合うと思うんで、ぜひ着てください。お礼です」

　志賀は無言で袋を受け取り、中のものを取り出した。赤と黒の手の込んだ柄がらのアロハシャツ。店内のかなり目立つ場所にディスプレイされていたものだ。

「絶対似合います」

　店主は自信満々にもう一度言った。確かに似合うだろう。志賀は派手な柄がよく似合う。黒を着たらきっと闇やみの中に沈しずんで暗殺者のようになる。

「なんだ、セーラーじゃないのか」

　冗じよう談だんのつもりで宗太は言ったのだが、店主はキラキラした目を宗太に向けてくる。

「じゃあ今度、金谷さんにはセーラー服を差し上げます」

「いらねえよ！　それより、それって高い古着なんじゃ……？」

「いいんです。飾かざっているよりも着るべきだって、最近は思うようになってきたので」

　この一週間で店主はかなり志賀のことを気に入ったようだった。礼を言って歩き出せば、その顔に寂さびしげな表情が浮うかぶ。

「おまえ、あの店長になにか言ったのか？」

　店主の姿が見えなくなってから志賀に訊きいてみる。

「いや。でも俺があの格好でいるだけで、あなたはすごいとか、勝手に盛り上がってた」

「なるほど。おまえって見た目、ああいう格好は死んでもしないってタイプに見えるもんな。プライドの高い格好つけ野や郎ろうって感じ」

「プライドなんて……昔々に便所に流された」

　やっぱり淡たん々たんと志賀は言う。

「はあ……。俺はなんか、おまえが小公女に見えてきた。いや、シンデレラか」

「じゃあ、金谷さんは王子様か」

　ごついシンデレラにガラスの靴くつを履はかせる小さい王子。なんとも滑こつ稽けいなシーンが頭に浮かんだ。

「気持ち悪いこと言ってんじゃねえ。俺はそもそも意地悪な姉タイプなのっ。おまえみたいなでかいのは無意味にいじめたくなるんだよ」

「ということは、やっぱり怜治と同じタイプ……」

「あいつと一いつ緒しよにすんじゃねえ！」

　志賀はたぶん、笠原と一緒にされると宗太が怒おこるとわかっていて言っている。志賀は隠かくれＳなのか。馬ば鹿かなボンボンに、そういう地味ないじめをしてストレス発散していたのかもしれない──と思うと、怒いかりも引いてしまう。

「まあ、おまえもこれからは人生を謳おう歌かしろよ」

　同情しつつ肩かたをポンポンと叩たたけば、思った以上に筋肉の手て応ごたえがあってムッとする。

「金谷さんって……」

　志賀にじっと見つめられて、宗太は眉まゆを寄せる。

「なんだよ？」

「罪作りだとか言われるだろう？」

「は!?　言われねえよ。俺がなにしたって言うんだ？」

「俺に話しかける」

「……それ普通のことだから」

「じゃあ……店長の女装趣しゆ味みを目覚めさせた。本人は解放されて楽しそうだけど」

「楽しけりゃいいじゃん。おまえは？　女装に目覚めたりしなかったのか？」

　なんでもいいのだ。楽しめるものがあれば人生が豊かになる。人を傷つけたりしない限りは、人目なんて気にせず楽しめばいい。

「女装……させるのは楽しいかも、とちょっと思った」

　そんなことを言って、宗太の全身を上から下からジロジロと見る。

「お、俺はしねえぞ！　似合うからな！」

　拒きよ否ひしたら志賀がクスッと笑った。ほんの少しだが、初めて見た楽しげな笑え顔がお。それは思った以上に宗太の心を温かくしてくれた。　>>>♥

　人に慣れない獣けものが自分だけに懐なつくような、心を閉とざした子供が少しずつ心を開いてくれるような。いいことをしているという気分以上に、なんだかワクワクする感じ。もっともっと笑ってほしくなる。

「やっぱり似合うって思ってるのか。メイド服なら着てくれるか？」

　志賀が笑ってくれるなら、女装くらいしてもいいんじゃないか、なんてことを思って、いやそれは違ちがうだろうと踏ふみとどまる。

「着ねえよ！　ざっけんな」

　否定と暴言をぶつけたのに、志賀はなぜか優やさしい顔になった。

　びっくりしてマジマジと見つめてしまう。実際の変化はほんの少し目が細められただけ。しかし普ふ段だんまったく動かないから、少し動いただけですごく変化したように感じる。効率のいい顔だ。

　志賀の大きな手にポンポンと頭を叩かれ、ハッと我に返って払はらいのける。

「調子のってんじゃねえぞ。俺がご主人様なんだからな」

　上に立つべく言い放って、これではますます笠原と同じだと自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　しかし志賀はまったく気にした様子もない。

「じゃあ俺がメイド服を着るか」

　軽く返されて、小さい奴やつだと言われた気分になる。笠原にもこういう対応をしていたのだろうか、と考えたら、なにやら胸がモヤッとした。

　いや、志賀は自らの意志で自分のところに来たのだから、同じなわけがない。

「いらねえよ。帰るぞ」

　素す直なおについてくる志賀にもなぜかモヤッとして、そんな自分の感情が不可解だった。










　一緒に夕食を取って事務所に戻もどる頃ころには、胸のモヤッとしたものは消え去っていた。物事を深く悩なやむ性格ではない。

　二人からは帰宅の連れん絡らくを受けていたので、無人の事務所を一応チェックして戸と締じまりをし、一階上の住居に向かう。志賀も一緒だ。

　住むところがないという志賀をとりあえず居い候そうろうさせている。

　ワンフロアすべて住居に改装した宗太の住まいは広い。間取りは３ＬＤＫだが、使っているのはリビングと寝しん室しつだけ。空いている二部屋は、苑浦や段田が帰るのが面めん倒どうな時などに泊とまっていく。

　だから元々どっちの部屋にもベッドだけはあった。そのうちの一部屋を志賀は使っている。

「どこにするか決めたか？　そこにある物件なら、敷しき金きんとかいらないから」

　無む駄だに広いリビングの、三人にん掛がけのソファの真ん中に座って宗太は志賀に声を掛かけた。

　テーブルの上には数日前に志賀に渡わたしたチラシが十枚ほどそのまま置かれている。この近くのアパートやマンションの空き物件を紹しよう介かいするものだ。

「俺はここでいい」

　志賀はチラシを一いち瞥べつして言った。

「ここでいいって、ここは俺んちなんだよ、遠えん慮りよしろ」

「駄だ目めか？　掃そう除じも洗せん濯たくもする。飯も作れる。近くにいる方が護まもれる」

　目の前に仁に王おう立だちして自ら下僕を申し出る。

「おまえなあ……プライベートでまで下僕や用心棒をする必要はねえんだよ」

　正直なところを言えば、いてもらってもかまわなかった。この家はひとりでは広すぎる。でも近づきすぎるのを恐おそれる気持ちもある。

　必ずまたいつかひとりになるのだから。

「プライベートなんていらない。怜治は絶対なにか仕し掛かけてくる。あいつは蛇へびみたいにしつこい。油断するな」

「笠原のことはお見通しってか。しかし、抗こう争そうが終結して暇ひまになったからって、一年も前の恨うらみを今さら晴らしに来るのか？　他ほかにすることねえのかよ」

「あいつのプライドは自分を護る鎧よろいだ。中がスッカスカだから、鎧はすごく大事で、傷つけた奴やつはどんな手を使ってもねじ伏ふせないと気が済まない。屈くつ服ぷくさせて、自分が上だと知らしめてやっと安心する」

「そのしょぼいプライドのために、おまえはずっと屈服させられ続けてきたのか？　そりゃ表情もなくなるよな。さっさとお別れすればよかったのに」

「極ごく道どうでは、組長命令は絶対だ」

　志賀は笠原を馬鹿にして、笠原は志賀を恐おそれて押さえつけて、近くにいることで互たがいに神経をすり減らし続けて。どれだけ不毛な日々を過ごしたのか。想像しただけで疲つかれる。

「俺は護れなんて命令してない。なんか自分のしたいことしろよ」

「じゃあここにいる。あんたを護る」

　志賀はがんぜない子供のように言って、宗太をじっと見つめる。そこに熱を感じて、どうすればいいのか迷った。したいと言うならさせてやりたい。でもやっぱりあまり近づいてほしくない。

「おまえはなんでそんなに俺にこだわる？　笠原への敵対心か？　過去への罪つみ滅ほろぼしか？」

　そもそも志賀が自分を護りたがる理由がわからない。

「怜治は関係ない。ただ、あんたに死なれると困る」

　宗太はソファの上で膝ひざを立て、その上に顎あごを乗せて志賀を見上げた。真面目まじめな顔だが、そこから感情は読み取れない。

「なぜ？」

「……することがなくなる」

　気の抜ぬける答えに宗太は深々と溜ため息いきをついた。

「暇ひま潰つぶしかよっ。あのなあ、俺の命は俺が護る。おまえの『すること』はおまえ自身の命を護ること。そしてそれをどう使ってどう楽しむか、考えて実行すること、だ」

　誰だれかに背負われるのなんてまっぴらだ。面めん倒どうは見るが、面倒見てもらう気はない。

「自分で考えた。俺はあんたを護りたいから護る」

　溜息しか出ない。堂どう々どう巡めぐりだ。他にやりたいことが見つからない限り、そう言い続けるのだろう。他にやりたいことが見つかれば、きっと自然に離はなれていく。

　宗太はポケットから封ふう筒とうを取り出した。

「これは今回の報ほう酬しゆう。女装の特別手当だ。うちは給料とは別に、なにか特とく殊しゆなことしたら手当が出る。なんに使ってもいい。服を買うでも、バイクを買うために貯ためるでも……。おまえはなにか自分のしたいことを探せ。女でもいい。これのために頑がん張ばって稼かせぐ、っていうものを見つけろ」

　目の前に立つ志賀に封筒を手て渡わたすと、志賀は中身を確かく認にんして戻してきた。

「なんだ、安いってのか？」

「いや。いらない」

「は？　いらないっておまえ……。じゃあ返済に回しておく。この調子でいくと、返し終わるの早いかもな」

　そう言った途と端たん、封筒を取り上げられた。

「んだよ、いるのかよ」

「違う。借金は減らさなくていい」

「は？　おまえなに言ってんの？」

「借金は月々利子付きで返す」

「それはそれでいいんだけど……。じゃあなんか思いついたのか？　欲しいもん」

　なんの期待もなく訊きいてみれば、志賀はうなずいた。

「お!?　なんだよ？」

　ちょっと嬉うれしくなって身を乗り出したのだが、

「あんたが欲しい」

　志賀がくり出した言葉に頭が真っ白になった。

「ん？　俺が欲しいって、どういう意味だ？」

　一いつ般ぱん的な意味とはなにか違う意味があるのかもしれない。志賀はちょっと普ふ通つうではないから。

「あんたを抱だきたい」

　ストレートにいわれて、頭の中が真っ白から、真っ黒に変わった。

「なに言ってんの、おまえ。俺を抱く？　俺は男だぞ。おまえゲイじゃないんだろ!?」

「違うと思ってた。今まで男を抱きたいなんて思ったことはない。でも、欲しいものと言われて浮うかんだのはあんただ。そういえばあの時……あんたがアレを舐なめて笑った時、ドキドキした。思い出した」

「な、なに言い出したんだ、てめえは」

　こっちまでドキドキする。でもそれはときめきなんかじゃない。怯おびえとか、焦しよう燥そう感かんとか、そういう類たぐいのものだ。

「俺は男には一ミリも反応しねえんだよ」

　女にもだが、そんなことは今わざわざ言う必要はない。

「金を払ったら抱かせてくれるか？」

　また封筒を押しつけられて、カッと頭に血が上った。屈くつ辱じよく。侮ぶ辱じよく。そしてよみがえる嫌いやな記き憶おく。吐はき気が込み上げてくる。

　湿しめった空気と裸はだかの男女。母はたぶん、金のため、息子むすこのために仕方なく抱かれていた。それでも許容できないのに、自分が金で抱かれるなんて……そうしなくてはならない理由もないのに。

「ふざけんな！　俺に身体からだを売れって言ってんのか!?　なんで俺が──」

　思いがけずトラウマの源を刺し激げきされて、取り繕つくろうこともできない。怒いかりなのか嫌悪なのか、理由もわからず震ふるえる自分の身体を抱きしめる。

「じゃあどうしたらあんたを抱ける？　俺はいつも女に、金を払うから抱いてくれと言われて抱いていた。それ以外のやり方を知らない」

　それを聞いて、沸ふつ点てんに近かった怒りがスーッと冷めた。いや、萎なえた。やっぱり志賀は普通じゃない。

「おまえ……どういう生活してきたんだよ。金を払はらうから抱いてくれ？　それっておまえが買われてるだろ。……恋こいとかしたことないのか？」

「ない。自分から誰かを抱きたいと思ったのはあんたが初めてだ」

　これはなんだ？　告白か？　しかし本人にその自覚はないようだ。

「じゃあおまえやっぱりゲイなんじゃないのか？」

「わからない。ゲイなのかもしれないけど、そんなことはどうでもいい」

「どうでも……」

　志賀にとっては性別なんて些さ細さいなことなのだろう。どうやら人に興味を持ったこと自体が初めてらしいから。本当にいったい、どんな生活をしていたのか。

　性別や性にこだわれる自分はもしかしたら幸せなのかもしれない、なんてことを思う。

「人を可愛かわいいと思ったのも、あんたが初めてだ」

　同情しかけたところで聞き捨てならないことを言われる。

「可愛い？　てめえ、ふざけんなよ、自分がちょっとでかいからって」

「可愛いと小さいは違ちがう。怜治から逃にげようとして俺の足に頰ほおを擦すりつけるのとか、可愛かった」

「は？　俺がいつおまえにそんなこと……」

　宗太は顔に血が上るのを感じていた。した、ような気がする。

「覚えてないか。俺は忘れられないが」

　志賀が手を伸のばしてきて頰ほおに触ふれようとした。その手を慌あわてて叩たたき落とす。

「俺に触さわるな。……出ていけ」

　志賀のことを可か哀わい想そうだと思っている自分がいる。でも、怖こわいと思っている自分もいる。これ以上踏ふみ込んでこられると、見せたくない自分を見せることになる。それは嫌なのだ。

「あんたの嫌がることはしない」

「抱きたいなんて考えられるだけでも嫌なんだよ！」

　思わず怒ど鳴なってしまった。

「なぜ？　考えるのは自由だろう」

　志賀は平然と返してくる。

「自由って……それはそうだけど、俺は嫌なんだよ！　か、彼女がいるから迷めい惑わくなんだ！」

　苦し紛まぎれに理由を絞しぼり出した。我ながら虚むなしくなる噓うそだ。

「彼女？　……噓だな」

　志賀は宗太の顔をじっと見つめて、きっぱり断言した。

「なんでそんなのわかるんだよ。俺はこれでもけっこうモテるんだぞ！」

　無む駄だな見み栄えまで張ってしまう。

「噓はすぐわかると言っただろう。ガキの時から胡う散さんくさい噓つきどもの中で生きてきたからな。奴やつらに比べたら、あんたは正直でわかりやすすぎる」

「馬ば鹿かにしてるのか？」

「してない。馬鹿にしている奴を護まもりたいなんて思うはずがない」

　持て余す。いったいこいつをどうすればいいのか。

　抱きたいなんて言う男をそばに置くなんて、地じ雷らいを足あし下もとに埋うめるようなものだ。危険すぎる。しかし自分は、責任を取ると言った。拾った犬を咬むから捨てるなんて、そんな勝手なことはできない。膝を抱えて葛かつ藤とうする。

「俺に触れないと誓ちかえ」

　それがギリギリの妥だ協きよう点だ。

「わかった。あんたが触ってくれと言わない限りは触らない」

「絶対言わないから安心しろ」

　それを言わない自信はある。

「言わせたい」

「叩き出されたいのか!?」

「わかった。もう言わない」

　項うな垂だれて立っているのが、耳を伏ふせて反省を示す黒い犬に見えて、そんな可愛いものじゃないとわかっているのに、どうしても突つき放せない。

　とりあえずは今まで通り。しかし本当にこれでよかったのか。気持ちは揺ゆれているが、他ほかの選せん択たく肢しは思い浮かばなかった。







　　　　◇







　おかしなことになった。

　男の、しかも自分が雇やとい入れた者に、貞てい操そうを脅おびやかされている。

　宗太は内心、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。志賀はでかい。宗太とて喧けん嘩かの腕うではそこそこだが、ヤクザで腕っぷしを買われていたような男に勝てるとはまったく思えなかった。

　それが朝からひとつ屋根の下。仕事中もずっと一いつ緒しよで、もちろん夜もひとつ屋根の下。

「志賀、おまえやっぱり出ていけ。曙あけぼのハイツの１０５号室、空いたから。あそこならここから徒歩一分だ。いいだろう？」

「そばにいないと心配だ」

「おまえがいる方が俺は心配なんだよ！」

「触らないと誓った。なにもしない。俺を信じろ」

「信じるとか信じないとかそういうことじゃなくて、心が落ち着かないんだよ！　おまえ、もう俺を抱だきたいとか思ってない、か？」

　そうであってくれと願いながら問いかけてみる。男を抱きたいなんて気の迷いだった、という可能性はあるはずだ。女しか抱いたことはないようだし。

「思うのは自由だ」

　まったく否定しようという気が見当たらない。噓でも、もうその気はないと言ってくれれば、疑念を持ちつつも、じゃあ……と許すことができるのに。

「堂々と言うんじゃねえよ。俺はそういう目で見られんのが嫌なんだよ。思われるのも嫌なの！」

「そういう目？　抱きたい、やりたい、咥くわえさせたい……っていう目？」

「あああ、今マジでゾッとした。やっぱりおまえ出ていけ。俺の心の平安のために」

　自分の腕を抱いて撫なでさする。志賀の性せい欲よくはあっけらかんとして、ねっとりした陰いん湿しつさを感じないのだけが救いだ。

「……わかった。じゃあ事務所で寝ね泊とまりしていいか？」

　志賀が妥協案を提示してきた。同じビルならいい、ということか。

「事務所？　うーん……。そういうのは段田が嫌きらいそうなんだけど。……まあ、訊きいてみるか」

　段田と苑浦に志賀を事務所に寝泊まりさせてもいいか、相談してみる。

「ここに寝泊まりする？　なんで？　宗太が心配なら、今のまま宗太のところにいればいいだろ。なにか不都合が？」

　苑浦に訊かれて、その返事を用意してないことに気づいた。不都合の本当のわけは話したくない。

「俺はひとりがいいんだよ」

「は？　僕らにはすぐ泊とまれ泊まれって言うじゃない。ひとりじゃ寂さびしいんだろ？」

　苑浦がニヤニヤ笑いながら言った。確かに広すぎて寂しいと思っているけどそれを言ったことはないはずだ。酒を飲んで口走ったことがあったのか、それとも態度がわかりやすいのか。

「全っ然、寂しくねえよ！　俺は孤こ独どくを愛する男なの！　でもこいつが曙ハイツでも遠いって言って譲ゆずらないし……」

「なにかあった時に、せめて同じビルなら気配が感じられる」

　志賀の言葉に二人は、そこまで宗太のことを心配しているのかと、驚おどろきき感心した様子だった。志賀の株が上がったのを感じる。

「なるほど。まあ、いいんじゃない？　志賀って整理整せい頓とんできる子だし。盗ぬすまれて困るものは金庫の中だし。宗太がここに住むって言うんなら、俺は全力で反対するけど」

　でかい図ずう体たいに似合わずきれい好きの段田がそんなことを言う。

「なんかむかつく……」

　あっさりＯＫが出て、とりあえず志賀とひとつ屋根の下からは免まぬかれたのだが、なんだかすっきりしない。

「それより今日の融ゆう資し依い頼らいなんだけど。中絶費用、十万円だって」

「中絶？」

　その不ふ穏おんな単語に意識を持っていかれる。

「父親はわからない。ひとりで育てる自信がない。お金もない。という二十五歳の元ホステスさん。どうする？　僕が行こうか？」

「なんで？」

「だって宗太、こういう案件嫌きらいだろ？」

「嫌いっていうか……誰だれだってあんまりいい気持ちはしないだろ」

「まあな。じゃあ一緒に行くか？」

「いや、おまえには調べ物頼たのんでただろ。段田も今日は遠出だし、いいよ、俺ひとりで。じゃない、志賀と二人で」

「わかった。じゃあ頼んだよ、志賀」

　苑浦に言われて志賀はうなずいた。

「なんで志賀に頼むんだよ」

　社長の自分のことを、なぜ見習い社員に頼むのか。

「だっておまえ、女にはとことん甘いじゃん。簡単に騙だまされそうなんだよなあ。十万でも騙しとられるのは気に入らない。その点、志賀は常に冷静だ。スカートをはいていてさえ冷静だった志賀を、僕はちょっと見直したんだ」

「あ、そう……」

　苑浦と志賀は最初険悪だったから心配していたのだが、無表情女装のインパクトはいろんなものを納なつ得とくさせるに至ったようだ。志賀はただプリーツスカートをはいて立っていただけなのだが。

　ギスギスするより仲がいい方がいい。しかしなんだろう、またモヤッとする。時々現れるこのモヤッがなんなのかわからなくて、余計にモヤモヤする。

　そういう感情は吞のみ込んで志賀と二人で出かける。相手は妊にん婦ぷなので、こちらから出向くことにした。

　車を停とめている駐ちゆう車しや場までは、ビルの谷間の路地を百メートルほど歩く。足取りが重いのは、歩くのが億おつ劫くうだからではない。

　中絶なんて気が進まない。しかし無責任に産めとも言えない。子育てをしたことはないが、子育てに苦労している女たちはたくさん見てきた。自分の母親もそのひとりだ。

　覚かく悟ごして産んでも大変なのに、半はん端ぱな覚悟で産んではきっと母子共に不幸になってしまう。

　だけどひとつの命が消えるのだと思うと、どんな事情があるのかはわからないが、非難したくなってしまう。

　いっそ性交が気持ちいいものでなくなればいいのだ。そしたら、みんな進んでそういうことをしなくなって、望まれず生まれる子供は減り、性交嫌いの自分も普ふ通つうの人の範はん疇ちゆうに入れる。万ばん々ばん歳ざいではないか……なんて、僻ひがみ混じりのことを考えながら、ぼんやり歩いていた目の前に、いきなり大きな手が現れた。ビクッと足を止め、反射的に払はらいのける。

「な、なんだよ!?」

　心臓が猛もう烈れつな勢いで走り出し、その手の主を睨にらみつけた。

「虫が止まったから払おうとしただけなんだが」

　冷静に言われて恥はずかしくなる。

「そんなの、放ほうっておいていい」

　志賀から目を逸そらし、自分の手で顔の周りを雑に払う。驚おどろいたにしても過か剰じような反応だった。まるで怖こわがっているかのような……。

　居たたまれなくなって、先に立ってズンズン歩く。

「あまり離はなれるな。襲おそいはしない」

「わかってるよ！」

　ビルの谷間の薄うす暗ぐらい路地とはいえ、昼間の路上で襲われるなんて思ってはいない。

「俺が怖いか？」

　問いかけに足を止める。いつも通り素っ気ない志賀の声が、なんだか力なく聞こえた。

「怖くねえよ！」

　振ふり返って怒ど鳴なり、志賀の目を真っ直すぐに見る。

　志賀自身を怖いと思うのであれば、そばになんて置かない。怖いのは目に見えないもの。自分の奥に眠っているもの。

「おまえなんか怖くない」

　説明できずにただそれだけを言い張る。

　すると志賀はほんの少し目を細めて、

「やっぱりあんた、可愛かわいいな」

　と言った。

「はあ!?　おまえなあ……。可愛いって言うの禁止。言ったら即そくクビ」

　志賀がどういうつもりでそう言っているのかわからないが、宗太にしてみれば馬ば鹿かにされているとしか思えない言葉だ。しかし怒いかりだけでない微び妙みような感情が心に湧わいて、むずむずするから言われたくない。

「わかった。思うだけにする」

「思うな」

「わかった」

「……噓うそだろ？」

「ああ、噓だ」

　まるでのれんに腕うで押おし。手て応ごたえがない。従順なのに反はん抗こうされているような妙みような気分だ。

　宗太は大きく溜ため息いきをついた。

「おまえがわけわかんねえのはやっぱ、表情がないからだよな。普ふ段だんから顔の筋肉を動かせ。無理してでも笑ってりゃ、そのうち無理しなくても笑える人生になる。怖がられたくないなら笑え。はい、スマイル」

　じっと見ていると、志賀の口の端はしがぎこちなく上がった。

「進歩ねえな。口はもっとこう上げて、目め尻じりをこう下げるんだよ」

　目尻と口の端を指で抓つまんで強ごう引いんに動かせば、男前が情けない顔になった。

「おまえ、ハハハ……いいね、いい顔」

　ツボにはまって、手を離しても笑いが止まらない。しかし志賀はやっぱり無表情。

「あんたから触さわるのはいいのか？」

「そうだよ。でもおまえが触るのはＮＧだからな。触るんじゃねえぞ」

　ピシッと指を差して命令する。

「わかっ──」

　素す直なおに返事をしようとした志賀の目つきが、一いつ瞬しゆんで変わった。一気に間合いを詰つめてきて、その腕うでに抱だき寄せられる。

「な!?」　>>>♥

　思わず逃のがれようとした宗太を志賀が力任せに引き戻もどす。そこをかすめるようにして車が猛もうスピードで走り抜けていき、二人はもつれあって路上に倒たおれた。志賀はすぐに立ち上がり、宗太の腰こしを抱いてビルの凹へこんだ部分へと押し込み、自らの身体からだで蓋ふたをした。

　車はすぐ先で急ブレーキをかけて止まったが、戻ってくることなく走り去った。

　それを見届けて、志賀は宗太から身体を離す。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　覗のぞき込むようにして問われて、宗太は我に返った。

「おまえが大丈夫か!?　当たったんじゃないのか？」

「いや」

「病院行くぞ！　救急車か。いや、警察も……」

　宗太は口に出して言いながら対処を考える。

「大丈夫だ、たいしたことない。救急車も警察も必要ない」

　志賀は落ち着いていた。

「でもあれは轢ひこうとしてただろ。俺かおまえかわからないけど」

　立派に殺人未み遂すいだ。

「知ってる顔だった。警察に届けてもたぶん無む駄だだ」

「見たのか？　運転してた奴やつ」

「ああ。笠原の子飼いのチンピラだ。俺を見て驚いた顔をしてたから、たぶん狙ねらいはあんただろう」

「笠原か……やっぱり来たのか」

　一年越ごしの復ふく讐しゆう。いくら志賀に言われても現実味はなかったが、いきなり目の前に降ってきた。

「今のは宣戦布告だ。後こう継けい者争いから脱だつ落らくして、暇ひまになったんだろう。あいつは自分が抗こう争そうに出で遅おくれたのもあんたのせいだと思ってるから、本気で仕し掛かけてくる。俺から絶対離れるな」

　護まもられたことに少なからず動どう揺ようしていた。なにもできなかった自分が情けない。

「暇ひま潰つぶしで命を狙われちゃうのか？　ホント、最悪野や郎ろうだな」

　軽い口調は精せい一いつ杯ぱいの強がりだ。

「俺が一いつ緒しよにいると知れば、さらに喜んで仕掛けてくるだろう」

「面めん倒どうくせー奴。まあそれは置いといて。とりあえず病院に行こうぜ。そこの川上医院、俺のかかりつけだから」

「いや、たいしたことは……」

「行くぞ。痛いんだろ？　湿しつ布ぷくらいもらっとけ」

　志賀はさっきからずっと自分で自分の手首を摑つかんでいる。ひねったかなにかしたのだろう。

　先に立って歩きはじめれば、おとなしくついてきた。

「笠原には組をやめたこととか、なにも言ってないのか？」

「言ってない。会ってもいない。たぶん組長から聞いて、俺に断りもなく勝手に、とか怒おこってるだろう。俺は別にあいつの舎しや弟ていじゃないんだが」

「ふーん。じゃあ、俺に嫌いやがらせしたら、おまえにも嫌がらせできちゃって、一石二鳥って感じ？」

「ネチネチ陰いん湿しつに仕掛けてくるだろうな。すぐに殺しはしない。たぶんさっきのも引っかけるだけのつもりだった。あいつは粘ねん着ちやく質しつで悪わる知ぢ恵えだけ働く馬鹿だから」

「おまえ本当、笠原のこと嫌きらいだな。しかも嫌い方がなんか子供っぽい」

「ガキの頃ころから嫌いだからだろ」

　そこは相当根深そうだ。志賀は蔑さげすみ嫌っていて、笠原はたぶんコンプレックスからパワハラしまくっていたのではないか。

「おまえ、俺のそばにいない方がいいんじゃないか？」

「それは俺の台詞せりふだが、俺はあんたを護る以外にしたいことがない」

「んー。まあ、いいけどな」

　繁はん華か街がいの中の古ぼけたビルの一階に、小さな医院がある。仙せん人にんのような風情ふぜいのお爺じいさん医師は、宗太が子供の頃から世話になっているかかりつけ医だ。

「おお？　新しい従業員か。いい身体しとるのう。元はヤクザもんか？」

　老医師はベタベタと志賀の身体を触りまくる。志賀は無表情、無反応のまま口を開く。

「そうだ」

「ふむ」

　老医師は突とつ然ぜん、志賀の目に指を持っていき、志賀は反射的に避よける。

「いい反応じゃが、目を見るだけだ」

　そう言われて志賀は座り直す。しわしわの指で志賀の目を上下に開いて、真っ黒な瞳ひとみを見つめる。そしていきなり、ペッと唾つばを吐はいた。

「な、なに──」

　慌あわてたのは見ていた宗太だった。老人というのはなにかと唾を水の代わりに吐きかけたりするものだが、人の顔に吐きかけたりはしない。それも医師が。

　しかし志賀は眉まゆを顰ひそめただけで、

「今度はなんのマネだ？」

　と、冷静に問いかけた。

　すると老医師はカーカッカッカと快活に笑った。ガーゼで己おのれが吐きかけたものを拭ふき、ついでに消毒までする。

「悪かった。こいつのことはガキの頃から知っとる、孫みたいなもんでな。そばにヤクザもんを置くとなれば、見定めにゃならん。まあ気に入らんところもあるが、肝きもは据すわっとるし、なかなかの大物。一応合格だ。怪け我がは……手首の捻ねん挫ざと腰こしの打だ撲ぼく。あと、手の甲こうの骨、中手骨っちゅうのが折れとる。変なふうに手をついたか、下に石でもあったか、そんなんだろう」

「指は動く。問題ない」

　志賀は手を動かすが、確かに手の甲の辺りが不自然に盛り上がっている。

「動くが、これは圧をかけて固定しとかんと、きれいにくっつかん。ギプスで固定する」

　志賀が路上に倒れた時、その右手は宗太の身体の下にあった。手をついた上に宗太が乗ってしまったから折れてしまったのだろう。

「ごめん」

　宗太は謝った。

「あんたが謝ることじゃない。俺の骨が根こん性じようなしだっただけだ」

「根性なしって……。人の体の部位に同情したのは初めてだよ」

　小指と薬指を巻き込んでギプスで固定される。包帯をぐるぐるに巻かれているのに、志賀だと弱点どころか凶きよう器きに見える。

「邪じや魔まだ」

　志賀は不満そうに自分の右手を見る。

「少しの間我が慢まんしろよ。後々差し障さわりが出ると余計に面倒だろ」

　ギプスをじっと見つめ、振ふり上げて振り下ろし、凶器としての利用を検討しはじめる。ある意味前向きだ。

「じゃあ行くか。おまえ、帰ってもいいけど」

「行くに決まってる」

　宗太の運転で依い頼らい者の女性が住むアパートへと向かう。

「方向音おん痴ち……」

　助手席で志賀がボソッとつぶやいた。

「うっせーな。俺は運動神経いいし、運転も巧うまい。ただこういう電子機器とか地図とかいったものがなあ……。おまえが右とか左とか言え」

「わかった。そこの信号を右だ」

　志賀はナビゲーションシステムを起動させて、己の口で道順を示す。

　そうして辿たどり着いたアパートはどこにでもある木造二階建ての建物だった。年季はかなり入っている。カンカン鳴る鉄板の階段を上がり、目的の部屋番号のドアを叩たたいた。

「はい」

　出てきた女性はまだ若かったが、とても疲つかれた顔をしていた。目線は伏ふせ気味、ほんの少し笑ってみせたのは接客業の習い性しようか。

「金谷です」

「有あり本もとです。わざわざご足労いただいてすみません。どうぞ」

　台所を通って居間へ。畳たたみの上に敷しかれたラグに座り、ピンクの座ざ卓たくを挟はさんで向き合う。

「あ、あの……」

　有本は宗太の斜ななめ後ろに立ったままの志賀を見上げて、目を伏せた。

「志賀、座れ」

　威い圧あつ感かんがありすぎるのだ。宗太が自分の横を指させば、渋しぶ々しぶというふうに座った。

「えーと、中絶費用だって聞いたけど、間ま違ちがいない？」

　いきなり本題に入る。

「はい。私、自己破産していて普ふ通つうのところでは借りられないんです。仕事もちょうど辞やめたばっかりだったので途と方ほうに暮れてしまって。ホステスの友達から、おたくなら貸してくれるかもしれないって聞いて……お願いします」

「うちも一応審しん査さはあるんで。父親は？」

「……わかりません」

「そう。自己破産っていうのは、なぜ？」

「買い物依い存そん症しようだったんです。自己破産して、一からやり直そうとしていた矢先に……。罰ばちが当たったんだと思います」

「罰？　子供の命が罰？」

　スッと目を細めれば、有本は慌てた顔になった。

「え、いえ、それは……。でも、私には育てられないから。こんな母親じゃ子供が可か哀わい想そうでしょう？」

　伏し目がちに言って、上目遣づかいに見る。色白でそこそこきれいな顔をした女性。細身で儚はかなげな風情は、一部熱ねつ狂きよう的なファンがいそうなタイプ。

　宗太の好きなタイプではない。女性は殺しても死ななそうな逞たくましい人がいい。恋れん愛あい対象ではないけれど。

「産むつもりはまったくない？」

「それは……無理だから」

「だから殺す、と」

「殺すなんて……そう、なんですけど……」

　彼女なりに悩なやんだのかもしれない。だけどとことん悩むべきだ。

「なぜ買い物依存症になったのか、原因はわかってるのか？」

「それは……男にふられたから。二ふた股またかけられていて、私が捨てられたんです。彼のためならなんでもしたのに……。買い物で憂うさを晴らしているうちに、買うことが目的になって、お金のためにホステスになって。満たされているつもりだったけど、なにも埋うまっていなかった。自己破産して、買えなくなって、やっとそれがわかったんです。これから、やり直そうと思ったのに……」

「なるほど。重い荷物は全部降ろしてしまいたいってことか」

「こんな私に子供が育てられると思います？　自分のコントロールさえできないのに」

「俺にそんなことはわかんねえけど、子供がなによりも一番重くて厄やつ介かいな荷物だっていうのは間違いないな」

　一度手にしたら捨てられない、でもだからこそ愛いとおしい。

『あんたがいなけりゃもっと人生楽だったかもしれないけど、きっとつまらなかったわぁ。私の可愛かわいい大事なお荷物ちゃん』

　母はよくそういうことを言っていた。宗太が働きだした時には、「これからはあんたに養ってもらうわよ、私がお荷物になってやる」と背中に負おぶさってきて、結けつ婚こんしたら、「あんたはもうお払はらい箱ばこよ、好きに生きなさい」と笑顔で解放された。少し……いやかなり寂さびしかった。

　ずっと大事に育ててもらった。自分の身を犠ぎ牲せいにしてまでも……。だからもう少し恩返しがしたかった。

「私には無理です。無理なんです……」

「そう。誰だれか力になってくれる人は？」

「いません。両親ももう亡なくなっているので。私ひとりでは、とても……」

　力ない瞳ひとみは宗太を見て、チラッと志賀に向けられた。

　志賀は相変わらずの無表情。話は聞いているのだろうけど、なにを思っているのかはさっぱりわからない。

「中絶できるのはいつまで？」

「あと一ヶ月が安全に堕おろせる期限だそうです」

「じゃあ、それまで俺の言うところで働いて。その仕事代として金を払うから」

「え、でも私、つわりがひどくて働くなんてとても……」

「とにかくそこに行って。つわりの対処もしてくれるはずだから」

「え、どこに……？」

「助産師が営む保育所だ。堕ろすまで、めいっぱい真しん剣けんに子供の世話をしてもらう」

「え、そんな……」

「嫌いやなら他ほかを当たってよ。うちが普通の金貸しじゃないってことは聞いてるよね？」

「あ、はい」

　中絶費用なら無条件で貸してくれるかも、なんてことを思っていたのかもしれない。

　子供を堕ろす罪悪感を抱かかえて、子供の世話をするのはかなりの苦行だろう。でもそれくらいの傷は負って当然だ。

　それが嫌なら、闇やみ金きんに行くか、男を騙だますか……。なにを選んでも傷は負うことになる。なにを選ぶかは自由だ。

「わかりました。私、そこに行きます」

　わりと簡単に答えが返ってきた。なにか覚かく悟ごが決まったのかと、じっとその目を見れば、じわりと逸そらされた。

　どういう気持ちからなのかはわからないが、やるというのならやってもらう。

「じゃあそれで契約書を作ってくるから」

　立ち上がって帰ろうとしたところで。

「ひとつ、訊ききたい」

　志賀が突とつ然ぜん口を開いた。宗太はうなずき、有本は身構える。

「金貸しのことを教えてくれたのは、本当にホステスの友達か？」

「ほ、本当よ」

「誰だ？」

「誰って……彼女も噂うわさに聞いた、みたいな感じだったから、名前をいっても知らないわよ」

　志賀は有本の顔をじっと見て、有本は微び妙みように目を逸らした。

　しかし志賀にじっと見つめられると、男女問わず大たい概がいの人間は目を逸らす。無言の威圧感がすごいのだ。疚やましさからなのかどうかもよくわからない。

「じゃあ明日あした、契約書を持ってくる。その後で保育所に連れていくからそのつもりで」

「はい」

　部屋を出て、車に乗る。

「なんか感じたのか？」

　ハンドルを握にぎって宗太は問いかけた。

「女の噓うそは見み抜ぬきにくいが、あの部分はたぶん噓だ」

「紹しよう介かい者しやなんて噓ついてどうするんだ？　まあ、もしかしたら金に困ってるのも、妊にん娠しんしてるのも噓って可能性はあるけど……妊娠に関しては明日診みてもらえばわかる。買い物依存症とかは、まあ噓でも特に問題はない」

「いいのか？」

「ああ。今回は貸し付けでもないしな」

　事務所に戻もどると、苑浦と段田がいた。

「おかえりー。お、どうしたんだ、志賀!?　その包帯」

　宗太は志賀が怪け我がした経けい緯いを話し、その原因の憶おく測そく、笠原が復ふく讐しゆうしはじめたのだろうということも付け加えた。

「だから、おまえたちも気をつけた方がいい。できれば二人で動いてくれ」

　宗太が言うと、苑浦も段田もそれぞれに渋しぶい顔をした。

「えー、段田と一いつ緒しよは暑苦しい」

「ひでえな。俺は身体からだがでかいだけだ。そもそも腕うでっぷしだけでいうなら護まもられるのはおまえなんだからな」

「そうだけどさ、それが嫌っていう僕の気持ちも思いやるべきだ」

「ソノのそういうところが面めん倒どうくさいんだ」

「段田は誰にでも優やさしいのに、僕には優しくない」

「おまえがすぐつけ上がるからだろ」

　二人は言いたいことを言い合って睨にらみ合っている。それをじっと見ている志賀の顔は相変わらず無表情なのだが、どこか心配そうに見えた。

「この二人はこれで仲がいいんだ」

「そうか」

　ホッとした様子に自分の憶測が当たったのを知る。

「おまえもさ、言いたいこと言っていいんだぞ？」

　宗太はなんの気なしに言ったのだが、自分に向けられた志賀の視線に不ふ穏おんなものを感じて慌あわてて付け加える。

「俺をどうこうしたいとかいうのは除く」

　開こうとした口が閉じられた。

　表情はないが、わりとわかりやすい男なのかもしれない。

「志賀、その手じゃ不自由だろう？　もう少し宗太んとこにいろよ」

　段田が志賀に言って、宗太にはそれを拒きよ否ひする理由も権利もなかった。自分を庇かばって怪我をしたのだから、不自由を補うのは自分の役目だ。

「とりあえず引っ越こしは延期だな。しょうがないからしばらくおまえにパシられてやるよ」

「ああ」

「ああ。じゃねえよ。よろしくお願いします、ご主人様、とか言え」

「よろしくお願いします、ご主人様」

　見事になんの感情も込められていないリピート。

「なんか偉えらそうなんだよな……」

　従順なくせに不ふ遜そん。なんだか不満なのだけど、どうすればそれが解消されるかわからない。

　仕事は早めに切り上げ、階上の自宅に戻った。もちろん志賀も一緒だ。

「俺、買い物行ってくるから、おまえ寝ねてろよ」

　一応、怪我人だし、と思って宗太は気を遣つかったのだけど、志賀は当然のようについてきた。

　仕方なく二人で近くのスーパーまで行き、志賀が押すカートに宗太が買う物を入れていくというカップルみたいなことをする羽目になった。

　家に帰ると宗太は適当に料理を作って志賀にふるまった。大ざっぱな男の料理で見み栄ばえはよくないが、味にはわりと自信がある。

「料理、できるのか」

「できるに決まってんだろ。母子家庭舐なめんなよ。俺はなんでもお手伝いするいい子だったんだ」

「いい子……」

「なんだよ？」

「いや。可愛かわいかったんだろうなと思って……あんたの母親なら」

「おいこら、今ギリギリで逃にげたな」

　志賀は素知らぬ顔をして食事を始める。表情が変わらないのはこういう時に役に立つ。

「おまえ、利きき手は右だよな？」

「そうだ」

「左もけっこう巧うまくねえ？」

　と言った途と端たんに志賀は左手に持っていたスプーンを落とした。拾ってまた食べ始めるが、急に不器用になった気がする。

「コーンが食べにくい」

「手づかみで食べればいいだろ」

「じゃあいい」

　皿に残ったコーンをそのままに、志賀は食事を終えた。しかし、じっとコーンを見つめている。宗太は大きく息をひとつついて立ち上がった。

「おいこら、上を向いて口を開けろ」

　志賀の横に立って言えば、志賀は素す直なおにその通りにする。口を開けたままその瞳がこちらに流されて、その表情にドキッとした。口を開けて流し目すると妙みようにエロい。舌が覗のぞくとさらに。

　宗太はなぜか焦あせって、皿を摑つかむと志賀の口の上からコーンを流し込んだ。「あーん」なんてことはしたくなくて、家か畜ちくにするかのような乱暴さで口の中に流し入れたのだが、よくわからない敗北感を覚えていた。

　放ほうっておけばよかった……。

　鼓こ動どうが変に速いのをごまかすように、ガシャガシャ音をさせて食器を集め、キッチンに立って洗いはじめる。

　志賀の硬こう質しつな顔があんなふうに色っぽくなるとは思わなかった。男らしく骨張った顔。無表情なせいかストイックな印象が強かった。

　髪かみはたぶん前のようにしたくて伸のばしているのだろう。刑けい務む所しよに入ったら原則丸まる刈がりだが、出所前から伸ばしていいようになるらしい。今はやっと目にかかる程度の長さだ。

　前のように頰ほおにかかるくらいの長さになったら、さらに色っぽいのだろう。

　今まで、色っぽさイコール媚こび、性せい欲よくだと思っていたから、なるべく遠ざけてきた。そういう目で見られても気持ち悪いだけだったのに、なぜさっきはドキッとしたのか……。

「金谷さん」

　耳の後ろで声がして、持っていた皿を落としそうになった。慌ててそれを摑み、

「な、なんだ？」

　振ふり返りながら、背後に立つ志賀からじわっと離はなれる。

「風呂ふろ洗った。湯も張っといた」

「じゃあおまえ、先に入れよ」

「俺はいい」

　そう言って志賀は自室に引き上げようとする。

「え、いいっておまえ。入らないつもりか？　気持ち悪いだろう」

　路上に倒たおれたりして汚よごれたはずだし、汗あせもかいたはずだ。

「濡ぬらすなと言われた」

　志賀は固定された右手を持ち上げて言う。

「ビニール袋ぶくろを被かぶせて、テープで口を縛しばれば濡れない。シャワーで汚れを流すくらいでもすっきりする。髪は……しょうがないから俺が洗ってやる」

　裸はだかに近づくのは敬遠したいところだが、志賀は怪我人だ。身体は無理でも、髪くらいなら洗ってやれないこともないだろう。

「わかった。頼む」

　その時、志賀の頰の筋肉がほんの少し上がったような気がしたが、見み間ま違ちがいだったかもしれない。

　上じよう半はん身しん裸はだかになった志賀の右手に大きめのビニール袋を被せ、手首より少し上のところをテープでグルグル巻きにする。これで濡れることはない。

　志賀は下を脱ぬごうとするが、片手ではやりづらそうだった。目が合って、宗太は溜ため息いきをついて手を貸した。人の服を脱がせるのは初めての経験だ。

　ただ脱がせるだけのことに異様に緊きん張ちようして、ジーンズのボタンを外す指先が震ふるえる。志賀に気づかれないように、雑な手つきでそれを外し、ファスナーを下ろした。

「あとは自分でやれ。できるだろ」

　一いつ旦たん離れて、気持ちを整える。なにを緊張しているのか。志賀はなにもしてこない。今からするのは介かい助じよだ。

　薄うす手でのフード付きシャツの袖そでをまくり上げ、ブカブカのデニムパンツの裾すそを折る。

　浴室は無む駄だに豪ごう華かな総檜造り。ここだけ気合いを入れてしまった。広さは二坪つぼほどだが、檜の壁かべ、檜の浴よく槽そうに檜のすのこ。掃そう除じが大変なので、志賀が居い候そうろうするとなった時、真っ先にその仕事に割り当てた。

　曇くもりガラスの引き戸を開けると、ぼんやり明るい浴室に、全ぜん裸らの志賀が立っていた。左手にシャワーを持ち、湯を浴びている後ろ姿。

　均整の取れた男らしい体たい軀く。広い肩かた幅はばに引き締しまった腰こし、張りのある筋肉の上を湯が流れていく。どこに目を当てても落ち着かない。後ろ姿なのがせめてもの救いだ。

「髪かみ洗あらってやるから座れ」

　志賀はチラッとこっちを見て、檜の椅い子すに座った。頭が自分の目線より下になる。

「目ぇ瞑つぶっとけよ。痛いとか雑だとか、苦情は受け付けないからな」　>>>♥

　シャワーで容よう赦しやなく湯をかけ、シャンプーを手に取って、ゴシゴシと頭を削けずるように洗う。手つきが荒あらいのは、緊張して手つきがぎこちないのをカムフラージュしているからだ。

　泡あわを流してトリートメントまでしてやった。

「流すくらいは自分でできるだろ。じゃあどうぞごゆっくり」

　そう言ってさっさと浴室から出ようとした。

「金谷さん……」

　志賀が立ち上がって思わず避よければ、出口が少し遠くなる。

「あんたが触さわるのはいいんだろ？」

「は？」

「もう一カ所、なんとかしてほしい」

　それはどこかと訊きこうとして、志賀の視線を追ってその股こ間かんに目を向けてしまった。なんとかしてほしい部分が頭をもたげている。

「ふ、ふざけんな！　おま……そんなの知るかよ！」

　じりじりと後ずされば、さらに出口が遠くなる。

「俺はあんたに触ふれないから。触ってほしい」

　髪を後ろに撫なでつけているせいか、いつもより男くさく大人っぽく見えた。真っ黒な瞳ひとみは濡れたような艶つやを放ち、懇こん願がんしてくる。

「ば、馬ば鹿かか!?　そんなとこ触るわけねえだろ！　おまえ馬鹿じゃねえの!?」

　生々しさに青ざめ、どうにか志賀を避けて戸の方へ向かおうとしたのだが、

「金谷さんって、童どう貞てい？」

　問われて足を止めてしまった。

「な……違ちがうっ、ていうか、おまえに関係ない！」

　思わず見み栄えを張ってしまったのが悔くやしかった。別に童貞でもいいだろうと思っているのに、いざ問われると隠かくそうとしてしまう。内心、恥はずかしいことだと思っているのだ。

「やっぱりそうか。そんなに怯おびえるのは、男に乱暴されたことがある、とか？」

「お、怯えてなんかない！　乱暴されたなんて……笠原にされたくらいだ。俺はただそういうのが嫌きらいなだけ、抱だくとか抱かれるとかが気持ち悪わりぃんだよ！　そういう体質なの！」

「したくなることはないのか？」

「ない」

「一度くらい試ためしてみる気は？」

「ない！　そもそも男とする必要なんかねえだろ。するなら女とする」

「ああ。……でも、それは駄だ目めだな」

　ギラッとその目が光った気がした。志賀が一歩前に出て、思わず後ずさる。

「なにが駄目なんだよ、おまえに関係ねえだろ!?」

　引き戸の方へじわっと動いて、引き手に手をかけようとしたのだが、志賀に先を越こされて、がっちりそこを握にぎられてしまう。

「駄目だ。今、想像しただけでキレそうになった。いちいちキレる怜治を馬鹿だと思ってたが、こんなふうに感情がブワッと来るなら、止められないかもしれない。ちょっとわかった。……しないなら、誰だれともするな。男はもちろん、女も駄目だ」

　志賀は前まえ屈かがみに目線を合わせてきて、キレかけた顔が拳こぶしひとつくらいのところまで近づく。ハッと弾はじかれたように後ずされば、背中が壁にぶつかる。

　なぜ志賀がキレるのか、なんて考えている余よ裕ゆうはない。裸の男がなにかわからない怒いかりを抱かかえて近づいてくるのだ。この場を逃にげ出すことしか考えられない。

「なんで俺がおまえに命令されなきゃなんねえんだよ！　ざっけんな！　それ以上近づくな！」

　志賀のいつもよりさらに目力のある黒い瞳を、負けじと睨にらみつける。

「金谷さん……まずい、触りたい」

「は？　はあ!?　ふざけんなって──」

　志賀の瞳が熱っぽく見えるのは、湯気のせいか。前まえ髪がみがはらりと下りて目にかかり、それがなぜか危機感を煽あおる。ヤバい、まずい、本当にキレかけている。

「少しだけ……」

「やめろ……なにする気だ？」

　手が伸びてきて、逃げたいのに身体からだが動かない。そもそも後ろは壁、前には裸の男の胸。逃げ場がない。

「触るだけ」

「さ、触るな……触んなって！　マジでやめさせるぞ」

　悲鳴のような声に、頰に触れようとしていた手が、ピクッと止まった。瞳が揺ゆれる。たぶん、正気に戻もどった。

「どけ。俺は出る。戸を開けろ」

　命じれば、志賀は無表情のまま宗太を見つめ、拳を握り、下ろした。

　目の前から胸むな板いたの圧あつ迫ぱく感かんが消える。引き戸が開けられると、充じゆう満まんしていた湯気がスーッと解放されていく。それを追い越して外に出た。

　濡れた足も拭ふかずに一目散に自分の部屋に逃げ込む。ドアをパタンと閉めて、やっと息をついた。心臓が割れそうに鼓こ動どうを打っている。

　怖こわかったのだ、すごく。ものすごく──。

　こんなに真っ正面から迫せまられたのは初めてだ。今までずっとそういう雰ふん囲い気きから逃げてきた。逃げるのは得意なはずなのに、志賀には吞のみ込まれてしまった。

　ドアに背をつけて、ずるずるとその場に座り込む。

　実際はなにをされたわけでもない。触られてもいないのに、なんだか……襲おそわれたような気分だ。

　あの目に見つめられると、身体の自由がきかなくなる。今までどんな状じよう況きようで、誰に脅おどされても、そうはならなかった。追い詰つめられてもヘラヘラ笑っていられた。

　それだけ志賀がすごい気き迫はくの持ち主だということなのかもしれない。あんなふうに真っ直すぐ迫ってこられたら、きっと誰だって逃げられない。

　誰だって……どんな美女だって……と、女性に迫る志賀を想像して気分が悪くなる。この不快感はなんなのか。

　女扱あつかいされたから？　いや、そもそも男と女のそういうシーンが苦手なのだ、だから不快になったのだ。なにかが違う気がしながらも、そう結論づける。

「下僕のくせに」

　従順なのに反はん抗こう的。できる家来は諸もろ刃はの剣つるぎだ。しかし志賀が欲しがっているのは地位ではない。

　じゃあなにが欲しいのか。この身体に触れて志賀になんの得があるのか。

　少なくとも触れたい気持ちより、仕事をやめたくない気持ちの方が強いらしい。それが歯止めになってよかった。やめさせるしかない状況に追い込まれなくてよかった。

　一度受け入れたものを放ほうり出したくない。一度や二度咬かまれるくらいは許容範はん囲いだ。でも本当に本気で怖かった。キレかけた志賀は危険すぎる。

　これからどうやって接していけばいいのだろう。

　見たいのはあんな顔じゃない。笑った顔が見たいのだ。なんの気負いもなく自然に笑った顔が。

　なぜこんなに志賀を笑わせたいのか、自分でも理由はわからないが、最初に会った時からずっとそう思っている。

　裸はだかで迫られるなんて一番苦手な展開なのに。唯ゆい一いつ、笑え顔がおを奪うばわれてしまうことなのに、それでも尚なお放り出す気にならないのは、義務感なのか？

「俺、実はＭとか……？」

　自分で言った冗じよう談だんに自分で笑って、肩かたの力が抜ぬけた。そんなことはどうでもいい。

　苦手なものから逃げるのは本来、嫌いなことのひとつだ。本当はなんとかしたい。志賀のことも、そして自分のことも……。

　問題はどうすればいいのかわからないということ。

　いっそ志賀と寝ねてみればいいのか。もしかしたら一気にいろんなことが解決……は、しないだろう。それはやはり、安直すぎる。

　──性せい欲よくなんてこの世からなくなってしまえばいいのに……。

　自分を受け入れない世の中が悪いとグレる不良少年のようだ。そんなことを言っても世の中は変わらない。自分が変わるしかない。

　どう変わればいいのか、人のそれはよく見えるのに、自分のこととなると見当もつかなくて途と方ほうに暮れる。







　　　　◇







　翌朝、顔を合わせて、思わず身構えてしまう。なにもなかったような顔をしようと思ったのに、初っ端ぱなから失敗する。

「おはよう」

　自分の不ふ手て際ぎわにふてくされ、それでも挨あい拶さつはする。志賀は無表情に「おはよう」と返してきた。

　簡単に朝食を作ってテーブルに並べる。片手でできないことなんてそんなに多くはない。うまくできなくても、左手だけでそこそこできるものだ。食べるのも、歯を磨みがくのも、髪かみを梳とかすのも。そう言い訳して、なるべくできるだけ志賀に近づかないようにした。

　目が合うと一気に思い出してしまう。濡ぬれた身体と瞳ひとみを。逞たくましい大胸筋の圧迫感を。迫られた時の恐きよう怖ふ心を──。

　志賀が近くにいるだけで緊きん張ちようする。その手がどこに向かうか注意深く見てしまう。そんな自分に気づいてなんとか平静を取り繕つくろおうとするが、たぶん志賀には気づかれている。

　自分も気づいているから。志賀の身にまとう空気が、なにか違っているということを。

　平熱が五分上がったような、湿しつ度どが五パーセント上がったような、なにかほんのちょっと熱っぽい感じ。

　じっと見つめられれば、胸の奥がざわざわする。そばにいたくない。

「行くぞ」

　それでも律りち儀ぎに声を掛かけて出勤する。階段を一階分下りて、事務所に逃げ込むが、苑浦も段田もいなくて、志賀と二人きりという状況は変わらなかった。

　そして今日は有本と契けい約やくを交かわし、保育所に連れて行く以外やることがない。

　契約書を持って昨日行ったばかりの有本の家に行き、できるだけ丁てい寧ねいに説明し、保育所へと連れて行く。保育所の所長である助産師の老ろう婆ばは忙いそがしそうで、有本を引き合わせるだけでろくに話をする暇ひまもなかった。ここで志賀を紹しよう介かいしたり世間話をしたりして時間を潰つぶそうと思っていたのに大誤算だ。

　融ゆう資し先の様子伺うかがいといって二件ほど回り、事務所に戻ると、まだ二人は戻っていなかった。

　志賀はずっと宗太の斜ななめ後ろをついてきていたが、挨拶以外ほとんど言葉を発していない。しかし目は口ほどにものを言い、それも宗太にだけ語りかけてくる。視線で、絡からみつくように。

　自意識過か剰じようなのかもしれないと何度か振ふり返って、そのたびに目が合って、錯さつ覚かくではないと知る。居い心ごこ地ちは最悪に悪い。消しよう耗もうする。すり減る。

　時刻はまだ午後四時を少し過ぎたところ。一応、定時は五時だが、就業時間などあってなきがごとしで、それぞれ適当に調整している。だから帰ってもいいのだけど、すると家に二人きりになる。自分の部屋にこもって過ごすのはあまり好きじゃないし、なるべく一日一回は苑浦たちと顔を合わせたい。

「志賀、朝比屋に行って、たい焼買ってきて」

「たい焼？」

「そう。熱々のたい焼。片手でも買ってこられるだろ？」

「可能だが……そばにいないと、いつ誰だれが襲ってくるかわからない」

「ここにいるんだから平気だって」

「ある意味ここが一番危ない」

「俺様はたい焼をご所しよ望もうだ。餅もち入り小豆あずきとうぐいす餡あんを五つずつ。絶対、朝比屋のやつだからな」

　突つき放すように言ったが、志賀は尚も粘ねばる。

「車に乗ってていいから、一いつ緒しよに行こう」

「ああ？　お使いくらいひとりで行けるだろ？　ウダウダ言ってないで、さっさと行きやがれ」

　志賀はソファにふんぞり返っている宗太をじっと見つめ、命令が覆くつがえりそうにないのを見て取り、溜ため息いきをついた。不満そうな顔だけは見分けが付くようになった。

「襲われるなよ。なんかあったらすぐ電話しろ」

　志賀は偉えらそうに言い残して、渋しぶ々しぶ出て行った。心配すらも上からなのだ。

　ヤクザは上下関係が厳しそうだが、あの喋しやべり方でやっていけてたのだろうか。笠原組長の養い子ということで、お目こぼしを受けていたのか。しかし思い返せば、本家の坊ぼつちゃんである怜治に対しても喋り方は横おう柄へいだった気がする。

　志賀を追い出して十分ほどが過ぎた時、ドンドン、と乱暴なノックの音が響ひびき、ドアが開いた。入ってきたのは男がひとり。

　見覚えのある顔だった。年の頃ころは四十代前半くらい。昔はモテたのかもしれない顔も、今はやさぐれてきつい印象が先に立ち、白いジャケットの胸ポケットにサングラス、ネイビーのパンツというマリンスタイルがまったく似合っていなかった。そろそろ秋の気配という季節にもそぐわない。

　爽さわやかな服装が男の闇やみを濃こくして、もしかしたら薬物でもやってるんじゃないか、と疑いたくなる雰ふん囲い気きがあった。志賀がいたら即そく座ざに警けい戒かい態勢に入っていただろう。

「あんただけか？」

　男は事務所の中をジロジロと見回し、出入り口近くにある客用のソファセットではなく、宗太が座っていた休きゆう憩けい用のソファに向かってズンズン入ってくる。

「俺だけじゃ不満？」

　宗太は警戒しつつ、笑みを浮うかべて軽い調子で問い返した。

　朝比屋は人気店なので、だいたいいつも並んでいる。往復で十五分とプラスアルファ。あと十分くらいはかかるだろう。

「客に向かってそんな口のきき方かよ、なってねえな」

「すみませんね。でも、金を借りた直後はこんな口のきき方の奴やつにも、拝まんばかりに感謝してたと記き憶おくしてるんだけど？　中なか田たさん」

　顔と貸し付け条件はだいたい全員頭の中に入っているが、名前がなかなか覚えられない。しかしこの男は覚えている。

　ものすごーくいけ好かなかったのだ。金を貸したのはひとえに奥さんが気の毒だったから。

「へえ、覚えてるんだ、俺のこと」

　まあ当然だけど？　と言わんばかりの顔が癇かんに障さわる。

「覚えてるし、返済が滞とどこおってることも知ってる。払はらいに来たんなら受け付けますよ」

　服も靴くつも高級ブランドものだが、五年くらい前のものだろう。昔はヤングエグゼクティブともてはやされ、バブル崩ほう壊かい後も事業が好調だったため、俺は神に愛されている！　と思い上がってしまった。事業が下り坂になっても対策を講じることなく、そのうち神風が吹ふくはずだと安易に闇やみ金きんから借金して、身ぐるみ剝はがされそうになって泣きついてきたのだ。

「ふざけんな。こっちが慰い謝しや料りよう払はらって欲しいくらいなんだよ！」

「は？」

「おまえが悪いんだ。金を貸す代わりに男に抱だかれろなんて条件を出すから……」

　剣けん吞のんな目で睨にらまれた。身体からだも自分よりだいぶ大きいが、特に怖こわいとは感じない。いつもそばに誰より危険そうな男が張り付いているせいで麻ま痺ひしたという可能性も捨てきれない。

「条件は吞のむも吞まないも自由。強制した覚えはない」

「吞むしかなかっただろう!?　俺だって、嫌いやだったけど仕方なく……。なのにそのせいで俺は妻に離り婚こんされた！　おまえのせいだ、責任をとれ」

「これはまた立派な逆さか恨うらみだな。俺は約束通り金を貸した。あんたが奥さんに愛あい想そ尽つかされたことと、男に抱かれたことはまったくの別問題だ。女は本当に惚ほれた男なら、そんなことくらいで見捨てたりなんかしねえよ」

　自分はいい男で、女にモテて金があって、こんな俺と結けつ婚こんできたおまえは幸せだ、などと虐しいたげられ続けたら、嫌にならないはずがない。事業がうまくいかなくなってからは手も上げていたらしい。

　元々ここに相談にやってきたのは妻の方だった。夫が借りに来るように仕向け、金を貸す条件についても一緒に考えた。あの鼻っ柱をへし折ってやりたい、とかなり積極的だった。

　妻が連帯保証人になっていた分は闇金業者と話をつけ、今後の生活費として金も貸してやった。妻はすっきり気持ちよく離婚したのだ。

「この俺があんな女に愛想尽かされるなんて……。おまえがあんなことを言わなければ、俺は男なんて知らずに生きていけたんだ！」

　だんだん論ろん旨しがずれていってる気がする。

「あんたが男にはまったのは、その素養があったからだろ。俺のせいにするのは筋すじ違ちがいだ。離婚したんだから、開き直って男遊びすればいいんじゃないか？　もう泣く人はいないんだから。あ、でも男だからって泣かすなよ？　女よりずっと繊せん細さいな奴も多い」

　宗太の友達には水商売の人間が多く、ゲイも多かった。寄り集まって生きている彼らは、世間の風に傷つけられて泣いてきた者も多く、その分人に優やさしかったりもする。

　宗太の心の傷にも触ふれてこない。

　ただ一部、自分の傷にだけ敏びん感かんで、自分が傷ついた分、他人を傷つけても赦ゆるされると思っている人間がいる。とことん自分だけを憐あわれんで可愛かわいがるエゴイスト。この男もそれだ。

「やっぱりおまえ、そうなんだろ？　男が好きなんだろ？　俺に男に興味を持ってほしかったから、あんなこと言ったんだよな？」

「は？　なに言ってんの？」

　中田はぐいぐい近づいてくる。まさかこれが本題だったのか？　離婚の恨うらみ言を言いにきたのではなく、男漁あさりに来た、のか？

「冗じよう談だんじゃねえ。俺は世界にあんたしかいなくなっても絶対に嫌だ！」

　目の前まで迫せまってこられて、両手を前に突き出して拒きよ絶ぜつする。しかし、中田は聞いているのかいないのか。

「素す直なおになれよ。それとも、自分でも気づいてないのか？　じゃあ俺が教えてやる。俺は抱くのも抱かれるのもどっちもできるんだ。おまえは抱かれる方だろ？　抱いてやるよ」

　飛びかかるようにして押し倒たおされた。

「ふざけんな！　頭おかしいぞ!?　こんなところで……すぐに誰か帰ってくる」

　床ゆかを這はうように逃にげて立ち上がろうとしたら、後ろからのしかかられて潰される。

「おとなしくしろ。俺は怒おこってるんだ。それでも抱いてやろうって言ってるんだから、ありがたく抱かれろよ」

「馬ば鹿かか。どけ！　やめ……っ！」

　後ろから首筋に吸い付かれて、思わず息を吞む。

「ああ、感じちゃったか？　やっぱりおまえは抱かれたいんだよ、男に」

「違ちがう！　気持ち悪いっつってんだろ！　てめえの面つらを鏡で見てこい。疲つかれ果てた気持ち悪いおっさんだから！　あんたがモテてた時代はもう何十年も前に終わってんだよ！」

　首筋を押さえ、全身に鳥とり肌はだを立てて叫さけぶ。

　顔も手も口も、声も視線も気持ち悪い。心が一番駄だ目めだ。なにひとつ受け付けない。

　逃のがれようと体勢を立て直し、仰あお向むけになれば、中田がキスをしかけてきた。頰ほおをぶん殴なぐったが、なにも感じていないように反応がない。ギラギラした目は薬物中毒者のそれだ。着ていたＴシャツを破かれる。

「てめえ、俺のお気に入り！」

　露あらわになった白い胸の上を舌が這う。一いつ瞬しゆんでまた鳥肌が立った。舌のざらつきが胸の突とつ起きを舐なめ上げて、ビクッと体が反応すると同時に吐はき気が込み上げてきた。

　気持ち悪い。気持ち悪い。

「感じるのか？　気持ちいいんだろ？」

　言い返したいのに声も出なくなってしまった。

　フラッシュバックする過去の情景。覆おおい被かぶさる男と、組み敷しかれる女。

　もう見たくない。これ以上見たくない。

　いやらしい顔で見下ろされ、べろべろに舐められる。その手が股こ間かんに触れたが、それに感じることはなかった。

　なのに、気持ちよさそうな母の顔が浮かぶ。よがる声。耳を塞ふさぐ。過去から逃れるために身を捩よじる。

「俺は……違う！　違う！　気持ち悪わりぃんだよ、やめろっ！」

　悲鳴のような声を上げていた。

「金谷さん！」

　壊こわれんばかりにドアが開いて、飛び込んできたのは志賀だった。床の上に重なる二人を見て、左手に持っていたたい焼やき屋の袋ふくろを思いっきり中田に投げつけた。

　それは中田の頰にクリーンヒットして、顔を押さえてうずくまろうとした中田は、一瞬で間合いを詰つめた志賀に首根っこを摑つかまれ、後ろに引き倒された。

　宗太の上から重みが消える。それでも過去は宗太の上に居座り続けた。

「殺す」

　志賀は中田の腹を踏ふみつけて、本気の殺気を放った。

「金谷さんに触さわったのは、この汚きたない口か？」

　しゃがみ込み、中田の顎あごを摑んで砕くだけんばかりに力を入れる。

「ひ、ぃ!?」

　中田はぶるぶると震ふるえるばかり。

　志賀は顎から手を離はなし、横にあった机の引き出しを開けて、カッターナイフを摑んだ。カチカチカチと刃はを出す。

「利きき手じゃないから、失敗するかも」

　志賀はその切っ先を中田の目の前に持っていった。

「ひぃぃぃい！」

　絹を裂さくようなか細い悲鳴が響ひびき、宗太はハッと我に返った。志賀が器用にカッターをくるりと回し、逆手に持ち替かえた。刺さすための持ち方。

「や、やめろ！　おまえはもうヤクザじゃないんだ」

「ヤクザじゃなくても、許せないことはある」

　志賀はこちらを見もせずに言った。振ふり上げられた手を摑む。払はらわれそうになって、焦あせってその身体にしがみついた。後ろからぎゅっと羽は交がい締じめにする。

「中田！　死にたくなかったら、さっさと逃げろ！」

　中田は手足をばたつかせて志賀の下から這い出すと、這ほう々ほうの体ていで逃げていく。

　宗太は追わせないように強く志賀にしがみついた。

「金谷さん……」

　志賀の声が近くに聞こえ、ハッと我に返って離れようとしたのだが、その手を摑まれて胸むな元もとに引き戻もどされた。

「ちょ、離せよ！」

　手を抜き取ろうとするが、しっかり握にぎられていてビクともしない。もがいていると、一瞬手が離れ、ホッと身体を離そうとしたら、表に向き直った志賀にまた抱だきしめられた。

　ぎゅっと。正面から、しっかりと。

「お、い……なにして……」

「もう少し……あんたの震えが止まるまで」

　言われて初めて自分の指先が小刻みに震えていることに気づいた。いつから震えていたのか。

「おまえが触ってるからだろ」

　その前からなのは確実だが、そう言って離れようとする。

「あの男より俺が怖こわい？」

「別に……どっちも怖くなんかねえよ……」

　虚きよ勢せいが張れるのは言葉だけ。身体からだに力が入らなくて、志賀の腕の中から逃げることもできない。

　今いま頃ごろになっていろんなものがドッと押し寄せてきて、支えてもらわないと潰つぶれてしまいそうだった。背中をそっと撫なでられて、さらに力が抜ぬけそうになる。

「触んな……」

「わかった」

　そう言いながら志賀は手を離さない。それどころか抱きしめる力をさらに強くする。

　文句を言おうとして、やめた。今手を離されたら、その場にへたり込んでしまう。それも格好悪い。

　今、志賀が抱きしめているこれは、性せい欲よくじゃない。さっきの男が向けてきたものとはまるで違う。無害で、有益なもの。同じ触るでもその違いはわかる。

　昨日はあんなに怖かったのに、今日はすごく安心する。

　呼吸が楽にできるようになって、震えが止まる。

「はい、しゅーりょー！」

　宗太はことさら明るい声を出して、志賀の身体を突つき放した。

　身体が離れると目が合って、恥はずかしくて目を逸そらす。

「俺は襲おそわれるなと言った」

　志賀がボソッと吐き捨てたのは、聞こえなかったふりをする。

「あ！　おまえ、たい焼き投げただろ。あーあ、ぐっちゃぐちゃなんだけど」

　潰れた袋を開けて、中の箱を開ければ、たい焼たちは境目が定さだかではなくなっていた。それを引き剝はがすことに集中する。横顔に志賀の視線が痛い。

「まさかマジで襲われてるとは。それもまったく別口の変な男に」

「うっせーな。しょうがねえだろ、逆さか恨うらみなんだから。俺にはどうしようもない。あれ、たぶん薬中だから、警察に電話してチクっとくか」

　そうなると返済は見込めなくなるが、中田自身に貸し付けた額はそれほど大きくはない。受話器を取って、サクッと警察に通報する。

「金谷さん……それ、直す気ないの？」

「それ？」

「顔、真っ青だった。ただ襲われて怖かったってだけじゃないだろ」

　言う必要はないと思ったが、変に隠かくす必要もないように感じた。そもそも昨日も似たようなところを見られている。今日ほど取り乱してはいなかったけど。

「気持ち悪いんだって言っただろ。性的なこと全ぜん般ぱんが駄目なんだよ、俺は。セックスとか、そういうのが全部」

「相手が女でも？」

「……ああ」

　童どう貞ていじゃないと噓うそをついたのは、たぶんその時点でばれていた。

「でも、特に不都合はないから、いいんだ」

　ニッと笑ってみせれば、志賀は眉まゆ根ねを寄せた。

「俺には不都合だらけだ。あんた、俺に無理してでも笑えって言った。そのうち無理しなくても笑えるようになるって。笑うだけでいいのか？　根っこを直さなくても、本当に無理がなくなるのか？」

　志賀の言うことはもっともだ。無理をしてでも笑っていれば、いつか無理なく笑える人生になる。じじいの受け売りだ。でも、無理をして、というのは、努力する、ということだろう。ただヘラヘラ笑っていればいいわけじゃない。

　志賀だって、今まで人生、笑わずにやってこられたのだから、特に不都合はなかった、とも言える。でも自分は、笑えと強制している。努力しろ、と。

　それは、楽しい未来のために──。

「直っても、おまえには抱だかせねえぞ」

「それはまた別問題だ。あんたには笑っていてほしい」

　志賀の表情は動かないが、本気で心配してくれているのは伝わってきた。いや、それはさっき抱きしめられた時に伝わってきたものだろうか。

　人との触ふれ合い自体が嫌いやなわけではない。子供たちを抱きしめるのは好きだ。目上の人に頭を撫でられるのも嬉うれしい。

　そこに性的なものさえ絡からまなければ……。

「じゃあ……。おまえ、忍にん耐たい力には自信があるか？」

「ああ」

「俺がやめろって言ったら、すぐやめるって約束できるか？」

「ああ」

「じゃあ、じゃあ……。ちょっと無理してみるから、協力してくれるか？」

「ああ」

　優やさしい目をされるとかえって逃にげたくなる。頭なんて撫でられると、一気にくじけそうになる。

「触んな」

　頭をポンポンする手を払いのける。協力は頼たのんでも立場的優位は譲ゆずらない。譲りたくない。せめてもの意地だ。

　まずは心を落ち着かせるため、潰れた甘いたい焼きに食くらいついた。










　上の階の自宅に戻り、シャワーを浴びた。

　志賀はもう片時も離はなれないとばかりに宗太にぴったりくっついている。脱だつ衣い所じよにまでついてこようとしたので追い出したが、たぶんドアの前に張り付いているだろう。ひとりでお使いに行けと言っても、もう行ってくれそうにない。

　どうしてそこまで護まもろうとするのか。なにかもう戦国時代の忠臣みたいな感じで、命を捨てろと言われたらやりかねない雰ふん囲い気きがある。

　子供の頃ころから叩たたき込まれた極ごく道どう精神みたいなものなのだろうか。笠原に対しても表面上はこんな感じだったのだろうか。

　そう思うとなにかムッとする。笠原には妙みような対たい抗こう心がある。

　性格がいいとは思っていないが、あそこまで悪くはないつもりだ。やや横おう柄へいでわがままで偉えらそうかもしれないが、虐げてはいない……はず。

　どう感じるかは受け取る側の問題なのだけど。

　ボディーソープを泡あわ立だてて、身体を念入りに洗った。自分で肌はだを撫でながら、他人に、志賀に触れられることを想像してゾッとする。もう嫌になってきた。

　早まったか。やっぱりやめようか。逃げたい気持ちばかりが込み上げてくる。

　いや、でも、これは治ち療りようだから。志賀もわかっている。左手しか使えないというのは、ちょうどいいハンデかもしれない。

　とにかくやるだけやってみよう。なにかを変えられるかもしれない。

　Ｔシャツとスエットを着て浴室を出ると、やっぱり志賀はドアの前に立っていた。忠実な番犬。しかしその顔を真っ直すぐに見ることができない。

「ここはセキュリティちゃんとしてるから。おまえもシャワー浴びろ」

　とりあえず服を脱ぬぐのを手伝い、右手にビニール袋ぶくろを被かぶせてやった。その裸ら体たいは極力見ないようにして。

　シャワーの音を聞いて、リビングに移動する。

　はて、どこに行けばいいのだろう。自分の寝しん室しつか、志賀が使っている部屋か。ベッドの大きさでいくなら自分の部屋なのだが……。

　リビングの横から繫つながっているドアを開け、自分の部屋に入る。

　ベッドはセミダブルサイズ。特別大きいわけじゃない。ひとりで寝ねることしか想定していなかったのでこれで充じゆう分ぶんだった。

　とりあえず起き抜けのまま乱れていたシーツを整えてみる。いつも使っている薄うすい掛かけ布ぶ団とんは必要ない気がするが、どこに置いておけばいいのか。脇わきにある椅い子すの背に掛けてみたが、ベッドが妙に広く見えて、さあ今からやります、という感じが居たたまれず、元のように雑に戻もどしてみた。

　いやしかし、診しん察さつ台みたいな方が治療っぽくていいのか。なにかのプレイのようだけど。

　宗太にとって一番駄だ目めなシチュエーションは、畳たたみに布団。日差しが薄く差し込む部屋での真昼の情事。

　思い出しそうになって、頭を振ふる。そうじゃない。今からするのは、それを肯こう定ていする行こう為い。いや、上書きして消す行為だろうか。

　落ち着かなくて自分の部屋の中で右往左往する。

　そうだ、電気は消しておかないと、と振り返ると、ドアのところに志賀が立っていた。

　全ぜん裸らで腰こしにバスタオル。髪かみを洗ったわけではなさそうだが、濡ぬれた毛先から水が滴したたっている。

「な、無言で見てんじゃねえよ。頭ちゃんと拭ふけ」

　いったいいつから見られていたのか。ばつが悪くて口調が荒あらくなる。

　志賀は言われた通り腰のバスタオルを取って頭を拭いた。拭けと言われればそうするであろうことを考えるべきだった。

　思わず視線を逸そらしたが、残像が見える。そんな立派な身体からだは求めていないというか、もっと貧相な方が初心者にはありがたい。

　しかしその身体を見て感じたのは、嫌けん悪お感かんや恐きよう怖ふ心ばかりではなかった。やっぱり自分はゲイなのだろうなと、諦あきらめと共に受け入れる。

　それはわりとすんなり受け入れられてしまう。

　女より男の身体に惹ひかれるのは、たぶんトラウマによるものではなく先天的なものだ。子供の時から女の子に惹かれた覚えがない。

「金谷さん」

　真後ろから声を掛けられて、ビクッと振り返る。目の前に大胸筋。

「あ、あのな……えーっと、……」

　目を泳がせながら、まずなにをすればいいのか今さら考える。それについてはまだ考えが及およんでいなかった。

　志賀の手が頰ほおに伸のびてきて、反射的に払はらおうとして踏ふみとどまる。

　触さわられるのに慣れるのが目的なのだ。我が慢まんだ。

　しかし、頰に手が触れ、仰あお向むかされて志賀の顔が間近に迫せまってくると、思わず手が出ていた。手のひらに志賀の高い鼻がぶつかり、指の間からじっと見つめられる。無言の非難。

「キ、キスとかいらないから。とりあえず服を着たままのところから始めよう。だから服を着ろ」

「金谷さん……」

「な、なんだよ。その不満そうな顔は。文句あんなら他ほかの誰かに頼むし。俺がお願いしたらやってくれる奴やつは──」

　目を逸そらしてブツブツ言っていると、いきなり抱だきしめられた。心臓がキュッと竦すくみ上がって、身体も硬こう直ちよくし、気をつけの姿勢で動けなくなる。

「それ以上言うな。ヤバい」

　そう言うとすぐに手を離し、部屋を出て行った。

「な、な……なんなんだよ……」

　文句が言える状態になった時には志賀の姿はなく、そのまま床ゆかにへたり込む。

　抱ほう擁ようはほんの一いつ瞬しゆんで、気持ち悪さは感じなかった。感じる間もなかった。ただなんだかよくわからないダメージがあった。

　志賀はヘンリーネックのＴシャツに柄がら物もののハーフパンツという、見ようによってはテキ屋のおじさんみたいなスタイルで現れた。

「おまえって……前から思ってたけど、服のセンスはないよな」

「そうか？」

　特に気にした様子もなく志賀は自分を見下ろす。服のセンスはないが、なにを着ても様になる男というのはいて、志賀はまさにそれだった。男前でガタイがいいとなにを着てもそれなりに似合う。もちろん女子校の制服は除く。

　へたり込んだままの宗太に、手が差し伸べられた。宗太が摑つかむのをじっと待っている。

　その忠犬っぷりに宗太はフッと笑って、その手を摑んで立ち上がった。

「よし、いっちょやるか！」

　声に出して自分に勢いをつける。ベッドの縁ふちに座って志賀の顔を見上げ、思い切って横になってみる。

　すぐに志賀が覆おおい被さってきて、自分で誘さそっておきながら息を吞のんだ。この体勢がまず駄目なのだとわかった。

「怖こわいか？」

「いや」

　志賀はいつもまず怖いかと訊きく。余よ程ほど怖いと言われてきたのだろう。

　顔が男くさくて、ガタイもいい、それが無表情で迫ってきたら怖いに決まっている。放し飼いのドーベルマンみたいなものだ。真っ黒で大きい、鋭するどい牙きばを隠かくし持った犬。とりあえず首輪はつけてみたが、襲おそいかかられたらなすすべもない。

　信じるしかないのだ、志賀を。そして自分の直感を。

「怖がられたくなかったら笑えって言ってんだろ」

　余よ裕ゆうぶって笑ってみせる。

　ドーベルマンは口の端はしを引き上げた。どうやら笑ったつもりらしいが、肉にく食しよく獣じゆうの威い嚇かくのようで余計に怖い。それでも宗太の気持ちは少し和なごんで、呼吸が楽になった。

　大だい丈じよう夫ぶ。こんなの全然楽勝だ。

「……触っていいか？」

　志賀は律りち儀ぎに訊いてくる。

「ああ」

　志賀の包帯巻きの右手が顔の横に突つかれ、左手が頰に伸びる。それを目で追っていたにもかかわらず、触られた感かん触しよくにビクッとする。なんでもない顔を装っていたが、首筋を撫なでられてゾッとした。

「ちょ、ちょっ……」

　思わずその手首を摑んでしまう。志賀はピタリと動きを止めたが、宗太はそれっきりなにも言えなくなった。

「あんたが待てと言うなら、ずっと待つ。が、言わないなら続行する」

　志賀は手首を摑まれたままゆっくりと手を動かして、頰から首筋を撫でる。慣らすように。宗太は手を離はなした。

「俺がやめろと言うまでは、おまえの好きにしていい」

　そう言ったのだが、顔が近づいてきて焦あせる。

「キ、キスはなしで」

　いきなりのストップに志賀は若じやつ干かん不満そうだったが、身体を少し起こすと、手を顎あごから首筋へと滑すべらせ、Ｔシャツの上から薄い胸むな板いたを撫でた。

　ゾクッとするのとゾッとするのが半々。気持ちよさと気持ち悪さが混在している。しかし、指で乳ち首くびの辺りを弄いじられた途と端たん、一気に気持ち悪さでいっぱいになった。

　身体がビクッと反応すると、そのたびに拒きよ絶ぜつ反応が起こる。感じることが気持ち悪い。

　もう駄目なのか……いや、まだ始まったばかりだ。ギブアップには早すぎる。

　何度も唾つばを飲み下し、触られることを必死で受け入れる。

　なんでもないことだ、誰だれでもしていることだ。

　そう思った途端に、それをしている男女の情景が脳のう裏りに浮うかんでしまい、吐はき気が込み上げてきた。手で口を押さえ、歯を食いしばる。

　大丈夫、大丈夫、目を閉じて自分に言い聞かせる。

　しかし、首筋に吐と息いきを感じた途端、ブワッと肌はだが粟あわ立だった。声を出すつもりはなかったのに、喉のどが変な音を立てる。

　志賀の動きがピタリと止まり、見られているのを感じて宗太は目を開けた。

「やめるか？」

　間近にある顔に表情はなかったが、どうやら心配してくれているらしい。

「大丈夫だ。そのまま……」

　口では強がれるが、身体は自分の思い通りにならない。口から離した手が小刻みに震ふるえているのに気づき、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「あー。ちょっと寒いかな」

　まだ日中は半はん袖そででも過ごせる気候。室内は空調も効いているし、服も着たまま。身体が震えるほど寒いわけがない。

　この程度のことで震えるなんて……。情けなくて目の前が暗くなる。

　それでも気づけば笑っていた。志賀の手が前まえ髪がみを搔かき上げ、明るくなった視界に志賀の顔が近づく。

「焦るな。徐じよ々じよにでいい」

　いつもながらの上からの台詞せりふに、ムッとするよりなぜかホッとした。

「情けねえな……」

　思わず弱音がこぼれる。

「そんなことはない」

　素っ気なさが心ここ地ちいい。うまい慰なぐさめの言葉なんてもらっても惨みじめになるだけだ。

「なんでおまえ、こんな面めん倒どうくさいことに付き合うんだ？　そんな頑がん張ばって抱くほど、俺はいい身体からだしてないぞ」

　物好きな男だ。志賀なら男にしろ女にしろ、もっといい身体の人間を、もっと楽に抱くことができるだろう。

「いい身体なんていらない。俺はあんたの、気持ちいいって顔が見たい」

「は？　……なに、それ」

「気持ちよくさせたい」

　至近距きよ離りで言われて顔が熱くなる。

「変な趣しゆ味みだな」

　目が泳ぐ。なんなんだ、こいつは。

「そんなことはない」

「俺はそんな顔しねえよ！」

「させる。いつか」

　いつか……と希望を持つことはとてもいいことだとは思うのだが。

「んだよ、偉えらそうに」

　頑がん張ばれよ、とは言えるはずもない。

　気持ちよくさせたい、というのも性せい欲よくなのだろうか。自分が気持ちよくなりたい、というのが性欲だと思っていた。宗太にはいまいち性欲というものがピンと来なくて、だからといって志賀に訊いても正解が返ってくる気はしなかった。

「偉くはない。俺はあんたの僕しもべだ」

　だからご奉ほう仕ししているとでもいうつもりなのか。その手が胸を撫で、宗太は不快に眉まゆを顰ひそめる。

「大丈夫だ。人間は慣れる。生きるためにどんな過か酷こくな状じよう況きようにも順応する」

「おまえが言うと重みがあるけどな……俺のは順応しなくちゃ生きていけないほどのことじゃねえんだよ」

　しなければしないで生きてはいける。

「でも、どうにかしたいんだろ？」

　志賀は逃にげを許さず真っ直すぐに斬きり込んでくる。

「まあ、そうなんだけど」

　ごまかせなくて渋しぶ々しぶ認める。

　なくても生きていけるが、あった方が楽しく生きられる。志賀の笑え顔がおと一いつ緒しよだ。それが欠けていることがずっと心の片かた隅すみにわだかまっていて、できればどうにかしたい。

「少しずつ慣れればいい」

「少しずつ……な」

　少しずつ無理をして、いつかそれが普ふ通つうになればいい。いつになるのかわからないけど、どうすればいいのかもわからなかった頃ころよりはいい。

　前向きになったところで、志賀の手がＴシャツの裾すそから入ってきた。

「ひぁっ」

　素す肌はだを撫でられて反射的に声が出てしまい、真っ赤になって口を塞ふさぐ。

「少しずつ」

　志賀はむかつくほど余裕で、その手を脇わき腹ばらから胸むな元もとへと滑らせる。

「ちょっ、待っ……」

　息を吞のみ、唾を飲む。見下ろしている志賀の表情が、微び妙みように楽しそうに見えるのは気のせいだろうか。こっちが嫌いやがるほど楽しげに見えるのだが。

　一いつ瞬しゆん目が細められたと思ったら、指先が乳首の上を撫でた。

「ひっ！」

　ビクッと体が震えて、変な声が出た。

「感じるには感じるんだ」

　感心したような声にムッとする。

「違ちがっ、おまえ……遊んでるだろ！」

「いや。探さぐってる」

「なにをだよ!?」

「まあ、いろいろと」

　志賀はそんなことを言いながら、宗太の小さな乳首をグリグリと押し込むように潰つぶした。

「──っ！」

　宗太は当然そんなことをされたことはなくて、志賀のシャツを握って堪こらえようとしたが、立ち上がった胸の粒つぶを引っかかれて、耐たえきれずに突つき飛ばす。

　しかし志賀は少し身体を起こす程度で、宗太は志賀の下から抜ぬけ出した。

「て、てめえ……」

　ヘッドレストに身を寄せて志賀を睨にらみつける。

「今のは気持ち悪かったのか？　それとも、気持ちよくて驚おどろいたのか、どっちだ？」

「は？　はあ!?」

　冷静な問いかけに、一いつ瞬しゆん怒いかりも忘れて顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　こちらを見ていた志賀の視線が下に移動し、胸の辺りで止まった。なにを見ているのかと見下ろせば、Ｔシャツを押し上げる二つの突とつ起きが見えて、思わず腕うでで隠かくす。まるで襲おそわれかけた女子のような姿勢。

　志賀の口の端はしがニヤッと上がって、宗太は顔を赤くした。

「き、気持ちいいわけあるか！　悪いに決まってんだろ！」

「決まってはいない」

「俺で実験して遊ぶなっ」

「遊んでない。真面目まじめに研究している」

　淡たん々たんと言い返されて、自分がそれを頼たのんだのだと思い出す。胸を抓つままれた動どう揺ようで、本来の目的を忘れかけていた。

「……きょ、今日は終わり！　おまえ撤てつ収しゆう」

　志賀を指さし、その指をドアの外へと向ける。

「わかった」

　志賀は素す直なおにベッドを下りて立ち去ろうとしたが、不意に足を止めて振ふり返った。じっと見つめられて、宗太は警けい戒かいも露あらわに睨みつける。

「ここで寝ねてもいいか？」

「は？　ふざけんな」

「なにもしない、触さわらない、ただ横に寝るだけだ」

「なんの意味があるんだよ!?」

「慣れるためだ。不安なら手を縛しばってもいい」

「なんでおまえがそんなことまでするんだ。よくなったからって、おまえには抱かせないって言ったよな？」

「聞いた。俺は抱かない相手と一緒にベッドに寝たことがない。ちょっとやってみたくなった」

「やってみたくなったって……」

　志賀が自分の望みを口にするのは珍めずらしい。ここで働きたいとか、あんたを護まもりたいとか、そういう重いのは聞いたが、やってみたいという程度の気軽な欲よくは初めてだ。

　誰だれかと同じベッドで寝るなんて、宗太も大人になってからはしたことがない。子供の頃なら、母親に添そい寝してもらった記き憶おくがある。同じベッドではないが、友達と雑ざ魚こ寝ねしたこともあった。

　志賀だって子供の頃ならあったのかもしれないが、それは五歳より前のことだろう。ヤクザの組で雑魚寝があったとしても、楽しくはなさそうだ。

　なにもせず、ただ横に寝るだけ……それだけ。

「横に寝るだけだからな。十センチ以上離はなれろよ？」

　気がつけばそんなことを言っていた。言った途と端たんに後こう悔かいしたが、志賀がそそくさと寄ってくるから撤てつ回かいできなくなった。犬が尻しつ尾ぽを振ふって寄ってくるように見えて、邪じや険けんにすることができなかったのだ。

「おまえそっち、壁かべ側。寝ね相ぞうが悪かったら叩たたき出す」

「わかった」

　大きな身体を壁かべ際ぎわに押しやるが、ベッドに占しめる割合が大きすぎる。どうしようもない存在感。

　ベッドから落ちそうなギリギリのところに寝てみれば、志賀との間は三十センチくらい開いた。体温はまったく感じないが、気配は伝わる。志賀に背を向け、いないものと思い込もうとしたが無理だった。落ち着かない。寝られるわけがない。

　志賀はなにもしないと言ったらしないだろう。そこはわりと信用している。が、問題はそこではないのだ。いや、そこなのか。自分を抱だく可能性のある男が、手の届くところに寝ているということ。

　そこにいるのが苑浦なら、段田なら、こんな緊きん張ちようはしない。

　結局、恐おそれているのか。

「志賀、おまえなんで俺なんだ？　モテるんだろ、おまえ」

　黙だまっていると余計に緊張感が高まるので、背を向けたまま話しかけてみた。

「さあ。ただ、俺の目にはあんただけが鮮あざやかに見える」

「鮮やか？」

「他ほかは白黒で、あんただけ色がついてる感じだ」

「はあ……」

　それがなぜなのかと訊ききたいのだが、志賀自身もわかっていなさそうだった。

　志賀とは育ってきた環かん境きようが違ちがいすぎる。でも、だからわからないと言ってしまったら、志賀を理解できる人間などどこにもいないということになってしまう。同じ環境で育ってもわかりあえるわけじゃない。だけどそばにいれば少しずつわかっていくはずだ。

　志賀が、嫌きらいでたまらない笠原のことをわかっているように、これから一いつ緒しよにいることでわかっていけるはず。

　いつまで一緒にいられるのかはわからないけれど。

「もっといろいろ色がつくといいな。カラフルな方が楽しいっぽいし、他の人にも色がついたら俺にこだわることもなくなる」

　そうなればいいと思いながら、寂さびしさも感じる。でもそれは、自分にだけ懐なついていた野犬が誰にでも懐くようになったら寂しい、くらいの気持ちだ。たぶん。

「それはない、気がする」

「なんで？」

「さあ」

「さあって、おまえなあ……」

　呆あきれて志賀の方に目を向ける。さあ、はどうやら志賀の口くち癖ぐせらしい。

　こっちを見ていた志賀と目が合って、落ち着かなさが増す。

　なんともいえない距きよ離り感かん。大の男がベッドの端はしと端に寝ているのはやっぱりなんだかおかしい。

「あんたは特別なんだよ」

　志賀は宗太の目を真っ直すぐに見て言った。いつもそうだ。恥はずかしげもなく、臆おく面めんもなく、短い言葉は一直線に飛んでくる。

「だからなんで特別なのかって訊いてんの。どうせ、さあって言うんだろ？」

　宗太は眉まゆを寄せて目を逸そらす。言われた方は恥ずかしいし、気き後おくれする。

「そうだな」

　志賀にとって自分が突とつ破ぱ口こうになったのは確かなのだろう。ヤクザの世界に生きることに疑問も抱いだいていなかった志賀に、違う生き方を勧すすめた。ほんの軽い気持ちで。

　それだけで特別な人になったのだとしたら、志賀が恐ろしく孤こ独どくだったということだ。いろんな人と交われば、自分は特別ではなくなっていく。それは至し極ごく当たり前のことで、志賀にとってはとてもいいことに違いない。

「宗太」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、ドキッとした。

「てめえ、なに呼び捨てにしてんだよ。調子に乗ってんじゃねえぞ。おまえみたいな老ふけてて威い圧あつ感かんのある奴やつが、ため口の上に呼び捨てじゃ、完全に俺が下っ端ぱだろうが。ため口だって許してるわけじゃねえんだからな」

　文句ばかり饒じよう舌ぜつになる。

「じゃあ、宗太さんなら？」

「ああ？　別にそれは……いいけど」

　名字か名前かというところには、特にこだわりはない。まあいいかと許して、ちらりと横を見れば、志賀の口の端が微び妙みように上がった。

　そんなことが嬉うれしいのか。可愛かわいいとこがあるじゃないか、なんて思ったのだが。

　手が触ふれた。

　ハッとして見れば、手を繫つながれている。振り払はらおうとしたが、ギュッと摑つかまれていて離れない。

「な、に、おまえ……なにもしないって」

「なにもしない。でも、少しずつ」

「大の男がお手々繫いで寝るのは、気持ち悪いだろ」

「じゃあ抱き合って寝るか？」

「なぜそうなる」

　宗太はひとりあたふたして、繫がれた手をどうにかしようとするが、志賀は知らぬ顔で目を閉じる。

「あ、おまえ寝たふりしてんじゃねえ。手を離せって」

　しっかりと大きな手に包み込まれた右手を取り戻もどせない。右側に寝かせるんじゃなかったと後悔しても遅おそい。

　なんとも妙みような気分だ。体温と力強さと湿しめり気が伝わってきて、胸がざわざわする。だけど背を向けて横になっていた時よりも、ビクビクはしない。

「手を繫ぐっていうのも初めてな気がする」

　志賀がボソッとつぶやいた。横を見れば、目は閉じたまま。

　宗太の脳のう裏りによみがえったのは、母と手を繫いで歩いた記憶。温かい笑え顔がお。子供の頃ころだから母の手は大きかったけど、優やさしくて柔やわらかくて、志賀の手とはまるで違う。でも、同じように温かい。

　宗太は溜ため息いきをついて目を閉じた。

「しょうがねえな……こんなの誰にも言うなよ」

　手を繫いで寝ねたなんて、身体からだを重ねたよりも恥ずかしい気がする。

「言うわけない」

　確かに志賀がそんなことを誰かに言うわけがない。そんな相手もいないだろう。

　手を繫ぐというのは、性せい欲よくとは正反対の行こう為いのような気がする。嫌いやだとは思わない。ただなにかむず痒がゆくてソワソワする。

　これではますます眠ねむれない。そう思っていたのに、あっという間に意識を失っていた。










　ぐっすり眠ってしまった自分が解げせない。起きた時にも手を繫いでいたのは、ずっと繫いでいたのか、先に起きていた志賀が繫ぎ直したのか。

　目が覚めて目が合うという初めての経験に、なにかよくわからない恥ずかしさが込み上げて、朝からまともに志賀と話をしていない。

　とはいえ、元から会話は少ないので、いつもとあまり変わりはないはず。

　事務所に下りていき、いつも通りに苑浦と段田と打ち合わせをする。昨日の中田の件も、かいつまんで報告した。中田がここにやって来て、宗太に絡からんで志賀に撃げき退たいされたが、薬物中毒っぽかったので警察に通報した、ということを。

「だからたぶん、債さい権けんは回収不能になると思う。後で確認するけど」

　話を聞いた二人は呆あきれ顔で溜息をつき、「志賀がいてよかったな」と言った。絡まれたとしか言わなかったが、なにかを察したらしい。

　その後、段田は外出し、苑浦は事務処理。宗太たちも外出予定だが、まだ少し時間が早かった。

「なあ、志賀がちょっと浮うかれ気味なのはなんで？」

　志賀がトイレに入っていったのを見て、苑浦が訊いてきた。

「は？　なんだよ、それ。どこが浮かれてるんだよ？」

　内心少々焦あせりながら、怪け訝げんな顔で問い返す。浮かれているようにはまったく見えない。

「なんか、オーラがちょっと明るいんだよね。宗太を助けた充じゆう実じつ感かんってわけでもない感じ」

「オーラって、またわかんねえこと言うよな。でも、どんな感じに？」

　気になって問いかけると、苑浦はクスクス笑った。

「宗太って、わかんねえって言いながら受け入れるよね」

「そりゃ、俺にわかることなんてちょこっとだからな。わからないから面おも白しろい……けどやっぱ、わかりたいし」

「志賀のことが？」

「別に志賀だけじゃねえよ。いろんなことが、だ。で、どう明るいって？」

「はいはい。志賀はまあ相変わらず真っ黒でなに考えてんのかわからないんだけど、背負ってた暗雲はだいぶ薄うすくなった。極道やめたからっていうより、ずっと宗太のそばにいるからだろうな。今朝は薄うす日びすら差してる感じで……なんか浮うかれてるんだよ、子供みたいに」

「子供みたい……」

　それがどういうことなのか、本当にそうなのかはわからないけど、なんだか嬉しかった。思わずニヤニヤしてしまう。

「なにかあったんだ？」

「ないよ、別に」

　そう言い張るしかない。口が裂さけても手を繫いで寝たなんて言えない。思い出しただけで恥ずかしい。

　しかし、それも数日続くと慣れる。人間は慣れる動物だ。

　手を繫ぐのは平気になっても、抱だかれることには慣れなかった。嫌けん悪お感かんとの闘たたかいに慣れは訪おとずれてくれず、志賀にさすられたり舐なめられたりして、宗太がいよいよ耐たえられなくなると、今日はここまで、で終わる。

　志賀は「待て」も「止まれ」もちゃんと守れる忠犬だ。それゆえに進歩がないとも言える。

　一週間経たっても下を脱ぬぐには至らず、ズボンの上から股こ間かんを触さわられて、二さすりされたところでギブアップしたのが昨日。あまりに衝しよう撃げきが強くて手を繫ぐのも拒きよ否ひしてしまった。

　そのせいか志賀が朝から微妙に機き嫌げんが悪いように感じる。苑浦にはどう見えるのか訊きいてみたかったが、今朝は出先に直行していて会えなかった。

　機嫌がよかろうと悪かろうと志賀はずっと宗太に張り付いている。不気味なくらい笠原からはなんのアプローチもなかった。

　他ほかに忙いそがしいのか、なにか策を練っているのか。やめた、というのが一番ありがたいが、志賀に言わせると「それはない」らしい。十年後でも復ふく讐しゆうする男だ、と言われた。

　中絶費用を貸してほしいと言っていた有本は、保育所で楽しそうに子供たちの世話をしていた。ガラス窓越ごしに宗太の顔を見て、ハッとしたように笑顔が消える。

　ちょっときついことを言った自覚はあるので、嫌きらわれるのも致いたし方ない。

　宗太が入っていくと、子供たちが寄ってきた。

　この助産院兼けん保育所は宗太が生まれた場所で、育った場所で、今は出資もしている。時々顔を出すので、ずっと通っている子とは顔なじみだ。

　保育所だが、小学生や中学生がいることもある。繁はん華か街がいの中にあるため、水商売の親を持つ子が多く、親が家にいない時、寝ている時、いつでも遊びに来ていいと門戸を開放している。その代わり下の子の面めん倒どうを見なくてはならない。だから宗太は兄弟がいなくても子供の扱あつかいには慣れている。

「宗太、勝負しようぜ！」

　小学三年生の淳じゆん也やが相撲すもうの勝負を挑いどんでくる。

「いいぜ。おまえ学校は？」

「今日は午前中で終わった！」

「ふーん。じゃ、いっちょ相手してやるか」

　相撲を三番ばかり取り、容よう赦しやなく勝つ。

「宗太はおとなげないよ！」

「じゃあ手て抜ぬきしてもいいのか？」

「それは、だめ」

「だろ？　俺はおまえが勝つ日を楽しみにしてるんだ。まあ、負けねえけどな」

「絶対、勝つ！　勝って組み敷しいて、ウンウン言わせてやる！」

「はいはい、楽しみにしてるよ」

　頭を撫なでてやると嬉しそうな顔をする。それが宗太の背後に目をやった途と端たん、表情を強こわ張ばらせた。

「ん？　どうした？」

　淳也の視線の先にいたのは志賀だった。いつも通りの無表情だが、それが小学生には怖こわかったのだろう。

「おまえはだから笑えって。子供怖がらせてんじゃねえよ」

「子供だが、あんたに害をなそうとしている」

「……は？　おまえ威い嚇かくしたのかよ。馬ば鹿かじゃねえのか。淳、このおっちゃん顔は怖いけど、わりといい奴やつだから。相撲も俺より強いから、教えてもらえ」

　淳也の横に移動して、肩かたを抱いて同じ目線から志賀を見上げた。

「え……でも、怪け我がしてるよ？」

　淳也は恐おそる恐るというふうに上目遣づかいに志賀を見て、志賀は無言で見下ろしている。宗太は声には出さずに「笑え」と命令する。

　志賀は口の端はしを微び妙みように上げ、「俺は怪我をしてても強い」と言った。

　淳也はぎゅっと宗太にしがみつき、それを見た志賀の眉み間けんに皺しわが寄る。

「淳、あれは、怪我してても大だい丈じよう夫ぶだから遠えん慮りよなくかかってこい、という意味だ。ほら、行け」

　背中を押してけしかける。淳也は少し躊ちゆう躇ちよを見せたが、思いきってぶつかっていった。左手一本で軽くいなされて畳たたみの上に転がる。ムッとした顔で立ち上がると、さっきより勢いよくぶつかっていく。負けん気がものすごく強いのだ。

「あ、あの……お世話になってます」

　有本がおずおずと話しかけてきた。

「体調はどう？」

「おかげさまで、皆みなさんによくしてもらって、つわりもおさまってきました」

「そう、よかった。トミさんから聞いてるよ、すごくよく働いてくれるって」

　働きぶりが気になって何度か電話で様子を訊いていた。最初は戸と惑まどっていたようだが、三日目くらいからは笑え顔がおも見られるようになって、子供たちとも馴な染じんできたと聞いている。

「ええ。私……あの、ちょっと金谷さんに相談に乗ってほしいことがあるんです」

　子供たちと無表情に相撲を取っている志賀をチラチラと気にしながら言った。

「いいよ。なんでも言ってみて」

「いえ、今日じゃなくて、明日あした、いいですか？」

　有本は暗い表情で言った。あまりいい話ではなさそうだ。

「いいよ。じゃあ明日、この時間でいい？」

「あ、はい。すみません」

　そこに白衣を着た老ろう婆ばがやってきて、有本は仕事に戻もどった。

「トミさん、元気？」

「おお、宗太か。ぽっくり逝ゆくまで元気だぞ」

　保育所の所長であり助産師の今いま田だトミは御おん年とし八十歳。小さくてしわくちゃだが、ちゃきちゃき動く。

「その後、どう？　ここはなにか変なことはない？」

　笠原が、宗太の関連のところになにか仕し掛かけてくる可能性もある。

「特にないね。平常運転だ」

　その返事にホッとし、子供たちの元へ戻った有本に目を移す。

「有本さんは、どんな感じ？」

「そうだな、楽しそうに子供の相手をしてると、急に暗い顔になる。妊にん婦ぷにはよくあることだし、堕おろそうと思ってるならなおさらだ。が、あれはなんかワケありだねえ。いつも窓の外を見てビクビクしとる」

「そっか。なんかあったらすぐ俺に電話して。どんなことでもいいから」

「わかった、わかった。おまえと一いつ緒しよに来たあれも、なにかワケありっぽいね」

「ああ、志賀？　まあちょっとね」

「悪い奴ではなさそうだが」

「あ、トミさんもそう思う？」

「ああ。わし好みのワイルドな男前だからな」

　そんなことを言ってニヤッと笑う。

「川上医師は気に入らないって言ってたけど」

　合格だが気に入らないところもあると言っていた。

「ああ、あのじいさんは自分より男前はみんな気に入らんのだ。つまり世の中のほとんどの男が気に入らん。気にせんでいい」

　半世紀以上の付き合いではなんの遠慮もない。

「志賀、帰るぞ」

　子供の相手に辟へき易えきしていたらしい志賀は飛ぶように戻ってくる。

　保育所を後にしながら、チラチラと志賀を見る有本の視線が気になっていた。










　翌日も同じ時間に保育所に向かう。

　コインパーキングに車を停とめ、繁華街の昼間は人ひと気けのない道を歩く。何の気なしに歩いていると、志賀に手を引かれた。

「な、なんだよ!?」

「俺からあんまり離れるな」

「はあ？　ああ、もうわかったから、手を離せ」

　抗こう議ぎすれば、すぐに手は離れた。

「慣れないな」

　志賀は不満そうに言った。

「慣れる慣れないじゃねえだろ。昼間っからくっつくな」

「夜ならいいのか？」

「よくねえよ。でも……。おまえはいいのか？　あんな、途と中ちゆうまでで終わり、みたいなので」

「触ふれないよりは。欲よつ求きゆう不満は適当に解消してる」

　そう言ってニヤッと笑う。たちの悪い笑みは時々浮うかぶ。

「解消って、なにしてんだよ？」

「それは言えない」

「風ふう俗ぞくとか？」

「そんなのは行ったことがない」

「お、女……？」

　ほとんど一緒にいるのにそんな暇ひまがあるとも思えないが、宗太は夜寝ねてしまうと朝までほとんど目覚めない。こっそり出て行かれてもわからない。

「女なんて……あんた以外に触さわる気がしない」

「ん？　……俺？　って、おまえまさか、俺が寝た後でなにか……」

「手を繫つないでるだけだ」

「本当に？」

「ああ」

　なんだか怪あやしいのだが、身体からだになにかされたような違い和わ感かんはない。でも、目が合わないのがとても怪しい。

　道を曲がって宗太が車道側を歩くと、志賀はさりげなくポジションを変える。護まもられるということに慣れなくて、こそばゆいような苛いら立だつような微妙な気持ちになる。

　子供の頃ころから自分の足で立って生きてきた。実際には母に護られていたのだろうが、気持ちとしてはいつも護っているつもりだった。自分が子供であることが歯は痒がゆくて、家事をしたり小こ銭ぜにを稼かせいだり、なんとか役に立とうと必死だった。

　苑浦や段田とは対等な関係だが、それでも心のどこかで護らなくては、と思っている。護りたいのだ。

　自分を誰だれかに護ってもらうことは、今まで一度も想定したことがない。

　父親がいたら違ちがったのだろうか。もっと自然に、自分より大きな男の存在を受け入れられたのだろうか。

「おまえ、父親って覚えてるか？」

「……おぼろげに。無口でいつもムッとしてて、取っつきにくい人だったのは覚えてる」

　それを聞いて思わず笑ってしまった。

「おまえ、父親似か？　あんまり覚えてなくても似るんだな」

　笑う宗太を志賀はじっと見る。

「似てるとか考えたこともなかった。あんたの父親はよく笑う人か？」

「俺？　さあ。父親は見たことないからわかんねえけど、笑うのはたぶん母親似だろう。辛つらい時でも笑ってる人だったから」

「だった？」

「あれ？　言ってなかったっけ。俺の母親はひとりで俺を育てて、四年前に金持ちのじいさんと結けつ婚こんして、二人とも事故で死んじゃった。それで俺は、転がり込んできた遺産を元手に金貸しやってんの。持ってる不動産とかも全部そのじいさんのだよ」

「父親は？」

「誰だかわかんないって言ってた」

「そうか」

「自分に子供がいるなんて知らずに生きてるんだろうな。男なんてやれりゃいいわけだし、愛がなくてもガキはできるんだよ」

　物心ついてから父親について母に訊たずねたのは一度だけだ。どんな男だったのかと訊きいたのに、誰だかわからないと言われた。あの時の衝しよう撃げきは忘れられない。

　死んだとか、妻子ある人だったとか、そういうことを言われる覚かく悟ごはしていた。ろくでもない男だったと言われても、そうなんだ、と笑うつもりだった。

　でも、わからないと言われては、笑うことも泣くこともできなかった。呆ぼう然ぜんとして、へえ……と言って、それ以上はなにも訊けなかった。わからないのではしょうがない。

　もしかしたら、わかっていて隠かくしているのかもしれないと思っていたが、見知らぬ男に抱だかれている母を見て、そういうことかと納なつ得とくした。

　愛もない。特別な事情もない。金のためや遊びでセックスしても子供は生まれる。

「おまえもどっかに子供がいるかもしれねーよ？」

　なにも言わない志賀に冗じよう談だんめかして言ってみる。重い空気が居たたまれなかった。

　父親のことを訊かれたら、死んだと答えていた。誰かわからないなんて、言ったことはない。言われても相手が困るだけだから、と自分に言い訳していたが、本当は言いたくなかったのだ。自分が愛のないところに生まれた子供だ、なんてことは。

　なぜ志賀には言ってしまったのか。志賀なら聞き流すと思ったのかもしれない。いや、遊びで女を抱く男を責めたい気持ちがあったのかもしれない。八つ当たりだ。

「俺には愛とかよくわからないが、子供がいれば嬉うれしい」

「──嬉しい、のか？　相手の女を愛してなくても？」

　驚おどろいて問う。あまりに意外な言葉だった。

「育てられるとは思えないし、愛せるかもわからない。でも、嬉しい」

「なんだそりゃ。おまえ子供苦手そうなのに」

　相撲すもうの相手も無言で無ぶ愛あい想そうにやっていた。そのわりに子供たちには受けていたけど。

「苦手だ」

「じゃあれか、自分の遺伝子を残せた、みたいなことか？」

「俺の遺伝子なんて別に残したくない」

「じゃあなんで嬉しいんだよ？」

「俺の子供がどこかで誰かを笑わせていたら嬉しい」

　まったく思いもかけないことを言われて、つかの間絶句する。

「もしかして……俺を慰なぐさめてるのか？」

「慰める？　あんたを慰める必要があるのか？　俺は単純にそう思っただけだ。あんたを見て」

　志賀がどういうつもりで言ったのかはわからない。その声は淡たん々たんとして、言葉に裏があるようには聞こえなかった。

　だから、嬉しかった。どこの誰ともわからない父親に、自分の存在を肯こう定ていしてもらえたような気がして……ちょっと鼻の奥がツンとした。

　そんな風に考える人間は少ないだろう。本当の父親は、子供の存在を迷めい惑わくに思うだけかもしれない。でも、嬉しいと思ってくれる可能性もある。

「意地でもおまえを笑わせなきゃいけない気がしてきた」

　宗太は志賀の顔を見て、気合いの入った言葉とは裏腹に、ふわっと力の抜ぬけた笑えみを浮かべた。

「宗太……」

　志賀の手が吸い寄せられるようにその笑顔へと向かう。頰ほおに触れる直前で、宗太の手に叩たたき落とされた。

「調子に乗ってんじゃねえぞ。触るな、そんで呼び捨てにすんな」

　睨にらみつける口元も微び妙みように緩ゆるんでしまう。

　軽い足取りで保育所に到とう着ちやくし、プレイルームの中を見ると今日は子供の数が少なかった。就学前の子供たちが四人ほど。それと有本と年配の保育士がいた。

　平日の昼過ぎなら本来この人数が正しい。昨日はたまたま小学校が早く終わる日だったのだろう。

　有本は宗太の姿を見ると、もうひとりの保育士に耳打ちして立ち上がり、外に出てきた。

「あの……二人きりでいいですか？」

　有本は宗太の後ろにいる志賀をチラッと見て言った。

「わかった。じゃあそこの事務所で。志賀はここにいてくれ」

　事務所といっても、事務机がひとつと応接セットが一揃そろえあるだけの狭せまい部屋だ。廊ろう下かに向かって大きなガラス窓があり、中は丸見えだが、余よ程ほど大きな声で話さない限り外には聞こえない。

　志賀を廊下に残して中に入り、応接セットのソファに向き合って座る。有本は思い切った様子で口を開いた。

「あの……私、産もうと思います」

「え？　あ、そう……それはよかった。けど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい。ここで子供たちの世話をしてみて、すごく大変だけど、子供って意外に強いんだなって思って。父親のいない子じゃ可か哀わい想そうだけど、母親に殺されるのはもっと可哀想。なにより私が自分の子に会いたくなったんです。そんなのは私のエゴで、産まなければよかったって思わない自信はないけど……間ま違ちがうのなら生かす方がいいんじゃないかって。トミさんたちも協力してくれるって言うし……」

　必死で言葉を紡つむぎ出す様子に、すごく悩なやんだのだとわかった。今も悩んでいるのだろう。そうしてほしくてここで働いてもらったのだが、宗太にもなにが正解なのかわかっているわけではない。答えを出せるのは産まれてくる子供だけ。産まれなければ答えも出せない。

「俺も父親のいない子供だけど、母と会えてよかったって思ってる。感謝してる。親に文句を言えるのも、生きていればこそだ。もし、産まなきゃよかったって言いたくなったら、俺んとこに来ればいい。愚ぐ痴ちくらいいくらでも聞いてやる」

「本当に？」

「ああ。俺に子育てのアドバイスはできないけど、子供と相撲はしてやれるよ」

　自分が子を持つことはないだろう。でもだからこそ産んでほしいと思うし、産まないなんてもったいないとも思う。当事者にはなれないが、助力は惜おしまない。

　有本の決断が嬉しくてにこにこする。今日はとてもいい日だ。と、思ったのだけど。

「ありがとう、金谷さん。あの、私はなんのお礼もできないけど、これはお礼っていうか、覚悟っていうか、お詫わびっていうか……。私、あなたに噓うそをついていました」

　有本が思い切ったように言って頭を下げた。

「噓？」

「本当は父親が誰かわかってるんです……」

「ああ、そう。でもそれは、言いたくないなら言わなくてもいいよ」

「いえ、あの……彼は、笠原組の人間なんです」

「か、笠原!?」

　その名に驚いて窓の外に目を向ければ、廊下に立っていたはずの志賀がいなかった。いついなくなったのか、まったく気づかなかった。

「笠原怜治の舎しや弟ていの、杉すぎ元もとという男なんです。ご存じですよね？　笠原怜治」

「ああ、知ってる」

　今後の人生に現れてほしくない人ナンバー１の男だ。

「子供ができたって杉元に言ったら、にべもなく堕おろせって言われたんですけど、それを聞いた笠原が、子供をだしにしてあなたに近づけって言ってきたんです。あなたはそういう話に弱いから、金を借りに行って、同情を引いてなんとか懐ふところに入り込めって……」

「なるほど。なんか研究されちゃってる？　でも浅いな。俺は同情だけでは動かない」

「ええ。あなたにここに行けって言われたのは意外でした。どうやって近づこうって最初は考えてたけど、ここにいるのが楽しくなって、笠原はなにも言ってこないし……」

「詰つめも甘い、か。でも、そんなこと、俺に言っちゃって大丈夫？」

「いいんです。ここでいろんな人と触ふれ合って、私、目が覚めたんです。彼しかいない暗い檻おりみたいな場所が私のすべてだと思ってたけど、他ほかにも居場所はあるってわかって、子供と一いつ緒しよに明るい場所にいたいって思うようになって。だからもう杉元に未練はありません。あんな父親ならいない方がいい。私はこの子と強く生きていきます」

　有本は母の顔をして力強く言った。

　自分を産むと決めた時の母もこういう顔だったのだろうか。いや、もっと陽気で軽い感じだったかもしれない。

「うん、それがいいと思う。でも、俺に近づいてあなたになにをさせるつもりだったんだろう？」

「わかりません。昨日、私にはできないって断ったんです。だから直接あなたになにか危害を加えてくるかもしれないと思って」

「そうか、ありがとう、気をつけるよ」

　どうせなら騙だましているふりをして、様子を探さぐってほしかったが、妊にん婦ぷにそんなことをさせるわけにはいかない。依い頼らいを断ったからといって、有本に危険が及およぶとは思えないが、産まれるまでどこか安全な場所に移動させた方がいいのかもしれない。

　そのへんは笠原のことに詳くわしい志賀と話をしてみよう、などと考えていたのだが。

「それとあの、金谷さんといつも一いつ緒しよにいる、格好いいけどちょっと怖こわい感じの人……」

　そう言って有本も廊下に目を向けたが、まだ志賀は戻もどってきていない。

「彼は、裏切り者です」

　重大なことのように言われて、宗太は笑みを浮うかべた。

「ああ大丈夫、それはわかってるから。元々あいつは笠原のところにいて、俺んとこに来たんだ。だから笠原は裏切り者って思ってるだろうけど、別に裏切ったわけじゃなくて……」

「違ちがいます。彼は今も笠原と繫つながっているんです。笠原がそう言っていたもの。信じちゃ駄だ目めです」

「は？　なに言って……そんな馬ば鹿かなこと」

　まったく信じられない。きっとなにかを聞き間ま違ちがえたのだ。

　有本が本気で心配して言ってくれているのはわかる。でも正直、おまえにあいつのなにがわかる!?　と、言いたい気分だった。

「私と同じなんです。スパイ？　工作員？　そんなふうなのなんですよ」

「いや、そんなことは……」

　スパイかもしれない──最初に苑浦がそういうことを言っていたのを思い出した。頭から信用はできないと自分も思っていた。なのに、いつの間にかそんなことはすっかり忘れていた。信用しきっていた。

　どこからだろう。志賀がスカートをはいた時からか。護まもってもらった時からか。手を繫いで寝ねた時にはもう完全に信じていた。

　なにを考えているのかわからないと思いながら、すっかり手て懐なずけたつもりでいた。従順な自分の犬だと、いつからか思ってしまっていた。

「大丈夫ですか？」

「え、あ、うん、ありがとう。気をつけてみるよ」

　笑顔でそう言ってみたものの、頭の中は真っ白だった。

　裏切る？　志賀が？　今までのが全部噓だと……。

　それほど長く一緒にいたわけじゃない。時間だけなら、笠原の方が圧あつ倒とう的に長く志賀と一緒にいた。まだ繫がっていた、切れてなかったという可能性もまったくないとは言えない。

　目の前が暗くなる。

　廊下に出ると、志賀が戻ってきた。手には携けい帯たい電でん話わを持っている。

　その携帯電話は自分が与あたえたものではない。自分のところに来た時にはもう持っていた。

　それがあれば誰だれとでも連れん絡らくを取ることができる。志賀はいつも宗太にくっついていて、離はなれるのはトイレの時くらいだが、トイレの中でだって連絡を取ろうと思えばできる。

「帰るぞ、志賀」

　志賀はおとなしくついてきた。心配そうに見ている有本に、宗太は笑え顔がおで手を振ふる。大丈夫だから、と。

「どこに行ってた？」

　先に立って歩きながら問いかける。

「トイレに」

　そうなのかもしれないし、違うのかもしれない。すべてが疑わしく感じてしまう。

「そうか」

「そっちは？　なにを話してた？」

「ん？　産むってさ、子供」

「それだけ？」

「ああ。だいたいそんなとこだ」

　父親が誰か、なぜうちに来たのか、それを言った方がいいのかもしれない。さっきまで志賀に相談しようと思っていた。

　言わないのは疑っているからなのか？

　じっと志賀の顔を見れば、目を逸そらされた。そこでやっと、志賀もさっきまでとは様子が違うことに気づく。なんだかソワソワしている。落ち着きがない志賀なんて初めて見た気がする。

　底なし沼ぬまみたいな黒い瞳ひとみは、いつも真っ直すぐに自分を見た。最初の頃ころは珍めずらしいものを観察しているようだったが、徐じよ々じよに人間らしい感情を宿らせるようになって、時に熱く見つめてくるようになった。先に目を逸らすのはいつもこちらだった。

　でも今は、ずっと見ていても視線が戻ってこない。

「おまえ、なんかあった？」

　ストレートに訊きいてみる。でも、スパイなのか？　とは訊けなかった。

　志賀は少し驚おどろいたように視線を戻した。

「なぜ……」

「さっき、携帯で誰かと話してただろ？」

　カマを掛かけてみた。話の内容はなにも聞いていないし、話をしていたのかどうかも定さだかではない。

「いや。……知り合いだ」

　そしてまた目が逸らされた。知り合いって誰だよ!?　と、問い詰めて吐はかせる気にはならなかった。

　信じたい。疑いたくない。

　無言のまま車で会社まで戻る。沈ちん黙もくは淀よどんでいた。胸の内にはいろんな感情が渦うず巻まいていて、でもそれを吐き出せば終わってしまいそうで、なにも言えないでいる。

　──おまえ、俺より笠原を取るのか？

　目でそう問いかけるが、逸らされた瞳は戻ってこない。笠原への対たい抗こう意識は、志賀を間に挟はさんであるものだ。

　いつの間にかこの関係を、志賀の存在を、かけがえのないものだと思っている自分に気づく。ずっと続くものだと思っていた。

　自分たちを繫いでいるのは、志賀のよくわからない執しゆう着ちやくと、金銭の貸たい借しやく関係と雇こ用よう関係。そんな心の通わぬものだけだというのに。

　志賀の執着が噓うそなら、ただの契けい約やく関係でしかない。そんな相手に最大の弱みを曝さらけ出して、なおかつそれが直るように協力してもらっていた。誰にも、苑浦にも段田にも見せていない弱みだ。

　いつの間にか自覚もなく信じてしまっていたというのは、易やす々やすと騙されたということ。

　いや、まだ騙されたと決まったわけじゃない──。

　事務所には誰もいなくて、沈黙は継けい続ぞくされる。苑浦たちがいたからといって、志賀がいては相談もできない。

「志賀……」

　宗太はソファに座って声を掛けた。志賀は前に立って無言で見下ろしてくる。

「おまえさ……今、楽しい？」

　ぐるぐるぐちゃぐちゃいろんなことを考えたけど、結局訊きたいのはそれだけだった。

　志賀がハッと目を見開いて、眉まゆ根ねを寄せ、すごく時間を掛けて口を開いた。

「……楽しい」

　逡しゆん巡じゆんの後に出たのは、肯こう定ていだった。表情は楽しそうというより苦しそうだったが、噓やごまかしには聞こえなかった。

　騙されていない自信はない。けど、信じることはできる。

「そうか。じゃあいい」

　宗太はニッと笑って、ソファの背に身体からだを預けた。

　自分の直感を信じる。志賀を信じる。短い期間だけどずっと一いつ緒しよにいてずっと見てきた。身体を張って自分を護ってくれた。

　でも、それさえも信じさせるためにやったこと、だった可能性はある。あの時、追わずに逃にがしたのも、警察を呼ばなかったのも、だからなんじゃないのか……？

　すぐに迷いは生まれる。信じ切るのは難しい。でも……信じたいのだ。

「金谷さん。ひとつ訊かせてくれ。……あんたの母親の死因は？」

　志賀は突つっ立ったまま、いきなりそんなことを訊いてきた。

　宗太さんだった呼び方が、元に戻っている。意識してのことではないのかもしれないが、口調の硬かたさも気になった。

「なぜ、そんなことを訊く？」

「少し気になって」

「交通事故だ。新しん婚こん旅行で世界一周してくるとか言って、じじいと車で出ていって、世界どころか町を出たばっかりのところの崖がけからダイブして、あの世に旅立った」

　ちょっと茶ちや化かして答えるのはいつものこと。未いまだ母親の死をきちんと正面から受け入れられていなくて、できるだけ軽く冗じよう談だんめかして逃げる。

「崖って、どこの？」

「どこって、あれは東とう野の山さんの北側の……」

「下りカーブか？」

「そうだけど……なんで？」

　なぜ志賀がそんなことを訊いてくるのかわからない。

　志賀はうつむいて、眉根をきつく寄せた。苦く渋じゆうの表情は、笑顔よりもさらに珍しい。

「ちょっと……出てくる」

　絞しぼり出すように言って出ていった。宗太をひとり残して。

　事務所はある意味一番危険だ、と言ったのは志賀だった。お使いにすら行きたがらなかったくせに、行き先も告げずに出て行って、何時間経たっても帰ってこない。

　携帯電話の番号は知っているが、かけなかった。

　そのうちに苑浦も段田も戻もどってきて、当然のように「志賀は？」と訊いてくる。

「ああ……病院」

　くだらない噓をついた。

　志賀がいない今こそ、志賀のことを二人に相談するいいチャンスだったのに、どうしても言えなかった。どういう答えが返ってくるか、想像がついたのだ。疑ぎ惑わくが確信に近づくのは確実で、だから逃げてしまった。

　信じたいという気持ちは強くても、人を説得できるほどの根こん拠きよはなく、今の状態で話せば確実に苑浦に論破されてしまうだろう。

　もっとちゃんと志賀と話をして、苑浦たちに話すのはそれからでいい。

　そう思ったのに、夜になって帰宅しても志賀は戻ってこなかった。

　なぜ、帰ってこないのか……。もう帰ってこないんじゃないのか。

　ばれたと思ったから？

　そんなことばかり考えてしまうから、さっさと寝ねてしまうことにした。

　風呂ふろから上がって、ベッドにひとり横になる。Ｔシャツとスエットパンツ。いつもと同じ格好で、いつもと同じ位置に寝て、振り返ったらあまりにも広く空いていた。

　真ん中に寝直して、思いっきり大の字になってみる。前はずっとこうしていたのに、なんだかやけに広くてスースーする。独ひとり寝が寂さびしいなんて思ったことはなかったのに。

　大きな身体で迫せまってこられると、怖こわくて気持ち悪くて逃げ出したくなる。抱だくとか抱かれるとか、そういうのは嫌いやで嫌でしょうがない。

　でも、一緒に寝るのは悪くなかった。なにもしないでそばにいてくれることにホッとした。

　あれが近づくための算段だったのなら、志賀はかなりの策士だ。まんまと騙だまされても、信じたいと思って被ひ害がい届とどけすら出されない、凄すご腕うでの結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しになれるだろう。

　なにを騙し取られたわけでもないのだけど……。

　大の字のままウトウトしかけて、フッと目が覚めた。

　寝しん室しつの明かりはつけていなかったが、開けっ放しのドアの向こうからリビングの明かりが差し込んでいる。それに照らし出された人ひと影かげ。足あし下もとに立って、じっとこちらを見下ろしている。

「帰ったのか。……どこに行ってたんだ？」

　宗太は目を擦こすって上半身を起こし、影かげになって見えない志賀の表情を覗のぞき込もうとした。

　しかしそれより先に、突とつ進しんしてきた大きな身体にさらわれ、ベッドの上へ押し倒たおされる。

　志賀は出て行った時のまま、シャツとデニムパンツという格好。しっかりと抱きしめられ、男くさい匂においに包み込まれる。厚い胸むな板いたに押し潰つぶされて表情は見えず、身動きもとれない。

「なっ、に、……おま……、どけ、重い！」

　言いたいのはそんなことじゃなくて、重み以上に感じていることはいっぱいあるのだが、口から出てきたのはそれだった。

　しかし志賀はそれっきり死んだように動かなくなってしまう。耳元に吹ふき付ける荒あらい息と、拘こう束そくする腕うでの力強さが生きていると教えてくれる。

「なにがあった？」

　宗太はなんとか声を絞り出した。志賀が普ふ通つうの状態でないことくらいわかる。感情に流される男ではないし、そもそも流されるほどの強い感情を持っているのかさえ謎なぞだ。ただ、なにか余よ程ほどのことがあったのだろう。しかし答えはない。

「話は聞いてやるから、ちょっと離はなれろ」

　とにかくこの体勢は勘かん弁べんしてほしい。ビクビクしているのを悟さとられたくなくて、ゆっくり呼吸をして、手を握にぎって開いて、震ふるえそうになる身体をなんとか宥なだめていた。

　せめて顔が見たいと、肩かたを押し戻そうとしたら、それが呼び水になったように志賀が動いた。

　首筋に柔やわらかく湿しめった感かん触しよく。吸い付かれて、細い悲鳴のような声が出る。

「や、やめ──っ」

　ゾッとして、身が竦すくんだ。拒きよ絶ぜつ反応が身体を支配し、手を突っ張ぱろうとするのだが、まったく押し戻せない。のしかかる重くて固い身体にパニックを起こしかける。

「は、離せ、離、せよっ……！」

　怖い。怖い。怖い──。誰だれだ、これは。なにをしようとしているのか。

　震え出した身体をぎゅっと抱きしめる強い腕。

「宗太さん……」

　声が聞こえて少しだけホッとした。しかしそれはいつもの落ち着き払はらった偉えらそうな志賀の声ではなかった。細く消え入るような声。

　志賀が頭を上げて、宗太の視界に見慣れた黒い瞳ひとみが現れる。困こん惑わくと恐きよう怖ふの中にいた宗太は、その瞳を食い入るように見つめた。答えを求めて、すがるように見つめる。

　しかし瞳はただ怯おびえた自分を映すだけ。志賀の眉み間けんに皺しわが寄って、また近づいてきてなにも見えなくなってしまう。

　唇くちびるになにかがぶつかり、柔らかく包み込まれた。さっき首筋に感じたのと同じ感触。ぴったり合わさって吸い上げられ、何度も繰くり返される。

「いや、だ……」

　唇が離れたわずかな隙すきに訴うつたえるが、聞こえていないかのように無視された。　>>>♥

　閉じた唇をこじ開けられ、舌を絡からまされて戦せん慄りつが走る。思いっきり拳こぶしでその胸を叩たたけば、志賀はハッとしたように顔を離した。

　濡ぬらされた唇を薄うすく開いたまま、宗太は呆ぼう然ぜんと空くうを見上げる。目め尻じりから涙がスッと流れ落ち、それを見た志賀が眉を寄せた。

「ごめん、宗太さん……ごめん」

　志賀は宗太を見つめ、何度も謝った。

　宗太は完全に思考が停止していた。身体の上から重みが消えて、ハッと気づいて見回せば、もう志賀の姿はなかった。

　遠く玄げん関かん扉とびらの閉まる音が聞こえる。出て行った。きっともう、帰ってこない。

　しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで天てん井じようを見上げ、右手をギュッと握る。握り返す手は、もうない。

　拳を上げ、思いっきり振ふり下ろせば、ボスッと衝しよう撃げきはベッドマットに吸収された。

「んだよ……なに謝ってんだよ！　……くそ、クソッ！」

　裏切られた、のか。失った、のか。

　組み伏ふせられた屈くつ辱じよくより、口内を犯おかされた嫌けん悪おより、喪そう失しつ感かんに心が抉えぐられる。

　引き留めることも、信じてると言うことすらできなかった。情けない。トラウマに負けて、大事なものを失った。手放してしまった。

　唇を拭ぬぐうことはせず、ただじっと天井を見上げていた。







　　　　◇







　志賀がいなくなって、苑浦たちに話をせざるを得なくなった。

「じゃあ……笠原と繫つながってたのがばれちゃったから、戻ったってこと？」

「たぶん……」

　有本に聞いたこと、昨夜志賀が一度戻ってきて出て行ったことを話したが、その時になにをされたかはさすがに言えなかった。思い詰つめた顔で自分にキスして去って行った、なんてことは。

「うーん、なんか納なつ得とくいかないなあ。確かに最初は志賀って、閉じてて真っ黒でなに考えてるかわかんなかったから疑ってたけど、最近はちょっと開いて人間らしくなって、わりといい感じだったのになあ……。宗太を信用させようとしてるっていうより、志賀自身が人を信じることを覚えようとしてるって感じだった」

　意外にも苑浦が真っ先に異を唱えた。

「そうだな。愛あい想そなしは変わらないけど、だいぶわかりやすくなって、可愛かわいげも出てきてたのにな」

「可愛げはないだろ」

　段田の言葉にも苑浦は異を唱えた。

「そうか？　図ずう体たいのでかい忠犬って感じでなんか可愛かったぞ。ちっちゃい飼い主にぴったりくっついて」

「ちっちゃいって誰のことだ？」

　今度は宗太が眉まゆを顰ひそめて異を唱える。

「あー、でもほら、宗太はその分態度がでかいし。いいコンビになると思ってたんだけどなあ」

「全然フォローになってねえよ、段田。とにかくまあ、志賀はともかく笠原はなにか仕し掛かけてくるかもしれないから、今まで以上に身辺には気をつけてくれ」

　そう言ってこの話を切り上げようとした。ダメージが強すぎてまだきちんと向き合えない。

「それはおまえだよ、ボディーガードいなくなっちゃったんだから。護まもる人だと思ってたのが危害を加える人だったのなら、俺たちはそろいもそろって人を見る目なさすぎだよな」

「怪け我がをしてまで信じさせて、なにがしたかったんだろう。裏切って精神的に傷つけるとか？　仕事の情報盗ぬすんで深刻なダメージを与あたえるとか？」

「まあ、このままいくと一千万は踏ふみ倒されそうだな」

　その言葉で思い出した。志賀には負ふ債さいがあるということを。一千万は安くないが、すっかり忘れていた。心に負った傷を隠かくすのにいっぱいいっぱいで、現実的なことに頭が回っていなかった。

「踏み倒させねえよ。絶対回収する」

「回収は俺たちが行ってもいいんだぞ？」

「あいつに貸したのは俺だ。まだ貸し付け条件も履り行こうされてない。捜さがし出して払わせる」

　捜さなきゃいけないのだと思ったら急に元気が出てきた。裏切られた相手を捜し出して金を払わせるなんて、気の重い作業に違いないのに、また顔が見られると思っただけで心が浮うき立つ。

「で、改心させるのか？　おまえはもうあいつを懐ふところに入れてただろ」

　笑えみすら浮かべた宗太を見て、段田が苦く笑しようする。

「とりあえずぶん殴なぐる。駄だ犬けんは躾しつけないとな」

「僕なら裏切った奴やつなんて二度と会いたくないけどね。そういうとこ、宗太だよなあ。懐に入れたら最後までしつこく面めん倒どうを見る」

「しつこくは余計だろ」

「だってしつこかったもん。僕はあっちの世界に行こうとしてたのに、生きろ生きろって」

「あっちの世界とか、あるかもわかんねえし。こっちの世界の人間からしたら、死のうとしてるようにしか見えねえんだよ。止めるだろ、普ふ通つう」

「普通、ね。でも止めたのって宗太だけだったよ？」

「俺も宗太がしつこく誘さそってくれなかったら、組員になってたかも。少年院を出た俺に手を差し伸のべたのは、ヤクザと宗太だけだった」

「おまえにヤクザは向いてないよ。腕っぷしは強いけど、優やさしすぎる。儲もうからない便利屋なんて、一いつ緒しよにやってくれる奴やつなかなかいないんだ。人生諦あきらめかけた奴の方が好都合だったんだよ。俺はおまえらの弱みを利用したの」

「はいはい。そういうことでいいよ」

　二人がニヤニヤ笑うので居い心ごこ地ちが悪い。感謝されても困る。かなり危険なことにも巻き込んでいるのだから。

「なあ、宗太。こうは考えられないか？　志賀はなにか弱みを握にぎられて、脅おどされて離れるしかなくなった。その方がしっくりくる」

　段田が突とつ然ぜんそんなことを言い出した。

「弱み？」

「その有本って人の話、志賀は聞いてなかったんだろ？　だったら原因はその時にかかってきた携けい帯たい電でん話わの方だろう。バレたっていう電話だったのかもしれないけど。その携帯で話してた内容ってなにかわからないのか？」

「わかんないよ。……あ、でも、あの後志賀は急に、母さんがなぜ死んだのかって訊いてきた」

　あの質問は突然で不自然だった。まるで事故の内容を知っているかのようなことも言った。

「あの事故か。でもあれば運転操作ミスによる転落で決着してるだろ？」

「うん。でも……明らかに様子がおかしかった。事故の話をした時の志賀、内容を知ってるみたいなことも言ってたし。俺、ちょっと調べてみる。なにも関係ないかもしれないし、三年以上も前の事故で処理されてる案件じゃ、なにかが出てくる可能性は低いけど」

　なぜかそれをやらなくちゃいけない気がした。なにかにすがりつきたかっただけかもしれない。

「あれは東とう野の署の管かん轄かつだったよな？　僕は田た中なかちゃんに頼たのんで当時の資料を見せてもらう。こういう時のための無条件貸しなんだから、使わないとね」

　苑浦はニヤリと人の悪い笑えみを浮かべた。

「じゃあ、頼む。あんまりいじめるなよ」

「了りよう解かい。仕事はできる奴なんだよ、田中ちゃん。ギャンブル癖へきがなけりゃねえ。警察は民間からの借金にはうるさいから。おかげで僕は楽しいけど」

　苑浦は田中をいじる口実を得て、軽い足取りで出て行った。

「俺は金谷さんの方を調べてみる。なんかトラブル抱かかえてなかったか」

　段田も協力するのは当然とばかりに言って立ち上がる。

「悪いな。俺は母さんの方を当たってみる。元の職場とか、友達とか」

「気をつけろよ。……志賀は必ずおまえのとこに帰ってくる」

　段田は立ち上がった宗太を見つめ、妙みように自信ありげに言った。

「なんだよ、志賀となんか話したのか？　ソノみたいになんか受信したとか？」

「話はしてないし、ご神しん託たくとかでもない。あいつはちょっと似てるんだ、俺と」

「おまえと？　でかくて強いとこ？」

　どちらも強面こわもてだが、段田は愛想がよく丁てい寧ねいで、志賀は愛想がなく素っ気ない。人当たりという点では真逆だ。でも、腹の中を見せないという点では似ているかもしれない。

「おまえのことが眩まぶしくて仕方ないってところ、かな」

「は？」

「行ってくる」

　ニッと笑って段田は出て行った。

「俺にわかるように話をしてくれる奴、募ぼ集しゆうすっかな……」










　事故の資料は残っていた。細かく吟ぎん味みし直してもらったが、そう簡単になにかが見つかるわけもない。

　ただ車が炎えん上じようしていたため、なにか細工がされていたとしても、見つかりづらかったのは確かだ。

　二人の最さい期ごの姿を宗太は記き憶おくから消していた。炭化した遺体に生前の姿を見つけることはできず、覚えていても仕方ないと判断した。覚えているのは、二つの遺体が寄り添そいあっていたことだけ。

　怖こわかっただろうけど、ひとりではなかったことが救いだ。

　二人のことを思い出せば、笑顔ばかりが浮かんでくる。特に母はいつも笑っていた。

　だから友達は多く、先せん輩ぱいや後こう輩はいにも慕したわれていた。

　その中でも一番仲がよかったと記憶している女性に当時の話を聞いた。

「みっちゃんは恨うらみを買うような子じゃなかったわよ。ただ、惚ほれてる男は多かったわね。可愛かったし、いつも笑ってて一いつ生しよう懸けん命めいで。引く手あまただったから、割り切ればいい生活もできたはずなのよ？　でも、好きな男としか無理なんだって、そういうとこ頑がん固こでちょっと潔けつ癖ぺきだったわね」

「へえ」

　初めて聞く話だった。事故以来、母の話はほとんど誰だれともしなかったし、母が生きている時に母の友達にリサーチなんてしたら、母の耳に入ってとんでもない目に遭あっただろう。

　母はもういないのだということが、母の話をしてはじめて実感される。

「じゃあストーカーにつきまとわれていた、とかいうことは」

「それがねえ、不思議とそういうのはなかったのよ。なんでも包つつみ隠さず話しちゃうからかしら。自分は好きな人にしか愛情を注げなくて、今は子供と彼氏で手一いつ杯ぱいだ、とか」

「彼氏？　いたんだ」

「あ、言っちゃった。宗ちゃん知らなかったってことは、完かん璧ぺきに隠してたのよね。死んだら殺されるわ、私」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、死んだら殺されても」

「でもみっちゃん、怖いじゃない、怒おこらせると。死んで怖い思いはしたくないわあ」

「あー、確かに」

　思い出して笑い合う。その目が潤うるんでいるのを見て、たぶん自分の目も潤んでいるんだろうな、と思う。

「あの子は貧びん乏ぼう人ばっかり好きになるのよ。それで苦労もしてたけど、好きだからいいのって笑ってたわ。もっと早く金谷さんと知り合っていれば、もっと早く楽になれたのにね。金谷さんと結けつ婚こんしたのをお金目当てみたいに言う馬ば鹿かがいたけど、とんでもない。それなら、もっと大変な時にしてたはずよ。金谷さんより若くて男前のお金持ち求きゆう婚こん者もいたんだから……。宗ちゃんが独り立ちして、みっちゃんは心置きなく好きになった男と結婚したの。その相手がたまたまお金持ちで、すごく歳上だったってだけ」

「じゃあ、お金のために男に身体からだを売ったりとかは……」

「は？　しないわよ、絶対。急いでお金が必要な時はママに借りてたわ。男にちょっと甘えればいくらでも引き出せたと思うんだけど、できないのよねえ……」

「そう、ですか……」

　じわじわと胸の奥を塞ふさいでいたなにかが溶とけていく。

「身体を売るとしたら、それは生きるか死ぬかの時だけだって言ってたわ。だからあなたの父親のことも好きだったはずよ。それが誰かは知らないけどね」

　愛があって生まれてきたのだと教えてくれる。どこまで本当なのかはわからないけど、それはもういいのだ。始まりはどうでも、たくさん愛してもらったから。

　好きな人としかできない──という母の気持ちが宗太にはよくわかった。生きるか死ぬかの時しか……というのなら、子供の旅行代のために身を売るなんてことはしないだろう。

　あの時の相手は、当時の恋こい人びとだったのか。

　好きな人に抱だかれていたのだとわかった途と端たんに、記憶は色合いを変えた。薄うす暗ぐらい部屋の中の後ろめたい陰いん湿しつなモノクロ画像が、ささやかだが優しい暖色系の画像に。

　母はあの時、本当に嬉うれしかったのだ。好きな男に抱かれて安心していたのだろう。

　自分のために無理をして抱かれていたわけじゃなかったとわかって、ずっとわだかまっていた心の閊つかえが下りた気がした。

　性的な行こう為いを汚けがらわしいと感じる気持ちの中に、母への罪悪感があったことに今さら気づく。愛のある行為で本当によかった。母のためにも、自分のためにも──。

　なぜだかひどく志賀に会いたくなった。抱き合える自信はないが、手を繫つなぐくらいは抵てい抗こうなくできる気がする。

　強く吸われた首筋を手で押さえると、小さな痛みを感じてドキドキした。無言は怖かった。力ずくは嫌いやだ。でも、ゆっくりなら……。もしそこに愛があるなら……。

　いろんな母の知人に話を聞いて回り、いろんな母の姿を知った。

　なんでも知っている気でいたけれど、たくさんの知らなかったことを知った。子供になにもかも曝さらけ出す母親なんていない。

　その中にひとつだけ気になる証言があった。じじいから引き継ついだバーのバーテンダーの話だ。

「そういえばオーナー、変なこと言ってたなあ。新婚旅行からいつ頃ごろ帰ってくるのか訊きいたら、ほとぼりが冷めたらって言ったんだ。逃とう避ひ行こうみたいですねって言ったら、しつこいストーカーがいて困ってるんだよって……。冗じよう談だんめかして言ってたから、冗談だと思ってたんだけど……まさか、ね」

　ストーカーから逃のがれるために海外に行こうとしていた、ということか。

　事故に関して新たな事実は見つからなかったが、その前のことは徐じよ々じよに明らかになった。

「えーと、笠原組の怜治が受け持ってる縄なわ張ばりに金谷さんの店があって、なにかと揉もめてたらしい。その店は金谷さんが死ぬ前に手放してたんだけど、金谷さんはその辺りの世話役をやっていて、笠原怜治が仕組んだ詐さ欺ぎを阻そ止ししたことで関係が悪化。怜治が執しつ拗ように嫌がらせしていたって話だ。お得意の逆さか恨うらみってやつだな」

　事務所の丸テーブルを囲む三人の表情は暗かった。段田の報告を聞いて、宗太がバーテンダーの話を伝えると、さらに暗くなった。しつこいストーカーと笠原がイコールで繫がる。

　笠原は自分を虚こ仮けにした人間を絶対に赦ゆるさない──と、いつか志賀が言っていた。

　しかしまさかそれで人を殺したりするのか？

　いや、あの男はヤクザだ。一いつ般ぱん人の常識は通用しない。

　もしも、あの事故に笠原が絡からんでいたのなら、志賀も絡んでいる可能性は高い。

「その時、志賀は十八か、十九か……」

　苑浦も段田もきっと同じことを考えている。笠原が命令すれば、志賀は従わざるをえなかっただろう。

「物的証しよう拠こは難しそうだ。当時の物はもうなにも残っていない。得られるとしたら、当事者か周囲の人間の証言、だな」

　苑浦の言葉を聞いて、宗太は顔を上げた。

「じゃあ、行くしかないな」

　ニッと笑う。

「おいおい、また乗り込む気か？　なんの証拠もないんだぜ。しらばっくれられて終わりだろ。ていうか、おまえが危ない」

「笠原が話してくれるとは思わないけど、そもそも俺は狙ねらわれてるわけだし、向こうがなにか仕し掛かけてくるのをじっと待ってるっていうのも性しように合わないし。捕つかまってやったら、油断してなにか口走りそうじゃねえ？　あいつ馬鹿だし」

「ひとりで行く気か!?」

「三人じゃ油断してくれないだろ」

「今度は絶対反対だ！　もうちょっと調べてみればなにか出てくるかもしれない。相手は逆恨みで人を殺したかもしれないんだぞ!?」

　普ふ段だん温おん厚こうな段田のドスのきいた声はかなり迫はく力りよくがある。

「まあ……そうだな」

「おまえ、志賀が助けてくれるかも、とか思ってないだろうな？」

「思ってねえよ。誰かに助けてもらおうなんて思ってない」

　そう言い返すと、二人は揃そろって溜ため息いきをついた。

「だよな。危ない橋ほどひとりで渡わたろうとする。それがおまえの習性だってわかってるけど、周りは寂さびしいんだぞ？」

「え……あ、うん。ごめん」

「危ない橋は、僕たちも一いつ緒しよに渡らせろ」

「えー」

「えー、じゃねえよ。絶対ひとりでなんて行かせないからな。またひん剝むかれてウインウイン動くのを突つっ込まれたいのか？」

「いや、それは……。わかった。とりあえずもう少し様子を見る。物証か……証言してくれる人間を探す」

「よし。……絶対行くなよ!?」

「わかったよ。信用ねえな」

「あるわけない」

　二人の声が見事に揃った。

「わかった、わかった。おまえらの愛は伝わってきた。死にに行く時は一緒だ」

　ニッと笑って返したのだが、二人はまだ疑わしげな目をしている。

「行かないって言ってんだろ」

　それに関してはとことん信用がないようだった。







　　　　◇







　狭せまい車の中で両手首を後ろで縛しばられながら、これは不ふ可か抗こう力りよくだと心の中で言い訳する。

　裏切ったわけではない。襲しゆう撃げきされたのだ。

　ひとりで出歩くな、とは言われていた。家に泊とまり込むという二人を、大丈夫だからと帰らせたのは宗太だ。絶対怒おこられる。

　しかし妊にん婦ぷに「助けて……死んでしまう！」なんて悲痛な声で言われたら、行くしかないだろう。たとえそれが笠原たちと繫がっていた女だったとしても。

　心からの叫びに聞こえた。演技だとしたら迫はく真しんだ。もしかしたら本当に腹を蹴けられるかなにかされたのかもしれない。

　財さい布ふと携けい帯たい電話をひっつかんで家を飛び出し、エレベーターの中で苑浦の番号を押した。罠わなかもしれないが飛び込む、と伝えるつもりで。しかしそれが繫がる前に一階に着き、ビルを一歩出たところで三人組に襲おそわれ、車に連れ込まれた。いかにもチンピラ風の男たちは、まず間ま違ちがいなく笠原の手の者だろう。

「俺のせいか？……せいかな。でもしょうがないよな」

　ブツブツ言いながら、たいした抵抗もせずに捕つかまった。心のどこかで、ちょうどいい言い訳ができたと思っていた。連れていってくれるなら楽でいい、とも。

　電話は取り上げられて、苑浦が出たのかは確認できなかった。しかし、着信を見れば折り返し掛けるはず。電話が繫がらなければここに来る。襲撃された時、見つからないように闇やみに向かって財布を投げておいた。家にも事務所にも姿がなく、出入り口付近に財布が落ちていれば、拉ら致ちされたのだとわかるだろう。

　心配掛かけて悪いが、二人ならきっと捜さがし出してくれると信じている。

　車で十分ほど走り、連れて行かれたのは瀟しよう洒しやなマンションだった。柄がらの悪い男たちが出入りするにはそぐわない建物だったが、周囲を気にする様子がないのは、マンションごと組の持ち物だからなのかもしれない。

　エレベーターで三階ほど上がり、玄げん関かんを入ると靴くつを脱ぬがされ、ひとつしかないドアを開くと、なんともいかがわしい部屋が現れる。

　よくわからない機器が至る所に置かれ、無む駄だに装そう飾しよく的な椅い子すに笠原が足を組んで座っていた。

「いらっしゃい」

「おまえ、俺が好きだなあ」

　宗太は笠原の顔を見て皮肉混じりに言った。

「ああ、目め障ざわりでいたぶりがいがあって、わりと好きだ」

　肘ひじ置きに両りよう肘ひじを置き、顎あごを上げて蔑さげすむように見る。跡あと目め争あらそいに敗れても、偉えらそうなのは変わらないらしい。

　笠原の合図で衣服を全部剝はぎ取られた。全ぜん裸らで後ろ手に縛られ、さらに全身を縄なわで緊きん縛ばくされた。胸むな板いたに腹に、太ももにも縄が食い込み、芋いも虫むしのように動くことさえできない。

「ちょっと見ない間に変態度が上がったんじゃないのか」

　床ゆかに転がされた状態で、宗太はせめて口だけでも余よ裕ゆうを見せる。股こ間かんにも縄が食い込んで気分は最悪だった。

「小さくて見み栄ばえがしないから飾かざってやってるんだろ。縛っても色気がないな、おまえは」

「小さい言うな！」

　そこだけ聞き流せなくて文句を言う。

　背中の縄になにかが装着され、じゃらじゃらと鉄てつ鎖さが巻き上げられる音と共に、身体からだが引き上げられていく。まるで家か畜ちくのように。吊つるされてさらにきつく身体に縄が食い込む。

「いいザマだな」

「変態め」

　この部屋にある器具はすべてＳＭ用らしい。顔を上げれば大きな鏡に映った自分の姿が見える。女ならＡＶの表紙で見たことがある絵だ。天てん井じようから鎖くさりで吊され、身体は斜ななめに浮ういて、両側に男がいる。

「口は減らないが、怖こわいって顔に書いてあるぞ？」

「うるせえ。なんなんだよ、この変態部屋は」

「ちょっと反はん抗こう的てきな奴やつを、楽しく遊びながら調教するプレイルームだ。終わる頃ころには従順になって、もっとしてくださいご主人様って泣いて俺にすがりつく」

「死んでも言うか」

「その方が調教のしがいがある。でもまあ、今日の調教師は初心者だからうまくやれるかどうか。おい、連れてこい」

　最後の言葉はドアの前にいた男に向かって吐はかれ、男は出て行ってすぐに戻ってきた。ひとりの男を伴ともなって。

「志賀」

　入ってきた志賀は、宗太を見て驚おどろく。その姿を見て、明らかな怒ど色しよくを顔に載のせた。

「てめえ、宗太さんには手を出さないって」

　志賀は笠原の胸むなぐらを摑つかんで締しめ上げるが、笠原の両側にいた男たちに止められ、引き離はなされる。

「そんな約束はしてない。おまえが変な動きをするなら、こっちも動くと言っただけだ。おまえが動かないなら俺も動かないなんて、そんなわけないだろ。カタギ気取りの間に腑ふ抜ぬけたか？」

　笠原は襟えり元もとを直しニヤニヤ笑う。楽しげに。

　そんな二人の様子を見て、宗太はこんな状じよう況きようなのにホッとしていた。

　やっぱり二人は繫つながってなどいなかった。志賀は笠原に脅おどされていた。そして護まもってくれようとしていた。

「久しぶりだな、志賀。元気にしてたか？」

　宗太が明るく声を掛かけると志賀は苦く渋じゆうの表情になった。こちらに足を踏ふみ出したが、すぐにまた男たちに阻はばまれる。

「おまえはこの部屋に入ったことがなかったよなあ。でも、俺がからくり好きだってことくらいは知ってるだろ？　あのアーチェリーは、俺がこれを押すと矢が発射される仕組みだ。狙ねらいは心臓の辺り。運がよければ即そく死しできる」

　天井に近いところに矢を番つがえたアーチェリーがセットされており、前まえ屈かがみに吊された宗太の背中を狙っている。放たれれば、心臓か、肩かたか、腕うでか、どこかしらに当たりそうだが、動けば外れるかもしれない。確実性は必要ないのだろう。たぶん獲え物ものを怯おびえさせるのが目的だ。

「どこまで外げ道どうなんだ」

　志賀は笠原に迫せまろうとしたが、発射ボタンを見せつけられて動けなくなる。

「あーあ、すっかり手て懐なずけられちまって。おいおまえ、どうやってこいつを手懐けた？　金か？　色いろ仕じ掛かけか？」

　笠原は面おも白しろくなさそうに問いかけてくる。

「は？　おまえはずっとこいつと一緒にいたんだろ。金や色に釣つられるような奴かどうかもわからないのか？」

「おまえはわかっているとでも？」

「わかってる。とは言い切れないけど、信じてるよ。志賀は純じゆん粋すいで温かい心を持ってる。金や色で動く奴じゃない」

　宗太が言えば、志賀は眉まゆ根ねを寄せ、笠原は鼻で笑った。

「純粋だぁ？　おめでたい奴だな。こいつは人が殺されるところを見ても眉まゆひとつ動かさない奴なんだよ。温かい心なんてあるわけないだろ」

「表情を変えないからなにも感じてない、なんてことはねえんだよ。辛つらい時に辛いって顔をしない奴はいっぱいいる。できない奴も。おまえはそういう目に見えないものを感じ取ろうとせず、こいつをずっと傷つけてきたんだ」

「傷つく？　こいつが？　おまえはなにか幻げん想そうでも見てるんじゃないのか？」

　笠原は馬ば鹿かにしたように言った。

「そうかもな。でも志賀は、上っ面つらだけを見てたおまえじゃなくて、幻想を見てた俺に懐なついてくれたわけだ。それが答えなんじゃねえの？」

「てめえ……」

　絶句した笠原を見て、宗太は不意に気付いた。

「おまえ……もしかして志賀に懐いてほしかったのか？」

「はあ!?　ふざけんな、冗じよう談だんじゃねえ！　こんなのずっと目障りだったんだ。ガキの頃から無表情に人を見下して……」

　図星を突つかれた者の怒いかり──に見えたが、同情してやる気はない。

「じゃあ俺がもらう」

　宗太はニッと笑ってそう宣言した。笠原は怒りに顔を赤くして、志賀はただマジマジと宗太を見つめる。

　志賀がこの部屋に現れた瞬しゆん間かん、自分にはこの男が必要だ……と感じたのだ。理り屈くつではなく心がそう感じた。志賀の意思や笠原の思いがどうでも、自分はそうしたい。

「おまえ、やっぱりめでたい奴やつだな。生きてここを出られると思ってるのか？　こんなの欲しいならくれてやるが、仲よくするのはあの世でだな。おまえは特別に俺が手ずからズタズタにしてやる。おとなしく見てろよ、志賀」

　笠原は立ち上がり、冷れい酷こくな目をして近づいてくる。気に入らないものは消す。思い通りにならなければ壊こわす。狂くるった本ほん性しよう。それにずっと従ってきた志賀も、普通ではないのかもしれない。

「おまえの母親を殺したのは志賀だぞ？」

　笠原は宗太の目の前まで来てそう言い、ニヤリと口の端はしを上げた。

　その顔をじっと見返して、宗太もニッと口の端を上げた。

「おまえだろ。金谷のじじいにどうしたって敵かなわなくて、負けを認めたくなくて殺したんだ。車に細工してな」

　確信を持って言い返す。命じられるままに志賀はなにかをしたのかもしれない。本当はそんなことは知りたくないが、曖あい昧まいにしておくべきではない。なにより志賀のために。

「なんかコソコソ調べてたようだが、証しよう拠こは見つかったか？　見つかるわけないよなあ。俺の仕し掛かけは完かん璧ぺきだ」

「仕掛け？」

「ブレーキにちょっと細工するくらいのことだ。乗る前にちゃんと点検していればわかったんじゃないか？　あと、下り坂でスピードを出しすぎたんだ、自じ業ごう自じ得とくだろ？　崖がけから落ちて車は炎えん上じよう。細工がされてないか調べられるような状態じゃなかった。警察も忙いそがしいんだろ。じじいとあばずれが死んだ交通事故なんかいちいち丁てい寧ねいに調べてられるかって」

「母さんは、あばずれなんかじゃない！」

　カチンときて怒ど鳴なっていた。笠原なんかに馬鹿にされるいわれはない。こんな奴に殺されていい人たちじゃなかった。

　怒おこった宗太を見て、笠原は楽しそうな顔になる。人を傷つけるのが楽しくてならない、そんな顔だ。

「父親のわからないガキを生んで、金目当てでじじいと結けつ婚こんして、どう見てもあばずれ淫いん乱らん女だろう」

「違ちがう！　母さんは好きな人と幸せになろうとしていただけだ。それをおまえが……」

「幸せだったんじゃねえの？　好きな人と一いつ緒しよに死ねたんなら。おまえには感謝してほしいくらいだ。邪じや魔ま者ものは消えて、遺産でウハウハ暮らせて。母親の分も楽しんだだろ？　後は俺が受け継ついでやるから安心して死ねよ」

　そう言った唇くちびるで口を塞ふさがれた。どういう神経なのかわからない。なぜ好きでもない相手にキスなんてできるのか。

「いいね、あの無表情男が人を殺しそうな顔をしてる。楽しいねえ」

　志賀への嫌いやがらせのためだけにキスしたのか。頭がおかしい。唇が気持ち悪くて今すぐ拭ぬぐいたいが、身体はなにひとつ動かせなかった。

　志賀を見れば、確かに人を殺せそうな顔をしていた。笠原が手の中に持っている装置を手放したら、一いつ瞬しゆんで飛びかかって咬かみ殺しそうな狂きよう犬けんの瞳ひとみ。

「気持ち悪いんだよ、触さわんな、変態」

　言った途と端たんに腹に拳こぶしがめり込んだ。息が詰つまる。が、キスよりもこっちがマシだ。

「どこまでも口の減らない。てめえ見てると苛いら々いらするんだよ！」

　笠原は激情に任せて手に持ったスイッチを押そうとした。

「怜治！」

　志賀の制する声に笠原は振ふり返り、志賀を見てまたニヤッと嫌な笑えみを浮うかべた。

「そうだな。簡単に殺したんじゃ面白くない。死ぬ前にいい思いをさせてやろう。志賀、こいつのを舐なめろ。いつもやってんだろ？」

　そう言って笠原は一歩退ひき、志賀に顎あごをしゃくって「やれ」と命令する。

　志賀は射殺すような目で笠原を見たが、前に進み出て宗太の前に跪ひざまずいた。その目の前には、縄なわの間で竦すくみ上がって小さくなったものがある。

　右手でそれを摑まれてビクッとする。いつの間にかギプスがなくなっていた。

「志賀……」

　志賀の口に含ふくまれた瞬間、全身が震ふるえた。生暖かいものに包み込まれる感覚は、初めて味わうものだった。気持ちいいのか悪いのかさえよくわからない。

　ただただ眉根が寄る。逃のがれるように動けば縄がミシッと音を立て、全身を締しめ付けた。志賀は左ひだり腕うでで宗太の尻しりを抱だき、少し持ち上げるようにして、重力による締め付けから宗太を救う。

　居たたまれなかった。男に股こ間かんを舐められているところを、男たちに見られている。なんてくだらない見せものだ。

「ちっとも反応しないな。志賀が下手なのか？　おまえ不ふ感かん症しようか」

「んなとこで反応するほど変態じゃねえんだよ」

　言い返すが、声は細く、息は上がっている。

「ふーん、じゃあまあ協力してやる。おい、ケツに突つっ込んでやれ」

　笠原が指示すると、男のひとりが見覚えのあるものを手に持ってきた。前に見たものより大きい気がする。男性器をかたどった真っ黒なディルドは、スイッチを入れるとウインウインと動いた。

　脳のう裏りに苑浦たちの、それ見たことか、という顔が浮かぶ。もう一度会えるかどうかわからないが、会えたら確実に馬鹿にされるだろう。

「なんなんだよ、てめえは。他ほかにすることねえのかよ」

　宗太は本気で呆あきれた声を出した。志賀の口が離はなれて、そこが急速に冷えたが、尻は抱かれたまま。すべての視線が笠原に注がれる。

「すること？　ねえよ。ガッチガチに固められたコンテナん中に押し込まれて、敷しかれたレールに乗って、どいつもこいつも命令すりゃ従うが、こっちを見ちゃいねえ。しかももうこのレールには先がねえ」

　今はまだ組内に父親の影えい響きよう力が残っているから、その傘かさの下で威い張ばっていられるが、代だい替がわりして威い光こうが失われれば、笠原自身にはなんの力もない。

「自分でレールを敷かなかったおまえが悪いんだろ」

「うるせえ！　なにも知らないくせに」

「知らねえよ。ヤクザはいろいろ特とく殊しゆかもしれねえが、人を妬ねたんだり境きよう遇ぐうを恨うらんだりなんてことは、たいがい誰だってしてる。おまえ、一度でも笑う努力とか、笑わせる努力とかしたことあるか？　誰もおまえを見ねえのは、父親のせいじゃない、おまえのせいだ」

「うるさい、うるさい、うるさい！　貸せ、俺がやる。二度と笑えねえようにしてやるよ！」

　笠原は理性を失い、手下からディルドを奪うばい、それを宗太の尻に押しつけた。無む理り矢や理りぐいぐいと突っ込まれて、宗太は悲鳴を上げる。

　その時、身体からだがグイッと持ち上げられた。気づけば志賀の肩かたの上。

　片手で宗太を持ち上げた志賀は、片手で笠原の腕うでを摑つかんで引き倒たおした。その弾はずみでボタンが押されたのだろう。シュッと矢が放たれ、笠原の腕をかすめて床ゆかに敷かれたマットに突き刺ささった。

　舌打ちが聞こえ、志賀の肩から下ろされる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ああ」

　目を覗のぞき込まれて思わずうなずけば、志賀は倒れていた笠原の胸むなぐらを摑んで引き起こし、無言でその顔を殴なぐりつけた。他の男たちが止めに入るが、それを払はらいのけて尚なおも殴る。

「待て、志賀。それ以上やったらおまえがパクられる。やめろ！」

　前科持ちの元ヤクザでは、どれだけ食くらうかわからない。でも志賀は止まらない。

「やめろっつってんだよ！　俺の命令が聞けないのか!?」

　身動きの取れぬまま怒ど鳴なりつければ、渋しぶ々しぶというふうに志賀は手を離し、笠原はマットの上に崩くずれ落ちた。

　そこに実にタイミングよく苑浦と段田が飛び込んできた。

「大丈夫か、宗太!?」

　デジャヴだ。床の上には動いていないディルドが転がっている。

「なんでおまえら……」

「おまえが消えて、志賀に電話してみたんだ。それまでは何度掛かけても出なかったのに、あっさり出て、自分がここに呼び出されたからおまえもいるんじゃないかって。外に待機してたんだけど、おまえに矢が刺ささったら困るから、入るに入れなかったんだよ。会話は志賀がつけてるマイク経由で全部聞いてたし、録とってある」

　段田はニッと笑ってそう言うと、手に持っている受信機のようなものを振ふってみせた。苑浦が天てん井じようから伸びる鉄てつ鎖さを緩ゆるめてくれようとしたところで、警察官が雪な崩だれ込んできた。

　裸はだかで緊きん縛ばくされ、天井から吊つられている宗太を見て、みな驚おどろいて固まる。

　宗太は「ご苦労様です」と笑いかけそうになって、ここで笑ったらプレイだったと思われかねないと気づき、無理に顔をしかめてうつむいた。

「だ、大丈夫ですか」

　気き遣づかうような声に、芝しば居いが成功したらしいと知る。

「怖こわくて痛くて……」

　か細い声を出してみれば、

「は、早く下ろしてやれ」

　慌あわてた様子で指示を出す。鉄鎖を緩められ、マットの上に下ろされてホッとする。腰こしの上にかけられたのは、派手な柄がらシャツ。見上げれば上半身裸の志賀が立っていた。

「裸でも格好いいな、チクショー」

　なんだか照れくさくて、自分が無様で、冗じよう談だんめかして言って目を逸そらした。

「なんだよ、この縄は……なに結びなの、これナイフとかない？」

　縄を解こうと四苦八苦している苑浦に近づき、段田がいともあっさりと縄を解いていく。

「え、おまえ何者だよ……」

　怯おびえる苑浦に段田は謎なぞの笑みを返した。







　　　　◇







　宗太は病院に運ばれ、笠原たちはその場で逮捕され、志賀も事情聴ちよう取しゆで警察に連れて行かれた。

　宗太の怪け我がは縄が擦こすれての擦さつ過か傷しようと鬱うつ血けつなどが全身にあったが、どれも軽傷だった。塗ぬり薬だけもらって、すぐに警察に行き、涙なみだを浮かべて志賀の弁護をする。

「あいつが殴ってくれなかったら、俺は死んでたかもしれないんです」

「でも、殴ったのはあんたを助けた後だって」

「あいつら、口裏を合わせてるんですよ。被ひ害がい者しやと加害者のどっちの言い分を信じるんですか!?　俺、こいつのおかげで今生きてるんです。それにあの笠原という男は人を殺してるらしいですよ」

「え？」

「調べれば余罪はいっぱい出てきます。笠原はとんでもない悪党なんです！」

　泣き落とした結果、志賀は一いつ旦たん解放された。また呼び出すから逃にげるな、というようなことは言われたが、一応は正当防衛が認められた。

　全員で警察を出た時には、すでに日が暮れていた。

「とりあえず二人でゆっくり話をしろ」

　苑浦はそう声を掛かけて、段田は宗太に小型録音機を渡わたして帰っていった。







　リビングのソファに座る志賀は思い詰めた顔をしていた。

「酒……はやめとくか。コーヒーにしよう」

　宗太は自分でコーヒーを淹いれる。志賀にやらせる時はサイフォンだが、自分で淹れるのはインスタントだ。カップに入れてテーブルに置いたが、飲む気配もない。

「おい、俺が淹れてやったのに飲まないつもりか？」

　脅おどしてみるが動かない。

「俺、シャワー浴びてくるから、その間に飲み干しとけよ。それと……逃げんなよ」

　それだけ言い置いてリビングを出た。

　今にもいなくなりそうだった。いなくなったら最後、もう二度と顔を見せないのではないかと怖かった。シャワーを浴びながら、ドアの音がしないか外に意識を集中させ、適当に洗って早々に出る。

　スエットパンツだけはいてリビングに戻もどれば、一ミリも動いていないかのような志賀がいてホッとした。

　いなくなってほしくない。その思いがなによりも強かった。

「んだよ、コーヒー飲んでないじゃん」

　文句を言えば、志賀の視線が上がり、宗太の上半身に注がれる。眉まゆを顰ひそめたのは、点々と散る赤黒い鬱血を見たからだろう。

「なかなか芸術的だろ。あの緊縛師は腕がよかったみたいだな」

　冗じよう談だんめかして言ってみても、志賀の表情は暗い。元々明るいわけではないが、闇やみに溶とけてしまいそうなほど暗かった。

「志賀、言いたいことがあるんだろ？　なんでも聞いてやる」

　志賀の前に立ったまま声を掛ける。それを聞くには宗太も覚かく悟ごが必要だった。

「俺は……あんたの母親が死ぬところを見ていたんだ。赦ゆるしてはもらえない」

　うつむいて懺ざん悔げする。血を吐はくような声だった。

「話せよ。噓うそ偽いつわりないありのままを話せ」

　なにを言われてもそのまま信じるつもりだった。その上でどうするか判断する。

「あの日、怜治たちが金谷さんになにかするつもりだってことは知ってた。でも俺は止めなかった。怜治にあの車をつけろと言われて運転した。レーサーくずれの奴やつが金谷さんの車を追い立てて、ブレーキのきかない車が崖がけから真っ逆さまに落ちるのを見た」

　胸が痛い。どれだけ怖こわかったか、無念だったか。じじいは母を巻き込むことを申し訳なく思っただろう。母は息子むすこのことを考えたかもしれない。

　歯を食いしばる。両足を踏ふん張る。涙なみだを浮かべてしまわないように。

「俺は止めることもできたのに、しなかった。金持ちのじじいが死のうと俺には関係ないと思っていた」

　その時の志賀の様子は簡単に想像できる。笠原を軽けい蔑べつし嫌けん悪おしながら、すべてを諦あきらめて、ただ時を食いつぶし、他人がどうなろうと、幸せそうな夫ふう婦ふが死のうと自分には関係ないと、心を殺して傍ぼう観かんを決め込む。

「本当におまえに止められたのか？」

「怜治のくだらない復ふく讐しゆうを何度か阻そ止ししたことはある。結果、俺はリンチされ、対象には阻止した以上のことが行われた。でも、殺されるより最悪なことなんてないんだから、阻止すべきだった」

　幼い頃ころから力で抑おさえつけられ痛めつけられて、反はん抗こう心を奪われてしまったのだろう。拉ら致ち監かん禁きんされた人間が、逃げては痛めつけられるのを繰くり返しているうちに、逃げられる状じよう況きようを前にしても逃げる気力が湧わかなくなる、それと同じようなことなのかもしれない。

「そんなの結果論だ。おまえが止めていても、母さんたちは死んだかもしれない。でも笠原がいなければ死ななかった。元げん凶きようはあいつなんだよ。もうなにを言っても遅おそいけどな」

「すまない……」

「おまえを恨うらむ気にはなれない。だから赦すも赦さないもない。たぶん、じじいと母さんならこう言うな。これからはちゃんと自分で考えて動け。自分の人生を、悔くいのないように──」

　志賀がうつむけていた顔を上げた。じっと宗太の顔を見つめる。

「俺だって人を傷つけたことはある。悔いていることもたくさんある。今さらどうにもならないことばっかりだ。申し訳ないってうつむいてたら、また同じ失敗をする。顔を上げて前を見て、同じ過あやまちを犯おかさないように進むことが俺にできる唯ゆい一いつのことだと思ってる」

　そうは言っても、実行できている自信はない。志賀の後こう悔かいの大きさがわかるだけに、なにを言っても上っ面つらのような気がしてしまう。

「とりあえず、悪かったと思うなら、薬を塗ってくれ」

「は？」

「塗り薬。赤くなってるところに塗って。痛くはないけどヒリヒリするんだ」

　志賀の手にピンクのチューブを渡わたし、背中を向ける。腕うで組ぐみをして背を丸めて待っていると、不意に感じた冷たさにピクッと肩かたが揺ゆれた。

　縄なわ目めに沿って志賀の指が薬を塗りつけていく。そして後ろから、抱だきしめられた。

「好きだ。好きだ──」絞しぼり出すような声が胸に響ひびき、身体からだが熱くなる。

「触さわりたい。誰だれにも触らせたくない！　でも俺にそんな権利はないから……ただそばにいさせてくれ。近くで護まもらせて」

　熱い欲望が、罪悪感によって控ひかえめな願望に変えられる。それが不満だった。

「護るだけでいいのか？　俺が遊んでもそばでじっと見てるって？」

「それも罰ばつだと思う」

「おまえ、俺は遊べないと思ってるだろ？」

「いや……」

「おまえのおかげでだいぶ直ったんだ。男と寝るくらいできるかもしれねえぞ」

　言ってみれば、志賀の手に力が入った。させないとばかりに強く拘こう束そくするくせに、なにも言わない。

「どうなんだよ、遊んでもいいのか？」

「……できれば……駄だ目めだ」

「おい、日本語おかしいぞ。できればやめてください、なのか、絶対駄目だ、なのか。どっちだ？　参考までに聞いてやる」

「絶対駄目だ」

　フッと笑ってしまう。なんとも幸せな気分だ。独どく占せん欲よくが心ここ地ちいいなんて知らなかった。

「遊べねえんだよ」

「ん？」

「俺はどうやら好きな人としかできない体質らしい。だから、おまえじゃないと駄目だ」

　言った途と端たんに手が離はなれ、強ごう引いんに向きを変えさせられて、正面から間近に見つめられる。

「もう一回」

「何回も言わねえよ。聞こえてなかったんなら、残念でした」

「聞こえた。俺が好きだって」

「都合のいい耳だな」

　耳を引っ張れば、志賀が笑った。強面こわもてがまるでひまわりみたいに笑うから、宗太も嬉うれしくなって笑う。

「好きだ、宗太さん」

　その言葉こそが呪縛を解く鍵かぎだった。ぎゅっと抱きしめられて、恐きよう怖ふも気持ち悪さも感じなかった。嫌けん悪お感かんなどどこにもなく、ただ温かくて心がふわふわする。

　好きな相手なら大だい丈じよう夫ぶ。志賀の背に手を回して抱きしめる。

「宗太さん……」

「おまえがいつまでも過去にこだわって負い目を感じていると、俺が困る。おまえは俺のものだ。飼ってやるからずっとそばにいろ」

「いる。あんたの立派な番犬になってやる」

　即そく答とうされて苦く笑しようする。

「犬でいいのか？」

「いい。あんたに発情してもいいなら」

　見つめ合い、宗太が戸と惑まどいながら唇くちびるを寄せると、一気に志賀が距きよ離りを詰つめてきた。ぶつかるように重なって、奪うばわれる。

　とんだ狂きよう犬けんだ。いきなり発情され、訳もわからず翻ほん弄ろうされて、宗太はされるがまま。躾しつけは自分がしなくてはならないのだと気づいたが、どうしていいのかさっぱりわからない。

「おまえ、な、調子に乗るなよ……」

　唇が離れて、息も絶え絶えに文句を言えば、無表情なくせに嬉しそうで、宗太の目には尻しつ尾ぽを振ふって口でハアハア息をする駄だ犬けんに見えた。

　胸を押して離れようとするが、一定の距離以上離れさせてくれない。腕うでの囲いから出られない。

「おまえな……」

「どこまでだったらしてもいい？」

　黒い濡ぬれた瞳ひとみが一いち途ずに見つめながら訊きいてくる。

「どこまでって……そんなの知るかよ。俺がやめろって言ったらやめろ」

「わかった」

　抱きかかえられ、まるで走るように隣となりの部屋へと移動し、下ろされたのはベッドの上。

　跨またがって見下ろされると、少し苦手意識がよみがえる。やっぱりこういうことはしなくてもいいんじゃないか、と思えてくる。

「志賀……」

　唇を開いた途端、また塞ふさがれた。阻止する暇ひまもない。

　犬は技ぎ巧こうに長たけていた。口の中を舐なめられて、身体がビクビクッと震ふるえる。思うさま舐め回されて、やっと唇が離れた。

「なあ……口ん中って、どこが感じるとかあるの？」

　思わず訊いてしまった。誰でも感じるツボみたいなのがあるのかと。

「感じたか？」

　無表情が寄ってくる。

「か、感じ……」

　た、とは言えなかった。恥はじらいは人一倍ある。ただずっとこういうことを避さけてきたから、知ったかぶりをしたくても、圧あつ倒とう的に知識も経験値も足りなくてできない。

　結果、口を開いたり閉じたりパクパクさせるだけになる。

「やっぱ可愛かわいい……」

　ボソッとつぶやいた志賀は、宗太の反論を封ふうじるようにまた唇を塞いだ。

　志賀の手が脇わきの下から身体の側面を撫なで下ろし、ゾクゾクッとする。腹を撫でられても背を撫でられても感じる自分は少しおかしいんじゃないかと疑う。

　今までなにもしてこなかった反動なのか。慣れていないせいで敏びん感かんなのか。

「おい、ちょっと待て……きょ、今日はここまで」

　と、はっきり言ったにもかかわらず、志賀は止まらない。あろうことか乳ち首くびを舐め始める。

「な、あっ……や、やめろ、てっ……ん、んっ」

　鼻が鳴る。まるでこっちが犬だ。

「気持ちいいなら、やめない」

「て、てめぇ……んっ……」

　口を開けば変な声が出て、慌あわてて閉じる。文句も言えなければ制止もできない。

　志賀の言う通り、気持ちよかった。今まで一度も人と肌はだを合わせて気持ちいいなどと思ったことはなかったのに、どうしようもなく、よかった。

　なにをやっても満たされなかった部分が、満たされていくのを感じる。他ほかに捌はけ口を探しても結局、性の飢うえは性でしか満たせないということなのか。

　初めての快感に酔よいしれていると、カリッと乳首を嚙まれ、ビクッと身をすくめる。

「おい、」

「痛いのもよくなる。スパイスだ」　>>>♥

「ちょ、調子にのる……な、ぁ、ぁあ……」

　スパイスが効いたのか、優やさしく舐められても前より感じてしまい、身み悶もだえる。

　気持ち悪いのはどこに行ったのか。

　なにをされてももう母の姿はちらつかなかった。男女の画像が脳のう裏りに閃ひらめいても、そこになにも感じない。

　あれは幸せな男女の姿。今の自分とは似て非なるもの。

　これは自分が好きな唯ゆい一いつ無二の人。この幸せは自分だけのもの。他の誰とも違ちがう。

「志賀……」

　名を呼んでみる。自分を見つめる黒い瞳ひとみを見つめ返す。

「好きだ……」

　告げればもっと気持ちよくなる。黒い瞳がスッと細められ、また唇を奪われた。

「あんたのここ……触れていいのは俺だけなのに……」

　下唇を抓つまんで志賀は悔くやしそうに言った。すっかり忘れていた感触がよみがえる。

「思い出させんな」

「悪い。消してやる」

　上書きするようにまた口づけられた。優しくねっとりと、唇から触れられていない口中まで。

　志賀の手が下に伸のびてきて、スエットのゴムをするりと抜ぬけた。下着の中にまで入ってきて、茂しげみを撫でる。それにはさすがに身体が硬こう直ちよくした。

　とうとうか……。なにかよくわからない感かん慨がいが込み上げる。

　志賀の手に包み込まれるのは、感じるよりも恥ずかしさが先に立った。だけど恥ずかしいと言うのもまるで乙女おとめのようで恥ずかしい。

　唾つばを飲み込み、なんとか平静を装う。

「可愛い……」

「は!?　なにがだ!?」

　握にぎられてそんなことを言われたら、男なら誰でも憤ふん慨がいするだろう。

「宗太さんが可愛い。言うなって言われても、どうしても可愛い」

「は？　クソ、こんな時ばっかよく喋しやべる」

　顔を真っ赤にして文句を言いながら、目を泳がせる。こんな恥ずかしいのはどうすればいいのかわからない。

「……可愛い」

「う、うるさい！」

　手て応ごたえのありすぎる胸むな板いたを押し戻もどそうとするが、ピクリともしない。

　志賀が身体からだを下げて、スエットと下着を一気にずり下ろし、股またの付け根の赤くなっているところを舐めた。

「ひっ、あ──」

　舐められるとは思ってなくて焦あせって変な声が出た。

　そのまま竿さおを摑つかまれて横から唇が這はわせられて、足に力が入る。

「は……ぁ……っ」

　気持ちいい。瞬しゆん間かん的に理性が吹ふっ飛びそうになるほど、そこを舐められるのは気持ちよかった。

　だから口の中にすっぽり包み込まれると、もう頭の中が真っ白になった。舌を這わされてキュッと吸い上げられたりなんてしたら、それだけで……。

「や、あ、あっ……んっ！」

　堪こらえる間もなくイッてしまった。出るものを止めることもできない。

「あ……ぁ……ごめ……」

　口の中に出してしまった罪悪感に襲おそわれる。

「謝ることはない。俺は嬉うれしい」

　なぜ普ふ通つうに喋れるのか。出したものはどこに消えたのか。

　宗太は真っ赤になって、無意識に逃にげ出そうとした。しかし腰こしをしっかりと捕とらえられる。

「まだ終わりじゃない」

　志賀がシャツを脱ぎ捨て、逞たくましい胸板が露あらわになった。ニヤッと笑った表情がやけに色っぽくて、まるで知らない男のようだ。

　犬ではなく人間の男。欲よく情じようしている男の顔は、しかしやはりどこか獣けものじみている。

「おまえ、目がマジ……」

「当たり前だ」

　さらに下も脱いで、隆りゆう々りゆうと立ち上がった雄おすの象しよう徴ちようが自分に向けられると、途と端たんに怖おじ気づく。どうしようもなく逃げたいが、離はなしてもらえない。

「やめろって言ったらやめるって──」

「悪いが、無理だ」

　約束はあっさり反ほ故ごにされた。

　イッたばかりのものを大きな手に包み込まれ、優しく擦こすられる。出したばかりだというのにあっという間に充じゆう塡てんされ、硬かたさを取り戻もどす。

「待て、少し……待て、て……」

　インターバルを所望するが、駄だ犬けんが言うことを聞く気配はなく、先っぽを舐なめられて、ピクッと腰こしが揺ゆれた。また出してしまうんじゃないかと逃げ腰ごしになるが、志賀は容よう赦しやなく感じるところを舐めて、吸って、上目遣づかいに宗太の顔を見る。

「志賀、志賀、もうヤッ……ちょっ……」

　いやらしい手つきで肌はだを撫なで回され、尻しりまで撫でられて泣きそうになる。

　このままどこに連れて行かれるのか、どうなってしまうのか。

「ふざ、けんなっ」

　精いっぱい強がって怒ど鳴なりつけたつもりが、吐と息いき混じりのただの喘あえぎ声になる。

　こんな男を野放しにするべきではなかった。手がつけられない。

「あ、あぁ……クッ……ンッ」

　声を殺そうと抵てい抗こうしても、どうしようもなく声が漏もれる。志賀を制せい御ぎよするどころか、自分を制御することもままならない。

　撫でられ、舐められ、時折カリッとスパイスを効かされて、また舐められて……。薄うす皮かわが剝むけていくように全身がどんどん敏びん感かんになって、ゾクゾクするのを止められない。

「もう、ヤダ……」

　自分の身体からだを人の意のままにされてしまうことに耐たえられない。こんな醜しゆう態たいをさらして、どんな顔で志賀を見ればいいのか。

　顔の前で手をクロスして志賀の視線を拒きよ絶ぜつする。もう見るなと訴うつたえる。

「宗太さん……好きだ。俺は、あんたの全部が見たい」

　真っ直すぐに見下ろしてくる瞳ひとみ。真っ暗な底なし沼ぬまのようになにも映さなかった瞳が、今はすべて余さず映そうときらきら輝かがやいている。

　そこに欲よく望ぼうが見える。生きようという気持ちが見える。

「クソ……しょうがねえな……」

　身体から力を抜いて、交差させていた腕の垣かき根ねを解いた。なにをされるのかわからないが、もう好きにすればいい。

　志賀にならなにをされてもいい。したいことなら全部受け入れる。

　しかしすぐにものすごく後こう悔かいした。恥はずかしいものは、恥ずかしい。

　足を大きく開かされ、肩かたの上に担かつぎ上げられて、穴をさらす。まったく冗じよう談だんじゃない。恥ずかしさで死ねるレベルだ。

「て、め……」

　志賀はこちらの羞しゆう恥ちなど知らぬ顔で、濡ぬらした指をそこに突つっ込んでくる。

「あ、いや……馬ば鹿か、痛い……い、て……ぁ……」

　指を抜ぬき差しされるのは苦痛でしかなかった。ひらすら耐えていると、志賀は大事な塗ぬり薬を潤じゆん滑かつ剤ざい代わりに使った。少しは滑すべりがよくなったが、違い和わ感かんは拭ぬぐえない。

「宗太さん……入りたい。あんたの中に」

　願いは叶かなえてやりたいけれど、志賀が自分の手で擦って育てているものは、あまりにも凶きよう器きじみていた。見てしまえば逃げ腰にならずにいられない。しかしまったく逃げられない。

　志賀は前のめりで吐く息も荒あらく、許可を求めながらも、まったく退ひく気はなさそうだった。すぐにでも入れたい、入れる、そう顔に書いてある。

　指より太いものを押しつけられ、そこはキュッと締しまる。拒きよ否ひするのは本能であって意思ではない。

「力を抜いて」

「でき、るか……」

「できる」

「無理だっつってんの！」

　自分が聞き分けのない子供にでもなった気分だ。

「無理をしてでも……」

　笑え、と言ったのをこんなところで実じつ践せんしてくる。志賀としては優やさしく笑ったつもりなのかもしれないが、獣けものが牙きばを見せたようにしか見えなかった。

　それでも、宗太には充じゆう分ぶん効果があった。

「クソ……」

　獣に身を委ゆだねる。入ってくるのを見ればまた覚悟が揺らいでしまいそうで、目を閉じた。

　容赦なく圧がかかり、そこがグイッと広がる。もう無理もう限界……というところを越こえてやっと少し落ち着いた。

「でか、けりゃいいってもんじゃ……ねえんだ、からなっ」

「悪い。けど、小さくはならない」

　謝りながらも志賀はゆっくりと身体を進め、その圧あつ倒とう的な存在が侵しん入にゆうしてくる。凶きよう暴ぼうな熱の塊かたまりが自分を切り裂さきながら、中へ、奥へと入ってくる。

　ハアハアと息をつき、眉まゆを寄せて耐える。しかし急にグイッと押し入られて、

「あぁ……っ」

　声を上げてのけぞる。非難の目を向ければ、上からそんな宗太を見下ろしている志賀と目が合った。

「全部、入った。繫つながった」

　そんな報告。口元に笑えみを湛たたえた幸せそうな表情に、つかの間目を奪うばわれる。

「な、んだ……たいしたこと、ねえな」

　明らかに強がりだとわかる台詞せりふを吐いてフフッと笑ってみせれば、志賀がスッと目を細め、腰を揺らした。

「ひぁっ！　……う、動くなっ」

　ちょっと横に揺らされただけで動どう揺ようして、志賀の腕うでを摑つかむ。

「可愛かわいい顔するから……」

「か、可愛くねえって言……あ、あっ……待て、ん、動くな、て……」

　志賀は宗太の頰ほおに唇くちびるを寄せ、腰を使い始める。

「宗太さん……宗太……」

　呼び捨てに茶々を入れる余よ裕ゆうはなかった。唇を塞ふさがれ、舌はゆっくり絡からみつくのに、下半身は別もののように激しく動く。抗こう議ぎの声を上げたいけど、前を摑んで擦られるとわけがわからなくなる。唇が離れても、口から零こぼれるのは喘ぎ声ばかりだった。

「あ、あ……し、が……ぁ、あ、あぁっ……」　>>>♥

　痛い。怖こわい。けど、気持ちいい。志賀が中で動いている。今、誰だれより近いところにいる。

　志賀の腕を引き寄せて唇を重ねた。抱きしめると志賀の動きが少し緩ゆるくなる。

　好きな人とひとつになるのは気持ちいい。好きな人じゃないと駄だ目めだ。これはトラウマじゃなく遺伝だったのか。

　揺すられるのが気持ちよくて、いつの間にか自分でも腰を揺らしていた。

「見られた、気持ちいい顔……」

　優しい表情。なんだ、いろんな顔ができるんじゃないか……と思ったのが、最後の理性的な感想だった。

「あ、あ、あ、志賀……ぁ、しが、もう……や、あ……」

　断続的に声は出て、しかし意味をなさない。頭では考えられず、繫がった部分の感覚にすべてが支配される。

「あ、ん、ンッ……やぁ……」

　泣き声のような声を上げて志賀にしがみつく。感じてのけぞる首筋に志賀が咬かみついた。

　痛みのスパイスは快感に変化をつけ、ゾクゾクッと身体の奥からなにかが込み上げてくる。

「あ、……やだ、変にな……る、からぁ、もう……もう、むり……」

　耐たえきれず駄だ々だをこねるが、まるで聞き入れてはもらえない。あやすように揺らされて、そして情け容よう赦しやなく突つき上げられる。

「宗太……宗太っ……」

　普ふ段だんは絶対に聞けない、熱っぽい掠かすれた声。その声で名を呼ばれると、それだけでイきそうになる。

「志賀……まだ？　俺、もう……」

「俺も。でもまだ、もう少し……」

　抗あらがおうとする声を聞いて、大きな背をギュッと抱だきしめた。自分の中の志賀も抱きしめてみる。

　早く来い、と──。

「……クッ……」

　悔くやしげな声と共に激しく突き上げられる。そして強く抱きしめられた。

　自分の中に志賀の力強い脈動を感じる。ドクンドクンと。生きている証あかしを受け止める。

　詰めていた息が耳元で解放され、宗太もホッと力を抜いた。

　やっと、終わった──それが正直な感想だった。セックスはハードだ。

　どうしようもなく気持ちいいが、そこはかとなく消しよう耗もうする。

　それでもやっぱり……満たされる。

　心地よい疲労に浸ひたろうとしていたのだが、

「宗太さん、もう一回……」

　その声にギョッとする。

「は？　なに!?　冗じよう談だんだろ」

「いや」

「無む茶ちやすんな！　俺は無理……もう無理！」

「俺も無理」

「は!?　いや待て。マテ！」

　飼い主の命令など聞かない駄だ犬けんは、のしかかって乳ち首くびを舐なめる。身体はビクッと敏びん感かんに反応してしまうが、もう本当にいろいろ無理なのだ。いっぱいいっぱいなのだ。

　しかし、そんなことはおかまいなしに、身体中にマーキングを施ほどこしていく。

　懐なつかれれば嬉しくて、欲しがられると応こたえてしまう。

「後でお仕置きだからな」

「ああ、後でな」

　偉えらそうに従順な返事をすると、黒い瞳を輝かせて好きなように暴走した。










　引っ張り回されてフルマラソンを走り切った……そんな疲ひ労ろうと、不思議な達成感があった。

　ベッドに並んで横になっても、狭せまさや居い心ごこ地ちの悪さは感じない。体温を感じる距きよ離りももう気持ち悪いとは思わなかった。

　くっついていなくても体温は繫がっている。その一体感が妙みように心地いい。

　もちろん相手は志賀限定だが。

　宗太にとっては忌いむべきものでしかなかった性せい行こう為い。やってみればそれは心身を満たす温かな行為だった。

　だから母は苦しい時でも笑っていられたのかもしれない。母にそういう相手がいてよかった……と心から思えて、自分がやっと大人になれた気がした。

　母はこれから幸せを満まん喫きつするはずだった。苦労して苦労して、自分の好きな人と、やっと……。

　今の自分の幸せが奪うばわれることを想像してゾッとする。無意識にそばにある手を握にぎっていた。

　志賀がこちらを向くと急に照れくさくなって、手を離そうとしたのだが、強く握り返されて嬉しくなる。幸せなんてこれだけでいい。

「おまえ……ギプス取れたんだな？」

　握ったのが右手だったので、そう言ってごまかした。

　姿を消す前はまだギプスをしていて、再会した時にはなくなっていたのが、気になっていたのだ。

「ああ……取った」

「取ったって、まさか自分で？」

「ちょっと強く引っ張ったら抜ぬけた」

「なにやってんだよ、おまえ。大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　そんなに簡単に抜けるようなものには見えなかった。なにか無茶をしたのではないかと摑つかんだ手を持ち上げて、マジマジと見る。

「大丈夫だ。ちゃんと動く」

　志賀は手をグーパーしてみせ、その手を宗太の首の下に滑すべり込ませ、肩かたをがっちり摑んで引き寄せる。

「わっ」

　片手で引っ繰くり返されて、志賀の胸の上に胸から落ちた。顔と顔が近い。

「な、な、てめえ、俺はお好み焼きじゃねえんだよ！　片手で引っ繰り返してんじゃねえ！」

　その胸に手を突いて離れようとしたら、志賀がクスクスと笑った。

　やっぱり志賀の笑った顔はいい。だけどこの顔は少し甘すぎて優やさしすぎる。なんだかこっちが照れくさくなって、元の位置に戻ろうとしたら、志賀の手が目の前に突き出された。

「痛い」

「は？　やっぱりおまえ、ギプスを自分で外すとか無茶なんだよ。しかもやたら動かしてただろ。ぶん殴なぐったり」

　その手を摑んで検分する。骨張った手はしかし問題があるようには見えなかった。医者に行った時には手の甲こうが膨ふくれあがっていたのだが、それもすっかり引いている。

「舐めて」

「は？」

「痛いから舐めて」

「はあ!?　なんで俺が。痛いなら医者行け。舐めて治るなら自分で舐め──」

　文句を言っていた口の中に志賀の小指が突っ込まれた。驚おどろいていると中で指が動き、上うわ顎あごの感じるところを撫なでられてビクッと反応する。

　宗太はカーッと真っ赤になって、手首を摑んでぶん投げた。

「てめえ、なにしやがる」

「あんた、口の中弱いよな。全部、中が敏感」

「な、なに言って──」

　言い返す言葉が見つからず絶句する。志賀は無表情なのに、なんかいやらしい。目がいやらしい。

「敏感すぎるからセックスが駄目だったのか？　でももう直ったよな」

　性しよう懲こりもなく右手を伸のばしてきて頰ほおを撫でる。

「敏感じゃねえし、直ってねえし！　もう触さわんな、ボケ！」

　怒ど鳴なり散らしてその手を払はらいのけた。なにかやたらと恥はずかしい。敏感なんていわれてどんな顔をすればいいのか。

「直ってないならもっと触らないと」

「なにをどう言っても触る気だろっ!?」

「宗太さんが許してくれるなら」

　散々勝手に触っておきながらそんなことを言う。

「殊しゆ勝しようなふりしてんじゃねえよ！　触るなっつっても触るくせに」

「本気で嫌いやがってるかどうかくらい、わかる」

　自信満々だ。それはつまり、嫌がってるのはポーズだと見み抜ぬいてますよ、ということか。

「さっきは本気で嫌がってたぞ」

「じゃあ……許してくれる嫌なのか、許してくれない嫌なのかがわかる、にしておく」

「なんかむかつく……」

　結局見み透すかされているのだ。たいがいのことは許してしまう、許さざるを得ないということを。

「どうして、俺を許してくれる？」

　今さら志賀が不思議そうに訊きいてくる。

「許すなんて言ってねえ。もう無理だって言ってんのに、おまえがしつこくしつこく……」

「それじゃない。あんたの……母親のことだ」

　黒い瞳ひとみがゆらりと揺ゆれた。じっと見つめてくる志賀を見下ろし、溜ため息いきをつく。

「昔のことはもうどうしようもねえんだよ。めいっぱい後こう悔かいしてんだろ？　母さんたちのことだけじゃなく、他ほかにもいろいろ」

「ああ」

「昔のおまえは殺人を見み逃のがした。それはかなりクズ野郎だ。でも、今のおまえは止めるだろ？　標的がたとえおまえの知らない人間であっても」

「たぶん」

「たぶん、じゃねえよ。止めろよ」

「止める」

「よし、それでいい。おまえは今から人の何倍も、人の役に立つ男になれ。んで、もちろん俺の役に立て」

「わかった。そうする」

　志賀が微笑ほほえんで、その男前に見み惚とれていると、頰を両手でロックされ引き寄せられる。

「おい、なんのマネだ」

「誓ちかいのキスを」

「は!?　似合わねえこと言ってんじゃねえよ。離せ、もうわかってんだぞ、おまえキスしたら暴走するって」

　軽いキスかと受け止めると、勝手にどんどん盛り上がって止まらなくなって、最後までいってしまう。最初にキスを拒こばんだせいなのか、志賀にとってキスは許可証のようなものになっているようだ。

「宗太さんが本気で嫌がれば、やめる」

「信じねえよ」

「じゃあ抱だきしめて寝ねるだけ」

　伸ばしてきた手に引き寄せられるまま志賀の上に重なる。これは悪くない。

「もう気持ち悪くない？」

「おまえは、な」

「俺だけ？」

「他は試ためしてみないとわからない」

　言った途と端たんに拘こう束そくする腕うでの力が強くなった。どんどん強くなる。

「おい、潰つぶす気か!?」

　顔を上げて抗こう議ぎすれば、志賀に睨にらまれる。

「俺だけにしろ」

「また上からかよ。こんな手のかかる駄犬、二匹ひきも三匹も飼えるか。俺にはそんな気力も体力もねえよ。充分だ」

　それだけ言って、宗太は志賀の胸の上で目を閉じた。大型犬の腹に抱かれて眠ねむる子供のように。

　安心して寝ね息いきを立てる宗太を抱いて、志賀も目を閉じる。その口元にはかすかに笑みが浮かんでいた。










　翌朝、といっても昼に近い時間。階段を下りるのも億おつ劫くうで、エレベーターを使って一階分下りる。だるそうにしていると、隣となりにぴったり寄り添そう志賀が抱き上げようとするから、それを阻そ止しするのにも疲つかれた。

　無言、無愛想、無関心だった男は、宗太に対してだけ言葉と笑え顔がおと執しゆう着ちやくを発動する。

　事務所に入れば苑浦と段田が暇ひまそうに待っていた。

「おはよう。よく寝ねたか？」

　苑浦の問いに「ああ、まあ……」と宗太は適当にごまかした。寝たけれど寝てないような、スッキリしたけど疲れているような、とにかく腰がだるいというのが宗太の現状だった。

　志賀はまったくいつもと変わりなく立っている。

「おーおー、スッキリした顔しちゃってよう」

　しかし苑浦の目にはなにかが違ちがって見えるらしい。志賀に胡う乱ろんな目を向けた。

「まあ僕も昨夜はよく寝たけど。誰だれかさんが『ひとりで大だい丈じよう夫ぶ』とか言いながらまんまと拉ら致ちされて、心配して走り回って、各所に手を回して……家に帰ったらバタンだよ」

「俺も。志賀に電話したら、おまえら役立たず的なことを言われて、すっごい傷ついたなあ」

　苑浦と段田のぼやきとも嫌いや味みともつかぬ訴えに、宗太と志賀は頭を下げる。

「すまなかった」

「すみませんでした」

「まあいいけど。最終的には予定通り、笠原の証言も録音できたわけだし。役立たずだけど」

　段田はにっこり笑ったが、志賀に向ける目は少しばかり剣けん吞のんだった。役立たず呼ばわりは余よ程ほど腹に据すえかねたのだろう。

「そういや、何度電話しても出なかったのに、なんであの時だけ電話に出たんだ？」

「携けい帯たいを怜治に取り上げられていたが、隠かくしてるところはわかってたから、あいつが出かけた隙すきに取り戻もどした。ちょうどその時に電話がかかってきて、怜治からあのマンションに呼び出されてたから、そうじゃないかって。いいタイミングだった」

　志賀なりになにがしかのフォローをしようという気持ちが垣かい間ま見みえる。

「録音って、志賀がしてたのか？」

「志賀に小型の盗とう聴ちようマイクを持たせてたんだよ。その電波を部屋の外で受信して、聞きながら録音もしてた。警察はマンションの外に待機させておいたんだ。田中ちゃん、ちょっと偉えらくなってて、ますます使える奴やつで助かったわー」

　田中は刑けい事じとしてはとても優ゆう秀しゆうで、いろいろ融ゆう通ずうも利きかせてくれるので助かっている。志賀が一いつ旦たん帰ることができたのも田中の口添えあってこそだ。彼にギャンブル癖へきがあったのは、こちらとしては幸いだった。

「あ、そういえば有本さんは無事だったのか？」

　不意に思い出して宗太は問う。呼び出す口実に使われただけならいいのだが。

「おまえなあ。罠わなだってわかってたんだろ？　はめた奴を心配してんじゃねえよ。まあ、本人は腹を蹴けられてパニックだったみたいだけど。大丈夫、ちゃんとトミさんが対処してくれて、母子共に無事だそうだ」

「ああ、よかった……」

　子供が産まれるまでに笠原たちが自由になることはないはずだ。

　笠原は今回の監かん禁きんと傷害の罪で逮たい捕ほされ、前回の監禁傷害についても取調べ中。殺人についてはまだこれからだ。すでに事故で処理された案件で、証しよう拠こは自供の録音と志賀の証言だけ。たぶん笠原は素直に認めないだろう。

「苑浦さん、段田さん、しばらく宗太さんのこと、よろしくお願いします」

　志賀は突とつ然ぜん二人に向かって頭を下げた。

「おまえに言われなくても、僕たちはずっとよろしくしてきたっての」

　苑浦は不満げな口ぶりだった。

「それでいいのか？」

　段田は心配そうに問いかける。目は志賀に向けられていたが、問いかけの半分は宗太に向けられている。

「なんでおまえが俺のことを頼たのむんだよ。んな必要はねえよ」

　宗太は志賀の尻しりに軽く蹴りを入れようとしたが、腰こしのだるさに断念した。

「すぐ変な男に押し倒たおされたり、拉致されたりするし。飼い主を護まもるのは番犬の役目だけど、少しの間それが果たせそうにないから、頼んだ」

　いたって真面目まじめな顔をして志賀は言った。

「前半部分にも後半部分にもそれぞれに言い返したいことがあるが、まあいい。とりあえず行ってこい。んで、ちゃんと帰ってこい。犬なら家を忘れんなよ」

　蹴りの代わりに拳こぶしをその胸むな板いたに押しつければ、志賀がフッと笑えみを浮うかべた。

「お、笑った……」

　苑浦たちには衝しよう撃げきだったらしく、目を丸くして志賀を見た。が、志賀はなにを驚おどろいているのかとばかりに平然としている。作ったものではない、自然に浮かんだ表情だったのだろう。

　表情筋が固まっていても、心からの表情なら無理なく浮かぶ。それだけで宗太は嬉うれしかった。

「宗太、今度は調教師とかやってみるか？　猛もう獣じゆうもいけるぞ、おまえ」

「いやいやこの辺りだとチンピラの更こう生せい承うけたまわります、とかじゃないか？　ああでも、それやったら志賀が切れるか」

　二人は勝手に盛り上がる。

「面おも白しろがってんじゃねえよっ！　こんなの一いつ匹ぴきで手て一いつ杯ぱいなんだよ」

　猛獣もチンピラも御ご免めん被こうむる。ぼやくように言った途と端たん、視界が真っ暗になった。なにかと思えば猛獣に懐なつかれていた。つまり、抱だきしめられていた。

「て、てめえ、調子に乗るな！　さっさと警察でもどこでも行け。頭冷やしてこい！」

　腕の中で真っ赤になってしまい、突つき飛ばして誰もいない壁かべの方を向く。二人の面白がっている顔は容易に想像できた。

「これ、持っていけ」

　宗太は手を伸のばし、昨日段田から渡わたされた小型の録音機を差し出した。それを志賀はしっかり受け取る。

「ちゃんと罪を償つぐなわせる。俺も償ってくる」

「ああ。でもおまえ、笠原を罪に問うために、自分がしてもいないことまで、したとか言うなよ？」

　笠原の命令で自分が実行したと言えば罪に問える。が、それでは志賀はしてもいない罪まで背負うことになる。

「なぜわかった？」

「言うつもりだったのかよ!?」

「組の人間が後ろから煽あおっていたから崖がけから落ちたんだ。怜治に指示されて俺が煽ったと言えば、奴を殺人教きよう唆さか殺人罪かにできる」

「でもおまえは笠原を乗せて後ろからついていっただけなんだろ？」

「その頃ころはまだそんなに運転が巧うまくなかったからな」

「俺だって笠原の野や郎ろうは少しでも長くムショの中にぶち込んでやりたいと思う。でも、それでおまえまで長く食くらったんじゃ俺が困るっていうか……。たぶん、じじいと母さんは言うはずだ。死んだ人間のことより、生きてる人間の今の方が大事だって。言われなくても、俺はそう思うからそうする。ちゃんと本当のことを言って裁かれてこい。それでもムショに入れられたら、待っててやる」

「わかった」

　そう返事して、志賀は宗太の頭をポンポンと叩たたいた。じゃあいい子で待ってろよ、とばかりに。宗太はムッとしてその手を叩き落とす。

「本当、おまえは犬でいいとか言いながら、いつも上からなんだよ。戻ってきたら躾しつけ直してやる」

「ああ、頼む」

　やっぱり上からなのだ。歳下とも思えない。番犬にはなっても愛あい玩がん犬にはなり得ない。本当は小さな犬が飼いたかったのに、もうすっかりこの図ずう体たいも態度もでかい、可愛かわいげのない犬しか飼う気にならない。

「しょうがない。飼い始めたからには見捨てるわけにはいかないし。飼い主の義務だからな……一生ちゃんと面めん倒どう見てやるよ」

　素直になれなくてそんな風に言えば、志賀はもう一度ふわりと笑った。嬉しそうに。一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまって、寄ってきた志賀の顔に反応するのが遅おくれた。

　唇くちびるに唇が触ふれる。

「な、な、おまえっ！」

　すぐに突き飛ばしたが、離はなれ際ぎわ、唇をぺろりと舐なめられた。宗太はカーッと真っ赤になって、恐おそる恐る苑浦たちに目を向ける。ニヤニヤと苦く笑しようの間くらいの微び妙みような表情が浮かんでいた。

「唾つばつけとくぜ、てか？　まあ、犬に慎つつしみを求めてもな……」

「なんというか……俺たちは宗太が幸せならそれでいいよ。なあ、ソノ」

　段田は完全に苦笑になって、苑浦もうなずいた。

「じゃあ……」

　こちらを一いち途ずに見つめて、名残なごり惜おしそうに出て行こうとする志賀を見て、胸の中に湧わき上がった感情。熱く温かい、庇ひ護ご欲よくと執しゆう着ちやく心の入り混じった慕ぼ情じようは、急速に膨ふくらんで弾はじけそうになった。

　次会えるのは……触れられるのはいつになるのかわからない。

　志賀の腕うでを摑つかみ、ドアの外へと連れ出した。エレベーターホールに人ひと影かげはない。

　自分から背せ伸のびして、それでも足りないのは悔くやしいけど、首に腕を回して引き寄せた。唇を合わせると、身体からだが浮くくらいに強く抱きしめられる。

　貪むさぼるような口づけに必死で応こたえた。まだまだぎこちない。慣れるほどにすることもできなかった。

　唇を離すと、ベタベタと顔中を触さわられる。名残惜しいのはわかるが、いい加減しつこい。

「さっさと行け！」

　自分で引き留めておきながら突き放す。

　志賀は宗太の頭を撫なでてからエレベーターに乗り込んだ。

「さっさと帰ってこいよ、駄だ犬けん」

「おとなしく待ってろよ、ご主人」

　やっぱり上からの言葉に思いっきり笑えば、志賀の顔にも笑みが浮かんだ。





おわり









　あとがき




　こんにちは。作者の李丘那岐です。

　この度たびは『飼い犬に咬まれました』をお読みいただき、ありがとうございました。

　なんというか、改めて書くと「どうなの？」ってタイトルですね。いやこれでも、脳みそ絞しぼって絞って、出てこなくて編集様の脳みそまで絞って、やっとこさひねり出したタイトルです。渾こん身しんの一球ってやつです。あなたの心のど真ん中にストライク！　……とは、いかない予感がしておりますが、外角高めギリギリにでも刺ささってくれたら、と願ってやみません。

　あ、本文に野球の話は一切出てきません。関係ない喩たとえをしてしまってすみません。

　このお話は、小さな金貸しと元ヤクザ（犬）のハートフル・ラブコメディです。……たぶん。ハートフルとか、コメディとか、ちょっと違ちがうような気がしなくもないですが、これもストライクゾーンギリギリ内角低めには入って……って、野球関係ないです、すみません。

　タイトルとあとがきは苦手なんです。あと長文も苦手です。って、全部ですね。

　じゃあなにが得意なのかと考えてみたところ……んー……妄もう想そう？

　でもこれって腐くさった人々（笑）は、みんなわりと得意なんじゃないでしょうか。

　この本があなたの妄想のタネになることを心から願っております。

　妄想は活力！

　そしてなんといっても妄想に火をつけてくれるのがイラストでございます！

　桜城やや先生のイラストは活力の源。他の方につけられているイラストやマンガからも、勝手に力をいただいております。つまりはただのファンなのですが、この度は多大なるご迷めい惑わくをおかけいたしました。遅おくれた上に中ちゆう途と半はん端ぱな原げん稿こうをお渡わたししてしまい、面めん目ぼく次し第だいもございません。深くお詫わび申し上げます。それなのに細部までこだわってイラストをつけていただき、誠まことにありがとうございました。感謝です。

　担当様にも初めての仕事だというのに、迷惑のオンパレードくらいに迷惑かけまくってすみませんでした。編集部、印刷所、校正他ほかの皆みな々みな様さまに「ごめんなさい」と「感謝」を。本当にありがとうございます。

　書くのが遅おそい、けど少しでもいいものにしたい、けど書くのが遅い……というジレンマの中、いろいろなプロフェッショナルの皆様に助けていただいて、なんとかお届けできております。

　本作の主人公たちも自分の力だけで笑えているわけではなく、助けて助けられてなんとか頑がん張ばって生きてます。私も助けていただいた分、助けられる人間になりたい！　日々精しよう進じんしてまいります。

　読んでくださったあなたに、笑顔をひとつでももたらすことができましたなら幸いです。

　それではまたどこかでお会いできることを切に祈いのりつつ。




　　二〇一四年　隣りん家かのドーベルマン怖こわかったな…と思い出した夏の日に


李丘　那岐
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